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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一章







　みんな、夏休みはどこに行くかな。ぱっと思いつくのは海か山。あるいは家族で帰省。金があったら海外旅行。なければ家でごろ寝。

　俺おれこと瀬せ能のうナツルはそのどれでもなくて、テーマパークへ一泊旅行としゃれ込んだ。温泉付き。

　そこで例によって様々なトラブルに遭遇。温泉だか戦争だか革命だか分かんない目にあった。どうも俺は色んな災いを引きつけてしまうらしい。災厄ってのは美人の女神だと聞いたことがある。まったくモテる男は困るぜ。

　実は引きつけるのに理由があって、それは俺がケンプファーという戦うための存在だからにすぎない。戦うためなんだから、そりゃ敵も出るよな。

　もっとも最近は戦い続けて色んなところが麻ま痺ひしてきた。特にケンプファーになるというのは、女に変身することなので、性に関する様々なことが鈍くなったりごっちゃになったりしている。困ったもんである。

　そんなテーマパークでのトラブルを乗り越え、身体からだを休めるはずが疲れを倍加させて帰った俺は、「外に出なければなにも起こるはずがない」という高こう邁まいな精神の元、夏休みは自宅で惰眠をむさぼる行為をおこなっていた。

　テーマパークでは幼なじみの近こん堂どう水み琴ことが「生徒会の手伝いしに学校行こう」などと言っていたが、誰だれが行くものか。いずれ行かなきゃならないとしても、今ではない。嫌なことは極力先送りにするのが高校生というものだろう。

　俺は朝があんまり強い方じゃない。夜が寝るためにある以上、朝方も夜の続きとして寝るべきなのだ。なのに世の中は朝になったら起きるべきだとの間違った考えに支配されていて、実に嘆かわしい。サマータイム制なんざ日に本ほんを潰つぶすための陰謀だ。

　そのわりにはここのところ、きちんと目が覚めていた。いかんなあ。時間に縛られるのは日本人のよくない癖だ。

　俺は枕まくら元もとの時計を見た。午前六時四十五分。早い。俺の感覚では相当早い。そしてこういうときに限って、二度寝もしたくなかった。

　身体を起こし、机の上のハラキリトラを一いち瞥べつ。起きてるのか寝てるのか、まったく動かない。まあ、ぬいぐるみだしな。

　のたのた階段を下りる。俺は二階建ての一軒家に一人で暮らしている。もちろん俺が建てたわけではなくて、父親が三十年のローンと共に購入した。今は母親と一緒に遠方で働いている。建てたのに住めないなんて無駄じゃないかと思わないでもないが、転勤で給料が上がったらしいから、よかったんだろう。

　顔を洗って朝飯。さて、なにか買い置きがあっただろうか。

　パンを探したがない。確か二か月前の食パンにカビが生えたから、捨てたんだった。いくら梅雨を挟んだとはいえあれくらいでカビるとは、小麦粉のくせに根性のないやつだ。

　とすると、カレーしかない。

　俺おれの家にはカレーが飽きるほどある。というか、飽きた。水み琴ことが毎日のように作るものだから、気分はすっかりインド人だ。インドのカレーと日に本ほんのカレーは違うらしいが、知らん。

　冷凍庫からかちかちのカレーを取り出し、電子レンジで解凍。ご飯はないからルーだけで食べる。

　器にスプーンを突っ込んだところで、玄関から物音が響いた。

「ナツル、いるか！」

　いるもいないもない。返事をしようとしたら扉が開いた。

「じゃーん。あたし登場！」

　水琴であった。鍵かぎはきちんとかけているのだが、こいつは勝手に解錠する。もちろん鍵なんて渡してない。日本銀行の金庫室でも楽々開けちまうんじゃないのか。

　彼女はどたどた廊下を歩いて、リビングまで来た。

「いやー、暑いね」

　それくらい知ってるわい。こんな日にカレーを食べてる俺の身にもなれ。水琴は食べてる俺を覗のぞき込こんだ。

「お、食事中？」

「食事中だよ。なにしに来た」

「なーんだ。まだだったら、あたしが作ろうと思ったのに」

「いらねえよ。どうせカレーだろ」

「そうだよ。ナツル、カレー好きじゃん」

「そんなに食えるか！」

　そりゃカレーは好きだが、こう毎日食べさせられては飽きるというもんだ。俺は飽きるを通り越して涅ね槃はんへとたどりつこうとしている。悟りなんかとっくに開いたぜ。

　俺はカレールーを口に運んだ。

「水琴は朝飯食べたのかよ」

「食べたよ。五時に目が覚めたんだから」

「早いな、おい」

「それくらい早くないとさあ、ジャングルじゃ毒を持った虫が活動すんのよ」

　なんでジャングルの基準で活動すんだよ。

　こいつは小さいころから世界中を飛び回っている。おかげでしばしば高校生とは思えない行動をしていた。五時なんて練習狂いの部活動か、早朝マラソンの人間が起きる時間帯だぞ。

　水み琴ことは俺おれがなにも言わないのに、目の前の椅い子すに腰を下ろした。すっかり自分の家気取りだ。

「早く食べなよ」

「なんでお前が指示するんだよ」

「あたしはナツルの行動を見張る義務があんの」

「聞いたことねえ」

「幼なじみだからそうなんだよ」

　時々俺は、なんでこいつと幼なじみなんだろうと考えることがある。こんな爆弾みたいな女と行動を共にしてどんないいことがあったんだ。カレーか。

　じっと眺められながら食事をするのは不本意でもあるので、ルーを手早く口に運んだ。

　水琴はその動きを面白そうに見ている。こら、俺はどっかの珍獣か。

「ねえナツル。あんたさあ、前に会長とデートしたでしょう」

「してねえよ」

　俺は間髪入れずに返事をする。

「したわよ」

「一緒に水族館行っただけだ」

「それを世間じゃデートって言うのよ」

　会長というのは、俺が通っている星せい鐵てつ学院生徒会長三さん郷ごう雫しずくのことである。美人だがマネキンみたいな女で、俺とはどうも性格が合わない。

　俺は雫と水族館に行ったことがある。どうもそのことをデートと言うらしく、水琴はそのことを指摘しているのだ。しかしだな、当事者の片一方が「違う」と主張しているんだから、デートじゃなくていいと思うんだが。

「つまりね」

　水琴は続けた。

「会長とデートしたんだから、あんたはあたしともデートするべきだと思うのよ」

　なに言ってるんだ、この女。

　俺おれは彼女の頭がおかしくなったと思った。すぐにでも医者か坊主を呼ばなければ。

　だが水み琴ことの表情は、妙に真面目まじめである。

「なんで俺がお前とデートするんだよ」

「理由は言った通りよ。それに紅あか音ねちゃんとも内緒で泊まりに行こうとしたじゃない。残るはあたしよ」

「意味分かんねえよ」

「分かんなくてもいいのよ。あたしとデート。決定」

　なにこの強引さ。どこのファシズム国家だよ。

　朝っぱらからいきなり人の家に来て、デートとか言い出すのはストーカーに近いぞ。本気っぽいから始末に負えない。

「行くでしょ」

「学校か？」

「デートよ」

「学校のがましだ。沙さ倉くらさんが生徒会の補助をしている。会えるかもしれない」

「学校は明後日行くのよ。そうじゃなくて二人だけで出かけるの」

「なんで」

「デートだから」

「そうじゃなくて」

　俺はスプーンを置いた。どうでもいいがカレールーが熱い。温めすぎた。

「なんで俺なんだよ」

「いいじゃん」

「いくねえよ。別に俺じゃなくて、東ひがし田だとか誘えばいいだろ」

　クラスメートである東田は、水琴のことをよく知っている。よくっつっても幼なじみではなく、やつ一流の美少女調査によってである。

「やだよ。ナツルだからに決まってんじゃん」

「なんで決まるんだ」

「だって……」

　いきなり水琴はごにょごにょしだした。「すきだから……」とか言ってるような。鋤すきってなんだよ。農業する気か。

「とにかく！」

　いきなり水琴は大声を出し、俺は飲んでいた水を肺に入れそうになった。

「デートするのよ。分かった!?」

「うるせえな。いつだよ」

「今」

「今!?」

　俺おれは仰天した。今日どころか今である。せっかちな女だとは思っていたが、いくらなんでも性急すぎる。

「お前なあ。俺にも予定ってもんが」

「ナツルに予定なんかあるわけないでしょ。どうせ寝てるか録画したサッカー観てるだけなんだから」

　こいつ、なんで知ってんだ。実はＪリーグの試合を観にいくかとも考えていたのだが、今日は試合日ではない。

「なんでこんなに早いんだよ」

「早い方がいいのよ。そうなってんだから」

「意味分かんねえよ。朝っぱらから俺の家に来てなにを……」

「決まりね」

　まだ全部喋しやべっていないんだが、こいつの頭の中では決定事項らしい。

「今からデートよ。さあ支度して」

「食べ終わってねえぞ」

「もうすぐ終わんじゃん」

　まあそうなんだが。皿の中身はほとんど空。あと一口だ。

「デートの行き先はあたしが決めたから。さっさと出るわよ」

　遺跡の盗掘しに行くみたいな口調だ。

「こんなに早くから、どこだよ」

「そんなの決まってんじゃない」

　水み琴ことは断言した。

「カレーを食べによ」

　俺は確信した。こいつは間違いなくイカれている。




　カレーを食べにって、朝からどうするつもりだ。店は開いていない。俺が文句を言ったところ、水琴はさも「だからあんたは馬ば鹿かなのよ」と言いたげな表情をした。

「誰だれが近所って言ったのよ」

「どうするんだよ」

「電車乗るのよ。群ぐん馬ま県けんにおいしいカレーの店があるんだから」

「なんで群ぐん馬ままで行くんだよ！」

　いくらおいしいからって、そこまで遠出するのはどうかしている。そりゃ食道楽がうまいものを探しにとんでもない僻へき地ちに出向いたり、Ｂ級グルメ好きの人間がラーメンを食べ歩いたりはするが、俺おれはただの高校生だぞ。食べ歩きをブログで公表するタイプでもない。

　水み琴こともそのはずなんだが、こいつは行動力があるからやっかいだ。群馬までカレーを食べに行くってのも、いきなり思いついたに違いない。

　俺は強引に着替えさせられ、水琴に引っ張られるようにして電車に乗った。否も応もない。よっぽど駅で「警官呼んでくれ」と叫ぼうかと思ったくらいだ。

　車内は家族連れが多い。幸せそうで結構なことだ。この中でこれからカレーを食べに行くなんて、俺たちを除いたら一人もいないだろうな。

　隣の水琴はわくわくしている。まるでこれから盗掘に行くみたいだ。

「なんかさあ、ナツルとデートなんて久しぶりじゃない」

「なんで久しぶりなんだよ。したことあったか？」

「あったじゃん。小さいころに、二人で川まで遊びに行った」

「ありゃ、ただ歩いただけだろう」

「デートだよ。ちゃんと遊んだんだから」












「立ち入り禁止ってでっかく書いてあんのに、お前が引っ張り込んだんだぞ！　発泡スチロールにしがみついて泳ごうとか、自殺志願者じゃねえんだからよ。あそこ、下手したら東とう京きよう湾わんまで流されるんだからな」

「無事だったからいいじゃん」

「俺おれは死にかけたんだよ！」

　水み琴ことは渋い表情をした。

「大きい声出さないでよ。ほら、みんな変な顔で見てる」

「お前のせいだろうが……！」

　確かに車内の注目が、俺たちに集まりつつあった。ただ、困ったというよりは、どことなく微笑ましさがある。

　水琴は何な故ぜかそれが嬉うれしそうだ。

「ほらほら。あそこの家族連れが、あたしたちのこと、痴話喧げん嘩かだって言ってるよ」

「なんで分かるんだよ。電波でも受信したのか。アルミホイル耳に詰めとけ」

「あたし、ちょっとなら読心術できるから」

　こいつはたくましいな。日に本ほんの失業率がどれだけ高くなっても、困ることなんてなさそうだ。

「やばーい。あたしたち、カップルだと思われているね」

　そりゃそうだろうよ。電車内で男女が他た愛あいもないことで喧嘩してりゃ、確かにカップルだ。それくらい俺にだって理解できる。

　それにしても水琴は楽しそうだ。なあ、悩みとかないの？　俺は悩みしかねえぞ。

「あのさあ、あんた会長とデートしたじゃない」

「またそれかよ。俺は忘れたいんだから」

「さっさと忘れなさいよ。で、そのときなにしたの」

「お前の台詞せりふ、矛盾してるぞ」

「いいから。会長って、お弁当とか作ってきたんじゃないでしょうね」

「作ってたな」

　水琴の身体からだが一瞬硬くなる。なんかの病気か。

「……ど、どんなお弁当？」

「普通だよ」

　なにをもって普通なんだか俺にもいまいち分からないが、特別じゃあるまい。

「もしかして、カレー？」

「カレーじゃねえよ。カレーから離れろよ」

「おいしかった？」

「まあな」

「……あたしのカレーより？」

「カレーと比べるものじゃねえよ」

　どうやったらカレーと比べることになるんだ。せいぜい「どっちもうまい」「まあまあ」くらいしか意見がない。

「よかった。これでカレーを作られたら、あたし対抗できないじゃん」

「対抗してどうすんだよ」

「前に会長、カレーうどんを作ったことがあったからさあ。カレー料理も得意なのかと思った」

「苦手じゃなさそうだな」

　雫しずくはなんでもできる。料理も例外じゃなくて、恐らく和洋中華、全て完かん璧ぺきなはずだ。カレーなんか寝ながらでも作れるんじゃないのか。

「でもさ、なんでもできる女より、なにもできない女の方が可愛かわいくない？」

「変なこと言い出すやつだな」

「あたし、会長みたいに万能じゃないじゃん。だったらあたしの方が可愛いと思うんだ」

「病院行け。お前だってなんでもできるじゃねえか」

　こいつのサバイバル能力はもの凄すごい。雫とは違った意味で、万能性を発揮しているのである。できるできないで言えば、俺おれの方が下だ。

「やっぱりドジな方が、男は惚ほれるのかなあ」

「知らねえよ」

　と答えるしかない。水み琴ことはちらっと俺に目線をくれると、「むー」とか唸うなっていた。

「……あんた、会長とキスまでしたわよね」

「どうして悪夢を思い出させるんだ」

「そんなに楽しかったの？」

「悪夢だって言ってんだろ。あれはレイプの一種なんだよ」

　さすがにレイプのところは声を低くした。ここは電車の中だ。

「会長ばっかり先行っちゃって、やんなっちゃう」

「百メートル走の競走でもしてんのか」

「違うわよ。あー、なんでこんな馬ば鹿かのことで悩まなきゃならないんだろ」

　面と向かって人を馬鹿って言うな。小学生論理だと、馬鹿って言う方が馬鹿なんだぞ。

「キスかあ……うー」

「あんまり声を大きくすんなよ」

「一計を案じないと駄目か」

　水琴は城攻めを前にした軍師みたいな顔をしていた。

　そんなことやってるうちに群ぐん馬ま県けんだ。普通電車でゆっくり行ったせいで、昼を回っている。水み琴ことの計算通り……じゃないだろうな。行き当たりばったりで行動する女だ。

　それほど大きくない駅で降りる。地方都市のせいか、やはり空気が東とう京きようとは違った。

「こんなとこにカレー屋があるのかよ」

「いまどきカレーショップなんて、どこにだってあるわよ」

　軽けい蔑べつするように言いやがった。

「そういう意味じゃなくて、うまいカレーとやらがあるのかってことだよ」

「あたしを信じなさいよ」

「念のために聞くけど、どこで手に入れた情報なんだ」

「口コミね。十五年前においしいカレーを食べさせる店があったんだって」

「……その店、今もあるんだろうな」

「あんた、十五年前の情報信じるの？」

「お前が言い出したんだろうが！」

　駄目だこいつ。どういう頭の中してんだよ。なんで十五年も前の話を頼りに、群馬県まで出張しなきゃならないんだ。交通費だって自腹なんだぞ。

　水琴はちっとも困った顔をしていない。頼りがいがあるんだかないんだか。

「ナツル、あっち行こうあっち」

　北の方角を指さす。山しか見えねえぞ。

「なんかあるのか」

「ありそうね。あたしの勘が囁ささやいているわ」

「もっと根拠のあること言えよ」

「十五年前の情報によれば、あっちらしいわ」

　どこまで本当なんだか。

　とはいえ他に当てがあるわけでもなく、俺おれたちはそっちへ歩いていくことになった。

　水琴は楽しそう。こいつは見知らぬ土地が大好きなのだ。でなけりゃほいほい海外へ行ったりはしない。しかも行き当たりばったりで、土産まで持って帰ってくるんだから恐れ入る。

　大通りっぽいところを歩いた。観光客向けらしき店が点在している。あまり賑にぎわっているように見えないのは、ベッドタウンとしても機能しているからだろうか。

「いやー、ナツル。近づいてきたわね。カレーの匂においがするよ」

　俺おれはまったく感じない。こいつは犬並の鼻を持ってるのか。

「カレーの匂いとやらは、どこからするんだよ」

「あっち」

　道路の先だ。本当かよ。

「あっちあっち。あの店」

　水み琴ことは俺の腕を摑つかんで引きずった。面倒なので抵抗はせずに従う。こういうときは諦あきらめるに限る。

　立ち止まったのは、紫色の暖の簾れんの前だった。

「ここだね。一流のカレーがある」

「あのな」

　俺は水琴の手を振り払った。

「なによ。あたしの野生の勘を信じないの」

「ここ、和菓子屋じゃねーか！」

　たまらず俺は大声を出す。暖簾には「和泉いずみ屋や」と書かれており、ガラス扉に「水みず羊よう羹かんあります」との張り紙がしてあった。どこからどう見ても和菓子専門店である。

「中に椅い子すとテーブルがあるよ。食べられるじゃん」

「だから、和菓子食べる席だろうが」

「世の中にカレーを食べられない場所なんてないのよ。ここが名店。決まり」

「お前が決めることじゃないだろう」

　だが水琴は俺の意見を全く聞かず、ガラス扉を開けた。

「たのもー」

「道場破りか！」

　こいつはずかずか入っていく。殴られても文句言えんぞ。

　店内はウィンドーケースが置いてあり、中に和菓子が並んでいる。あとはポスターがいくつかと、店内喫茶用のスペース。カレーのカの字もない。

　奥から人が出てくる気配。

「いらっしゃいませ……おや」

「げっ！」

　と叫んだのは水琴ではなく俺。出てきたのはなんと、会計さんだったのだ。

　彼女は女子部二年四組の会計責任者。通称会計さんである。どことなく暗いのだが、金勘定に関しては天下一品。まるで二重帳簿をつけている税理士である。

　二年四組は女になった俺が所属するクラスなんだが、なんでその彼女がここにいるんだ。

　会計さんはぺこりと頭を下げる。

「これは男子部の瀬せ能のうさん。わざわざこんなところまで」

　俺おれは前にメイドのバイトをしたことがあって、そのとき男の姿で挨あい拶さつをしたことがある。だから知っていても不思議ではない。

　しかし、わざわざ訪れたわけじゃないのに、どうして巡りあうのか。

「なんで……ここに？」

「親しん戚せきの家です。遊びに来たついでにバイトをしているわけでして」

　そりゃ知らなかった。それにしても、こんなところで出会うなんて、何万分の一の確率だよ。

「そちらは……近こん堂どうさんですね」

「そうだけど……」

　なんで知ってんだと思い、あとで水み琴ことに聞いてみたところ「あたしのことを知らない女子生徒はいない」と豪語しやがった。無駄に顔の広い女だ。

「食べに来たの」

　と水琴は言った。間違ってはいない。

「ここの名物だって聞いたから……むぐ」

　俺は急いでこのバカ女の口を塞ふさいだ。

「余計なこと言うな。誰だれが見たって和菓子屋だろうが」

「なにすんのよ。知ってる人だからって、そんなに恥ずかしい？」

「知ってるから恥ずかしいんだよ」

　カレー食べに来ました、なんて言ったら恥ずかしいだろうが。会計さんが爆笑するようには見えないが、他人に言いふらすに決まっている。あるいは強ゆ請すって金に換えようとするとか。どっちにせよ、災いしか待っていない。

　会計さんは小首を傾かしげていた。

「この店の名物ですか？」

「いや、ないならいいんだ」

　俺はそれ以上聞かれる前に、ないと決めつけた。

「水琴のやつ、暑さで頭がおかしくなったんだ。前からおかしかったんだけど、そろそろ入院させるつもりだったから。見舞いは来なくていい……痛っ」

　水琴が手に嚙かみついた。ヘビか。

「勝手なこと言わないでよ」

　彼女は俺おれの手を振りほどき、睨にらんだ。そして会計さんに、

「名物あるでしょ。カレー」

　ついに言いやがった。あるか馬ば鹿か。

　だが会計さんはあっさりうなずいた。

「よく知ってますね。ありますよ、カレーライス」

「げ」

　これは当然俺。

　水み琴ことはしてやったりの、勝利者の顔だった。

「ほらみなさい。あたしの情報と勘は当たるのよ」

　反論できないのが悔しい。

　俺と水琴は、店の奥にあるテーブルに案内された。他には誰だれもいない。流は行やっているのかいないのか分からんな。

「一応流行っていますね」

　と会計さんが言う。

「和菓子はなかなかの味ですから。それに隠しメニューがありますし」

「……隠しメニューって、カレー？」

「そうです」

　違ったらいいなと思ったが、そうはいかなかった。

　会計さんは注文も聞かずに奥へ引っ込んだ。カレーだと信じている模様。確かに当たりなんだが。

　俺はうんざりした。朝飯がまだ消化しきっていないんだ。

「ナツル、もっと楽しそうにしなさいよ。せっかく名物を食べに来たんだから」

「俺は朝もカレーだったんだよ」

「あんたの家の朝食なんか知らないわよ」

「見てただろ！　ありゃお前が作ったんだ！」

「なんで人のせいにするのかなあ」

「お前のせいなんだよ！」

　俺の激げつ昂こうを、こいつは完全にスルーしている。蛙かえるの面に水というか、神妙にするという神経が存在しないんだろうか。

　なんかもう怒る気もしない。今すぐ隕いん石せきとか落ちて、この店を破壊しないだろうか。そうしたら俺もただではすまないが、この際我慢する。

　奥ではごとごと音がする。しばらくして、カレーの匂においが漂ってきた。

　鼻をひくひくさせる水み琴こと。

「こりゃかなり凝ったスパイスだね」

「お前、腹に入ればなんでも同じって言ったことなかったか」

「腹に入る前だから分かるのよ」

　屁へ理り屈くつに番付があったら、こいつは横綱級だ。

　会計さんはまだ出て来ない。作るのに時間がかかりそうだ。名物ってのはこうやってじらすのか。

　ガラス扉が開いた。別の客が来たらしい。やっぱり噂うわさを聞きつけて、なんだろうか。

「おや瀬せ能のうさん」

「あ、男のナツルたんだー」

　俺おれは跳び上がるかと思った。入ってきたのは、委員長さんと副委員長さんだったのである。

　どちらも女子部二年四組で、眼鏡をかけているのが委員長さん、一升瓶ぶら下げさせたら似合うのが副委員長さんである。なんで群ぐん馬まにいるんだ。

「近こん堂どうさんまで。これはこれは」

　委員長さんが近寄ってくる。やはり水琴のことを知っていた。

「お二人で旅行ですか」

「なに、カレーを食べに来たの」

　そんなに有名なのか。ここのカレーは。

　水琴は大げさなくらいうなずく。

「そー。ここのカレーは、一度は食べなきゃと思って」

「でしょうね」

　委員長さんが同意した。

「この店のカレーライスは幻とまで言われてますから、カレー好きなら一度は口にしたいと思っているくらいです」

　なにこの詳しさ。俺は恐るべきカレーの世界を垣かい間ま見みているぞ。

「委員長さん、水琴と同じカレーマニアなの？」

「は？　それほどカレーは好物ではありませんけど」

　不思議な顔をしやがった。どうなってんだ。

　委員長さんと副委員長さんは、俺たちの後ろの席に座った。そこに会計さんが顔を出す。

「おやお帰りなさい」

　ただいま、と二人は返事。なんでも会計さんが親しん戚せきの家に行くというので、遊びがてらついてきたらしい。

「二人もカレーでいいですか」

「構いません」

「早くちょうだい。お腹なか空いたー」

　好物なのか違うのか、どっちなんだよ。

　それからもう少し待って、ようやくカレーが運ばれてきた。インド料理店にあるようなライスとルーが分かれているものではなく、サービスエリアの食堂みたいに一緒になっている。水にスプーンが突っ込んであるところが、なんというか古い。

「お、これはおいしそう」

　水み琴ことが目を輝かす。そうは見えんぞ。

　俺おれはスプーンを取って、カレーをすくった。見れば見るほどなんの変哲もないカレーライス。色も艶つやもカレーそのものだ。目立った特徴ゼロ。

　水琴はさっそくがっついていた。

「……おいしい！」

　大げさなくらい喜んでいる。会計さんが頭を下げた。

「それはありがとうございます」

「さすが名物。いやー、カレーは和菓子屋に限るね」

　そんな馬ば鹿かな。俺は確かめようと思って、口に運んだ。

「……」

　普通である。どんなに味わってもただのカレーだ。自宅で食べているのとなにも変わりない。まずくはないが、騒ぐほどおいしくもない。これ食べて大喜びするには、演技力が必要だぞ。

　それでも水琴はばくばく食べている。

「最高。さすが。ナツル、あんたも分かるでしょ」

「え……」

「ちょっと」

　水琴が渋い表情をする。

「あんたが味音痴なのは知ってたけど、これなら分かるでしょう」

「どこが……？」

「そこらのカレーと全然違うじゃない」

　え、そうなの？

　後ろでは委員長さんと副委員長さんが「ここのカレーはいつ食べても美味ですね」「幸せー」などと言っている。もしかして、味が分からないのって俺おれだけなのか。

「そもそもこの店のカレーライスは、隠れた名産として名高いものです」

　会計さんが説明した。名産って隠れることがあるのか。今知った。

「戦後まもなく和菓子店として開店し、それから和菓子づくりに専念する傍ら、カレーの販売も手がけることになりました」

「専念してないような……」

「静かに聞いてください。和菓子の評判はまあまあでしたが、カレーライスは一部好こう事ず家かに愛され、以来カレーファンの隠れた聖地として愛されるようになったのです」

「じゃあ和菓子屋をやる必要ないんじゃねえの」

「ここのカレーを愛する人は少ないものですから」

　その愛する人って、ここにいる俺を除いた三人ではなかろうか。

　ともかく、会計さんの言ってることに噓うそはなさそうだ。ま、噓でも本当でも、俺の人生には一ミリも関係ないことではある。興奮するのは水み琴ことだけでいいよ。

　とにかく、俺は皿の中身を片付けようと頑張った。カレーばかりで胸やけしそうだが、残すのもあれだ。

「ところで……」

　後ろから委員長さんの声。

「お二人は、なんでここまで？」

　ぎく。お二人ってのは、当然俺と水琴である。さて、なんと答えるべきか。

「デートよ」

　なにか言う前に、水琴が答えた。こらっ。

「ほほう」

　委員長さんの眼鏡の奥が、怪しい輝きを発する。

「男子部の瀬せ能のうさんと近こん堂どうさんは、そこまで親しい仲だったんですか」

「あー、いいつけちゃうぞー」

　副委員長さんがにやにやした。

「確かさー、男のナツルたんって、女のナツルたんに惚ほれられているんじゃなかった？」

「……そんなことは」

　確かにそういう噂うわさもあるんだが、認めるわけにはいかない。だって女のナツルって俺なんだもん。

「さらにわたしの情報によると」

　委員長さんが眼鏡をくいっと上げた。

「最近生徒会長に彼氏ができたとか」

「あ、それ初耳」

　と副委員長さん。委員長さんは不敵に笑う。

「沙さ倉くらさんが友人にメールで『雫しずくちゃんに彼氏ができた』と教えているそうです。誰だれかははっきり書いていないのですが……」

「えー、もしかして」

　副委員長さんが好奇心丸出しの目で、俺おれを見つめた。

　俺は文字通り泡を食った。カレー食べたってのに、泡だよ。なんでこの連中までそんなこと知ってんだ。

「違う！」

　とりあえず俺は主張した。

「生徒会長みたいな優秀な人が、俺のような男と付き合うわけないだろ。もっと頭のいい大学生か、外資系のサラリーマンのはずだ」

「まあそうなんですが」

　委員長さんは俺の言い訳をあまり聞いてくれない。

「ああいう人こそ、ゲテモノ食いかもしれません。瀬せ能のうさんでも案外……」

「俺はゲテモノなのかよ！」

　とりあえず怒ったふりだ。なんとしてもこの話題から逃げなければ。

　委員長さんはアホの頭領東ひがし田だと仲がいい。万が一認めてしまったら、即座に男子部まで情報が流れてしまう。そうしたら男子部に巣くう「三さん郷ごう雫しずく様に罵ののしられる会」から刺客が飛んでくるだろう。東田に懇願して情報を流さないよう頼むこともできるが、あいつが俺との友情を優先するとは考えられない。俺だって東田の弱点を知ったら、喜んで言いふらす。

　ここはなんとしても食い止めなければならんのだ。俺の命がかかっている。

「だから俺と会長はなにもないって」

「どうやって信じろと」

「会長と俺は全然接点ないから。本当」

　副委員長さんは首を傾かしげていた。

「んー、でも前に、一年の西にし乃のちゃんが会長が男のナツルたんと一緒にいるところを見たって言ってた」

「……ますみちゃんのデマだから」

　実は本当。よく覚えているな。侮れない女たちだ。

　俺が言い訳をしている最中、水み琴ことは仏頂面でこっちを眺めていた。

「……確かに、会長とナツルは付き合ってないけど」

　水琴が言う。おお、助け船を出してくれるとは。役立たずの幼なじみだと思っていたが訂正するぞ。幼なじみ万歳。

　委員長さんの視線の方向が変わる。

「では誰だれと付き合っているのです？」

　だからどうしてそんな話になるんだよ。

「もちろんナツルは付き合っている人がいるわ。でもそれは、会長じゃないわよ」

　水み琴ことはなんだか決意を秘めたような表情だ。どこか変だぞ。

「……誰です。女の瀬せ能のうさんですか」

「惜しい」

「どなたですか」

「あたしよ」

　俺おれはぶっ飛んだ。惜しくねえよ。ていうか、なんだよそれは。

　水琴はちょっと顔が赤くなっていた。こっちは赤いどころじゃない。心臓がひっくり返るかと思った。












「ナ……ナツルは、幼なじみのあたしと付き合うことにしたのよ。群ぐん馬ままで来たのも、デートなんだから」

「ほう」

　委員長さんは感心していた。俺は死にそう。

　なんで水み琴ことはこんなことを言い出したんだ。いくら俺おれを助けるためとはいえ、極端すぎやしないか。もしかしてさらなる窮地に追い込むための陰謀か。幼なじみというのは、ここまで残酷だったとは。幼なじみ反対。世界から追放しよう。

　俺の脳内では世界的な反幼なじみデモがはじまっていたが、現実は和菓子屋の中での騒動である。

「確かにわざわざ群ぐん馬ま県けんまでカレーを食べに来るのは、普通の関係ではありませんね」

　これは会計さんである。反論しにくいのはカレーの仕業か。

「男の瀬せ能のうさんは、なかなかモテるみたいですね」

「そんなことねえよ」

　一応反論。

「ですが、よく図書館で美み嶋しまさんと話をしているところを見られています」

　俺は絶句。そりゃそうなんだが、どこからそんな情報を引っ張ってくるんだ。

「なのに瀬能さんが近こん堂どうさんと付き合うというのは……」

「俺が不誠実みたいじゃねえか」

「誠実なんですか？」

　真顔で言わないでもらえるか。そもそも水琴が言ったことすら、口から出任せだっての。

　しかし水琴には、出任せという単語が存在しないらしい。息を吐くように出任せ言うくせに。

「あたしはそんなナツルでもいいの」

　妙に神妙な口調だった。

「ナツルが過去にどんな浮気をしていても、あたしは耐えるわ。今のナツルのままでいて欲しいから」

　目を伏せる真ま似ねまでしやがる。こいつは演技力が凄すごくて、ジャングルの奥地で暮らす先住民相手に「神の使者」を名乗ったことがあった。その堂々たる態度に村むら長おさ以下が平伏し、以後案内人に困ることはなかったそうな。なんで知ってるかというと、自慢げに話してきたから。

　案の定、委員長さんたちは引っかかった。いや、あえて引っかかったのかもしれない。

「それは素晴らしいです」

　委員長さんは拍手をする真似。

「近こん堂どうさんは瀬せ能のうさんとこれからも付き合うんですね。分かりました。協力しましょう」

「なんだよ、協力って」

　俺は文句をつけた。話が変な方向に進みつつある。

「協力とは協力です。具体的にはスピーカーで全校生徒に知らせるとか、ビラを撒まいて後戻りが利かなくなるようにするとか」

「おい！」

　ひでえ話だ。それじゃ本当に俺おれが水み琴ことと付き合うハメになるじゃねえか。俺が付き合いたい人は、まず沙さ倉くら楓かえでさんであり、他にはいないのだ。人の純情を踏みにじる気か。

　委員長さんたちは、そんな俺の抗議も聞きゃあしない。

「そういうことでいいですか、近堂さん」

「いいわよ」

　水琴はあっさり首肯する。

「ではさっそくですが」

　会計さんが電卓を取り出した。この娘こは常備している。キーを叩たたいた。

「宣伝費としてこれくらいはいかがでしょう」

「えー、高いわよ。これくらいにまけて」

　水琴が横から手を出した。

「それでは足が出ます。これくらいはいただかないと」

「せっかく群ぐん馬ままで食べに来たんだから。帰ったら、ここのカレーを宣伝するわよ」

「親しん戚せきの家で私の懐にはそれほど影響がないので……これでどうでしょう」

「この数字は譲れないわ。その代わり、シリアで出土した古いコインをつけるわよ」

「商売上手ですね。ではこれで」

　双方納得いく結果になったらしい。俺だけが除のけ者ものだ。

「ナツル、話はすんだわよ」

「俺はすんだもなにもねえよ」

「瀬能さんと近堂さんが付き合うことになったと、わたしたちが宣伝するのです。少しは喜んだらどうでしょうか」

　委員長さんが言う。なんで喜ぶんだよ。どうして俺と水琴が付き合わなきゃならんのだ。

　確かに水琴は可愛かわいい女である。とりたてて美人ではないが、それはきっと年齢によるもので、あと五年もすればかなり見栄えがするようになっているに違いない。

　だがそれとこれとは話が別。幼なじみだけあって、まるでその気になれないのだ。水琴が海外に行っていたから会うこと自体は久しぶりなのに、距離感が近すぎる。小さいころの体験が強烈すぎるせいだ。思い出すのはヘビとかクモとか青虫とか。なんで俺おれの背中にばかり入れようとしたんだ。

　肝心の水み琴ことはどうなんだ。嬉うれしそうにも見える。

「協力しなさいよ」

　彼女は小声で言った。

「あんたとあたしが付き合っているって噂うわさが流れれば、いいことがあるわ」

「あんのかよ」

「会長と付き合ってるって噂を否定できるじゃない」

「俺は、沙さ倉くらさんと付き合っているって噂が欲しいんだが」

「馬ば鹿かじゃないの。そんな噂は百年たったって流れないわよ」

　事実なところが、むしろ腹立たしい。

　しかし水琴は本当に、会長との噂を否定するためにあんなことを言い出したんだろうか。だとしたらありがたいのは事実。

「ではお話もすんだところで、お仕事です」

　皿を片付けながら会計さんが言う。なんだ仕事って。

「実はこの店のカレーを、もっと宣伝することになりまして」

「隠れた名物でいいじゃねえか」

「今まではかなり隠れていましたから、これからはそこそこ隠れたものにします。そこで店とカレーを強調したポスターを撮影することになったのですが、そのモデルをお二人に」

「はあ!?」

　なんだよポスターって。もしかしたら、俺と水琴が作り笑いをしてカメラに収まるのか。

「瀬せ能のうさんと近こん堂どうさんが作り笑いをしてカメラに収まるのです」

　会計さんは俺の想像と寸分違わぬ台詞せりふを口にした。

「なんでそんなことすんだ。本職のモデル雇えよ」

「そんなお金はありません」

「じゃあ、俺はただ働きか」

「瀬能さんだけではなく、近堂さんもただです」

「ただ働きが増えただけじゃねえか」

「あ、間違えました。これは先ほどの取り引きに含まれていますから、近堂さんはただ働きではないですね」

「だから、なんでやんだよ！」

「宣伝です」

　駄目だ、話を聞いてくれない。

　会計さんも委員長さんも、もちろん副委員長さんも、本当は理解しているくせにとぼけるのが実にうまい。話しているうちになにが問題点か分からなくなってくる。こうやって他人を煙けむに巻く手段ってのは、どこかでセミナーでもやっているんだろうか。

　水み琴ことは平然としている。なんてやつだ。もしかしたら、お前から持ち出したんじゃないだろうな。

「じゃあ外に出てください」

　会計さんが急かした。

「すぐに撮影をはじめます」

　カレー反対。和菓子も。そんな気分になったって、誰だれも俺おれを責めることはできないだろう。




　仕方ないので俺はトイレを借り、気分を落ち着けた。戻ってみると、水琴と委員長さんたちがひそひそ話をしているのだが、なにやってんだ。

　そして外へ。和菓子屋からしばらく歩くと、整地されていない丘になった。こんな感じの場所があちこちに点在していて、そのうちの一つを勝手に使うらしい。

　宣伝なんだから和泉いずみ屋や和菓子店の人が来るかと思ったがそんなこともなく、会計さんと委員長さんと副委員長さんのみ。どうもこの三人、宣伝費と称し、和菓子屋から相当な額を受け取っている気がするのだが。

　委員長さんはカメラを持っており、会計さんはそば屋の岡おか持もちみたいなものを下げていた。副委員長さんは「頑張れ」と書かれたフラッグ。なんの意味があるんだ。甲こう子し園えんに行くんじゃないんだぞ。

「でははじめます」

　会計さんが合図をする。俺と水琴は、粗末なベンチに座らされた。そして岡持の中からカレーが取り出され、渡された。

「合図と共に食べてください。おいしそうに」

「またカレーかよ」

「カレーの宣伝ですから。ポスターには、若きカップルがカレーによって真実の愛を取り戻したとの惹じやつ句くが入ります」

「いまどきそんなんじゃ、誰も心引かれねえぞ」

「和菓子屋なんですからそれでいいんです」

　ひょっとしたら会計さんは、親しん戚せきが嫌いなんじゃないだろうか。

　ともかく、俺おれたちにはスプーンも渡される。また食うのかよ。Ｂ級グルメ、たとえばラーメンマニアになると何食食べようが平気らしいが、こっちはただの高校生だ。カレーもラーメンも、続けて食べるほど好きじゃない。

　とにかく食え食えうるさいので、口に入れた。あー、地味な味。

　隣の水み琴ことはぱくぱく食べている。さっき食ったはずなのに、お前の胃袋は底なしか。

「結構食べられるよ」

　水琴は当然みたいな言い方をする。

「おいしいじゃん。あたしはまだいけるね」

　こっちはもういけねえよ。頭のてっぺんからつま先まで、カレーだらけだ。

　委員長さんがカメラのシャッターを押す。きっとこれが、青空をバックにしたポスターになるんだろう。完成しても見る気になれんな。副委員長さんは「もっと笑って」とか「カレーを手にＶサイン」とか役に立たないアドバイスを送っている。

　ふう。ようやく食べ終わった。こんだけ食ってこんだけ撮れば、もういいだろう。

「はいおかわり」

　会計さんがまた新しい皿を出した。

「おい、まだあんのか！」

「写真が失敗している可能性もあります。何種類も撮るのは常識です」

　本当か。俺は写真について詳しくないけど、でまかせなんじゃないだろうな。

　半分冷めたカレーが、俺の視界を塞ふさぐ。なんか吐き気がしてきた。

　隣の水琴は呆あきれていた。

「ナツル、ちゃんと食べなよ。失礼だよ」

「なんでお前は平然としてるんだよ」

「カレーならいくらだって食べられるじゃない」

「胃袋の大きさってもんがあるんだよ。お前こそどうしてこんなに食べられるんだ」

「砂漠の中で密輸組織から逃げ回っていると、食べられるときにいくらでも食べなきゃならないって気になんの。それと同じ」

　同じなものか。密輸組織なんかどこにもいねえぞ。

「はい、食べてくださーい」

　副委員長さんが合図。なんかこの三人って、役割分担ができてるよな。

　俺はこみ上げてくるものをこらえながら口に運んだ。水琴は相変らずうまそうに食う。

「駄目だよナツルたん。もっと笑って」

「写真を撮る方も撮りがいがありません」

　勝手なことばかり言うよな。腹がもたねえっての。

　もう本当に我慢して、ようやく最後まで食べきった。

「はい次」

　また新しいカレーが出てきた。いくつ入ってんだ。その岡おか持もちはドラえもんの四次元ポケットか。

「いただきまーす」

　水み琴ことはまだ食うつもりだ。どうなってんだ。

「瀬せ能のうさんは食べないんですか」

　委員長の言葉にも、反論する気力がない。

「食べようとすると、カレーがせり上がってくる」

「吐かないでください。もったいないです」

　俺おれは大食い選手権の出場者じゃないんだ。これで食べられたら化物だ。そして隣にはその化物がいる。

「まだおかわりありますよ」

　会計さんが言う。いらん。

「なによ、ちゃんと食べなさいよ」

　水琴はカレーを頰ほお張ばりながら喋しやべっていた。こいつの身体からだを見ても、腹がパンパンになったようには見えない。一体どういう構造なんだろう。

「だから、食えねえの」

「カレーくらい全部食べなよ」

「無茶言うな。お前と一緒にしないでくれ」

「せっかくのデートを台無しにするつもり？」

「カレーまみれにさせているのはお前だろう！」

　こいつのカレー好きのせいで、俺はキレンジャーみたいになっているのだ。どうしてくれる。

　そんな俺たちを、委員長さんたちがじっくり眺めていた。

「……ずいぶんと仲がよろしいようですね」

「うんうん。すごく親しそうだよね」

　委員長さんと副委員長さんが、互いにうなずきあっている。

「そんなことねえよ」

　俺は即座に否定。

「むしろ悪い方だと思っているんだ」

「しかし、普通はカレーぐらいでこんなに遠出はしません。やはり瀬せ能のうさんと近こん堂どうさんは普通の仲ではないような」

「付き合ってるって、ほんとみたいだねー」

「このことは金になるかもしれません」

　一番最後は会計さんだ。なんでこの三人はろくなことを言わないのか。

「あのな」

　俺おれは誤解を解こうと、ゆっくり喋しやべった。

「どう考えても、俺と水み琴ことは付き合ってないぞ」

「付き合ってますね」

　と委員長さん。なんだか断定的になってきたんだが。

「だから、どうしてそうなる」

「それはまあ、もらうものをもらいましたから」

「なに？」

「いえなんでも。ともあれ、近こん堂どうさんと付き合っているということでいいでしょう。どんな不都合があるのです」

「そりゃま……」

　沙さ倉くらさんへの愛が貫けなくなってしまうからだが、ここで喋っていいものかな。俺が沙倉さんを狙ねらっていることは、女子部にも知られていただろうか。

「ならば問題ないと思います」

「……あ、もしかしたら、女のナツルたんのことー？」

　副委員長さんが、いきなり言い出した。

「女のナツルたんって、男のナツルたんが好きだったよね。だから遠慮してんの？」

　それが一番ない。俺が俺を好きになってどうする。ナルシストの中でも相当キツイぞ。

　委員長も、なるほどといった表情だった。

「あの娘こは美人ですから、近堂さんにとってはなかなかのライバルですね」

「あたしは気にしてないよ」

　と水琴。そりゃそうだろうとも。

「女のナツルが相手なら与くみしやすいもんね」

「ほお。なかなかの自信ですね」

「まあね……ところで」

　水琴が何な故ぜか、こほんと咳せき払ばらい。いきなり委員長さんはカメラを下ろした。

「ちょっと、わたしたちは席を外します」

「なんで？」

　突然のことで俺は疑問を発してしまった。副委員長さんはフラッグを置き、会計さんは岡おか持もちの蓋ふたを閉めた。

「向こうにいますから、どうぞごゆっくり」

「はあ？　なにが……」

「では」

　三人は、さっさと行ってしまった。

　俺おれと水み琴ことは二人だけになった。

　水琴はまだ食べている。俺は箸はしというかスプーンが進まない。

「さっさと食べなよ」

「うるせえな。カレーばっかで死にそうだ」

　俺は後ろを向いた。委員長さんたちの姿が小さくなっている。

「なんであっちに行っちまったんだ？」

「いいからこっち向きなさいよ」

　強引に元に戻される。いいけどさ。

　風が吹いていた。風がないと、暑くて死んでしまうから、ちょうどいい。

「食べないと、カレーが傷むよ」

「分かってるよ……なんだって、こんなにカレーばかり」

　今日だけでどれだけカレーカレーと言い続けただろう。カレーの神様は、俺になんの怨うらみがあるんだ。

　水琴はもう食べ終わった。早いよ。

「……あんたさ、カレー好き？」

「好きだけど今は嫌いだな。ていうか、なんで水琴は俺にカレーを押しつけるんだよ」

「あたし、あんまり料理得意じゃないから。カレーとラーメンなら得意」

「変なことを」

「だって……会長は得意なんでしょ」

「そりゃあの女は、なんでもできるからな」

　ああいう完かん璧ぺき超人は星せい鐵てつ学院ではなく、もっと国家のために働くべきだと思うのだ。紛争地域に一人でパラシュート降下するとか。そうすれば俺は悩まされずにすむ。

「だからさあ……あたしが有利にならないから、せめてナツルがカレー好きなら、料理の差は埋まるじゃない」

　ぶつぶつ言ってる。いつもはそうじゃないのに、はっきりしない女だな。

「差ってなんだよ。身長か？」

「馬ば鹿か。あたしと会長の差じゃん」

　水み琴ことは驚くほど真剣な目でこっちを見つめていた。俺おれはスプーンを咥くわえたままという間抜けな姿でたじろぐ。

「差なんかあるのか……？」

「あんの。会長はなんでもできて美人でモデルみたいじゃん。そこへ行くとあたしはあんたの幼なじみなだけでしょう。どうすんのよ」

「知らないよ」

　訳の分からないこと言うな。なにをどうしろってんだ。

　水琴はにじり寄った。

「せめて、こうやってカレーを口実にしてデートに誘わないと、会長に取られちゃうのよ」

「そんなこと言われても……」

「だからさ」

　水琴がすぐ前まで迫っていた。

「キスして」

「……え？」

「もう。何度も言わせないでよ。キスして」

　水琴の顔はほんのりと上気していた。暑いから……なんだろうか。

　俺は自分の顔がどうなっているか分からない。ただいきなり「キスして」なんて言われたせいで、パニックになっているのは確実だ。

　目をきょろきょろさせる。とりあえずスプーンは口から離した。

「いや……お前、それは……」

「それくらいしてよ……早く」

「早くって……幼なじみって、こういうもんだったか？」

「じれったいなあ」

　水琴の口が接近する。あっと思った瞬間、俺の唇と重なった。

「……んぐ」

　数秒ののち、水琴は離れる。彼女は茶目っ気たっぷりの表情だった。

「カレー味だね」

「なにを……」

　するんだと言おうとしたら、いきなりシャッター音がした。

　慌てて振り返ると、至近距離で委員長さんがカメラを構えている。すぐ後ろに副委員長さんと会計さんが、秘密を見つけた子供みたいに笑っていた。

　副委員長さんが、三人を代表して言った。

「みーちゃった」

「お、おい！」

「ばっちり写真にも収めました」

　と委員長さん。

「これは重要な証拠となります。瀬せ能のうさんと近こん堂どうさんが付き合ってることは、いつでも学校中に知らせることができるでしょう」

「待ってくれ！」

　それは色んな意味でヤバイ。星せい鐵てつは男女交際に厳しく、男子部と女子部の生徒が付き合ってるなんてことになったら、圧力がかかる。他にも東ひがし田だたちに知られたらどうしようとか、生徒会にバレたら大変だとか。

「別にいいじゃん」

　水み琴ことが平然と言う。

「あたしとナツルが付き合えば」

「よかねえよ！　俺おれたちは幼なじみだぞ!?」

「だから付き合うんだって」

　なんでこいつはこうまで落ち着いているのだ。写真を撮られたというのに。

　目の前では委員長さんがカメラのチェックをしている。よく見たらデジカメだ。俺の希望とは裏腹に、ちゃんと撮れているらしい。

「ではこれはポスターにします」

「やめてくれ！」

「ま、ポスターはないとしても、画像データはわたしたちの手の中にありますから。今後の活動に気をつけてください」

「脅迫するつもりか!?」

「人聞きの悪い。むしろお願いです」

　そんなお願いがあるものか。脅迫でなけりゃ恫どう喝かつだ。

　水琴はそんな三人に、ひらひらと手を振った。

「あたしにもデータちょうだいね」

「分かりました。ではあとで」

　委員長さんが答える。会計さんは俺と水琴の手からカレーの皿を回収した。

「私たちは先に帰ります。店はもう閉めますから」

「ナツルたん、また学校でね」

　俺おれがあまりのことに啞あ然ぜんとしているうちに、三人はさっさと丘を下っていった。

　しばらく呆ぼう然ぜんとした時間が続く。といっても実際は数十秒だろうが。

「見られちゃったね」

　水み琴ことの台詞せりふで我に返った。

「こら！　お前なにを吞のん気きに……」

「仕方ないじゃん。見られたものは」

　まったく動じたところがない。神経が太い方だとは思っていたが、ここまでとは。

　俺はさらに文句を言おうとし、気づいた。

「……なあ。お前、写真撮られること知ってたなんてこと、ないよな」

「どうして？」

「へっちゃらって顔してるからだよ。俺がトイレから戻ってきたとき、なにか話していただろ。こうやって既成事実を作るために、委員長さんたちに握らせていたなんてこと……」

「ナツル、頭いいね」

　水琴は感心していた。この女。やっぱり仕組んでいやがったのか。まったく悪びれた様子がない。

「だってナツル、全然あたしのこと見てくれないんだもん。会長とキスしちゃうし」

「だからあれはレイプだって……」

「あたしがキスしたっていいじゃん」

「よくねえよ」

「あたし、ファーストキスだったんだよ」

　ぐっと言葉が詰まる。俺はファーストキスを会長に奪われたんだが、女の子から言われるとやはり違った意味を持つ。

「それは……まあ……」

「もう一度して」

　なにか言い返す前に、水琴が接近してまた口を塞ふさがれた。

「……むぐ、むぐ」

「……へへ」

　今度は、ゆっくり離れた。

「これでちょっとは、会長に近づけた？」

　どういうわけか、この時の水琴の表情が、無茶苦茶可愛かわいく見えた。

「……分かるかよ」

　俺おれはそっぽを向いてごまかすしかなかった。












第二章







「ぐえー、気持ち悪い」

　俺おれは自室に大の字になって寝ころんだ。胃からカレーが逆流してきそうだった。

　時刻は七時を回っている。夏場だが外はさすがに暗い。勘違いした蟬せみがまだ鳴いているが、そんなことどうでもよかった。

　今日は朝から水み琴ことに群ぐん馬ままで連れて行かれた。そこでカレーを食べさせられ、あとはご存じの通り。もう身体からだの中はカレーだらけになっており、水一滴入る隙すき間まもなかった。

「死ぬ。カレー臭い。もう駄目だ。生まれ変わったらきっとインド人だ」

「なにを騒いでいるんですか」

　机の上から、先代のしずかちゃん声がする。

　アイパッチをしたトラのぬいぐるみが喋しやべっていた。臓物アニマルシリーズのハラキリトラである。

　臓物アニマルシリーズってのは、どこぞの玩具おもちやメーカーが一山当てようとして開発したファンシーグッズだ。もっともファンシーだなんて思っているやつは、当のメーカーにだっていないはず。だって腹から内臓がはみ出ているんだぜ。おもちゃの歴史で有名なＷＥＢサイトでも、こいつらだけは取り上げられないらしい。

　で、ハラキリトラは喋る。ボイス機能がついているわけではなく、そういう存在だから。これ以上の説明は面倒なので省く。

　俺は仰あお向むけになったまま、首を動かした。

「苦しんでんだよ助けろ」

「ぬいぐるみに期待しないでくださいよ。カレーの匂においがしますね」

「一生分食べたからな」

　ハラキリトラに軽く説明する。このような災難は、やはり愚痴として吐き出さなければならぬ。精神状態を保つためにも。

「そりゃまた地味に大変な体験でしたね」

「地味とか言うな」

「だってカレーですよ。派手とは言えないでしょう」

　まあそうだよな。

　しかしカレーはともかく、俺は水琴に「付き合っている」とか言われてしまい、しかもあんなことまでしてしまったのだ。えらい体験ではある。

「もうカレーなんか食わねえ」

「でも冷蔵庫に、たくさんあるんでしょう」

「冷凍してある。当分保もつ。解凍する気も起らない。ずっとあのままでいい」

「まるでカレーコレクターですね」

「そんなコレクションいらねえよ」

　何度も繰り返すが、俺おれはここまでカレーは好きじゃないんだ。好きか嫌いかで言えば好きだけど、もうそんな範はん疇ちゆうを越えている。

「そういえば、昼間に電話がありましたよ」

「お前、受話器取ったんじゃないだろうな」

「取ってませんよ。ナンバーは見ましたけど」

　俺は携帯電話を持っているが、バッテリーがパーなので、電源を切っていることが多い。だからもっぱら自宅電話を活用している。受話器は一階と、最近はここの部屋にも置くようにしていた。

「誰だれからだった？」

「紅あか音ねさんですね」

「え？」

　紅音というのは美み嶋しま紅音のこと。俺と同じケンプファーで、変身すると凶暴になる。

「なんの用だったんだ」

「分かりませんよ」

　そりゃそうか。

「本当に用があるなら、もう一度かけてくるんじゃないですか」

「そうか」

「それにしても、こないだテーマパークに誘ったばかりでしょう。紅音さんはよくナツルさんに電話かけますね」

「電話が好きなんだろ」

　世の中の人、特に女は電話が好きだ。特に用もないのにかけては延々話している人間の多いこと。そんなに好きなら電話と結婚すりゃいいと思うんだが。

「わたしは電話が好きなんじゃないんだと思いますけど」

「じゃあなにが好きなんだよ。電話代か？　請求されて好きなんて、どんなマゾヒストだよ」

「電話の向こう側じゃないかと思うんですけどねえ」

　向こう側か。あの世じゃねえか。紅音は死の淵ふちを覗のぞきたいと思っているんだろうか。恐るべき話である。

　ハラキリトラはにやにやしている。実際には笑っていないんだが、そんなように見えるのだ。俺おれもすっかりこいつの感情を読み取る力がついちまった。

　ぴろりろりろ。そんな話をしていたら電話だよ。ディスプレイを見ると……紅あか音ねだ。

「ほらかかってきた」

「黙れ」

　ぬいぐるみの意見を認めることほど腹の立つものはない。俺は受話器を取った。

「はい？」

（あ、ナツルさん）

　受話器の向こうで、紅音がほっとしているのが伝わってきた。

「どうしたの？」

（どうしたっていうか……昼間いませんでしたから）

「ああ、出かけていたんだ」

（そうですか。あの……どこまで……）

「群ぐん馬ま。水み琴ことと」

　一応真実を伝えておいた。なぜなら俺は後ろ暗いことはしていないからである。結果ああなったことは置いておく。

（こ……近こん堂どうさんと……）

　声が小さくなった。ありゃ、気絶しそうだぞ。

「もしもし？」

（なんで二人で……）

「なんでって、誘われたからなんだけど」

（そんな意味じゃないです……）

　紅音の声はかすれるようだった。生命いのちの火が消えかかってるみたいだぞ。大丈夫か。

「えーと、平気？」

（ナ、ナツルさん。今からそっちに行きます）

「は？」

（行きますからっ）

　紅音はそう告げると、電話を切った。俺はなんだか分からないまま、受話器を握りしめて茫ぼう然ぜん。

「あっはっは」

　室内にはハラキリトラの笑い声だけが聞こえる。

「わたしの思った通りですよ」

「うるせえ。どうして思った通りなんだよ」

「予想はつきました。多分、ナツルさん以外の誰だれに聞いても予想できたと思いますよ」

　そんなことあるか。東ひがし田だに聞いてみろ。あいつは「そんなことより最近見た美少女なんだが」と別なことを語り出すぞ。

　だがハラキリトラはにやにやするばかりで、俺おれの意見に耳を傾けようとしなかった。くそ、いつか燃えないゴミに出してやるからな。

　しばらくのち、玄関でチャイムを鳴らす音がする。

　一発で紅あか音ねだと分かる。水み琴ことなら勝手に鍵かぎを開けるからだ。雫しずくも同じ。

　俺はカレーで膨れた腹をさすりつつ、下に降りた。なんかもう面倒くせえ。なんでこうなんだよ。あと胃薬欲しい。

　続いてノック。割とせっかちだな。

「はいはい。開けるよ」

　鍵を解除して扉を押す。いきなり、固いものが額に押し当てられた。

「よー、クズ野郎。カレーくせえぞ」

　そこにいたのは確かに紅音。ただし、変身した猛犬女であった。




　紅音は俺を引きずって二階に上がった。ここは俺の家なんだが、なんで主導権を握られるんだ。

　俺は部屋に放り投げられる。その間、紅音はずっと銃を握りしめたままだった。

「ふざけてんじゃねえぞ、てめえ」

　いつもの弱気な態度は微み塵じんもなく、瞳ひとみの中には狂気が踊り狂っている。実に恐ろしい。どうやったらこんな性格になるんだ。

「お、お前。いつの間に変身したんだ」

　とりあえず反論。喋しやべり続けないと、こいつ引き金引いちまう。

「ここにつく寸前だよ。頭きたからケンプファーになった。この方が話しやすいからな」

　俺は恐怖なんだが。

　変身後の紅音を、俺は心の中で「猛犬女」と呼んでいる。態度も行動も猛犬そっくりだからだ。しかもそれがかなり凶暴ときている。人混みだろうとなんだろうと、隙すきあらば銃をぶっ放そうと狙ねらっているのだ。

「変身のことなんざどうだっていい。それよりさっきの話だ」

「なんのことだ」

「昼間のことだ。そんなことも分かんねえのかゴミ野郎」

「ゴミ呼ばわりすんな！　なんでそんなことで……」

　俺おれは口を閉じざるをえなかった。いきなりほっぺを銃口でぐりぐりされたからだ。

　紅あか音ねの目は燃えている。

「なんで水み琴ことと出かけた」

「……え？」

「なんで出かけたんだよ」

「いや……カレーを食べに行こうと言われて」

「馬ば鹿か野郎。わざわざカレーを食べに群ぐん馬ままで行くのか」

　実は同感なんだが、本当にそうだったんだから仕方ない。納得いかないのはこっちも同じだ。

「でも本当にカレーを食べたんだ」

「どこで食ったんだ。本当だったら、店の名前を言えるはずだ」

「和泉いずみ屋や」

「和菓子屋みてえじゃねえか」

「和菓子屋だよ」

　紅音は口の端を引きつらせて、ハンマーを起こした。

「よく分かった。死にてえらしいな。あたしをコケにするとはいい度胸だ」

「待て待て、待てったら！」

　このままでは頭に鉛弾を撃ち込まれてあの世に旅立ってしまう。こいつはいつだって本気だ。

「カレーは本当だ！」

「ふざけるな。どこの世界に和菓子屋でカレー食べるやつがいるんだ！」

「本当に和菓子屋だったんだ。そこが会計さんの親しん戚せきで……」

　俺は急いで事情を説明した。こんなところで死にたくはない。死亡理由がカレーだよ。

　紅音は納得していない様子ではあったが、銃口を離してくれた。

「ふん。まあいい。カレーなんざあたしは興味ねえんだ。それより水琴は、なんでおめえを誘ったんだ」

「カレーだからだろ」

「別の理由があるはずだろうが。水琴がカレーだけでお前を誘うとは思えねえ」

「いやカレーだけだ」

「噓うそつくな」

「本当だって！」

　なに喋しやべってもこいつに殺されそうだ。そもそもカレーを食べたのは本当なんだから、噓うそはついていないぞ。

　だがこの必死の弁明に、机の上の化学繊維が水をさした。

「なんかデートみたいでしたよ」

「てめえ！」

　再び銃口が俺おれを狙ねらう。うわ、指に力がかかっているよ。こいつは引き金から指を離すってことをほとんどしない。

　とりあえず言い訳。

「デートじゃない！」

「男と女が二人で出かけるのは、葬式でなけりゃデートなんだよ！」

「なんだその理屈。いやマジで群ぐん馬ま行って帰ってきただけだから」

「誰だれが信じるってんだ」

　駄目だ。紅あか音ねは俺の言葉なんか、まったく信じちゃいない。自分の解釈だけで突き進むつもりだ。矯正しないと、将来新興宗教にはまるぞ。

「このクソ野郎……生意気に婚前旅行なんかしやがって。クソ生徒会長とも怪しかったが、今度は水み琴ことかよ」

「婚前旅行なわけねえだろ！」

「なにもしなかったと言い張るつもりじゃねえだろうな」

「してないって！　無理矢理キスを……」

　しまったと思ったが、遅かった。

　もの凄すごい殺気を感じて、俺は横に飛び退く。一生に一度、あるかないかの早はや業わざだ。

　紅音の銃から放たれた弾丸は、見事俺の頭部の位置を通過していた。

「やっぱりか、この野郎」

　猛犬女は怒り狂っている。冷静に考えるとこいつが腹を立てる理由はなに一つないんだが、今はそれどころではない。

「てめえみたいなクズは、生かしておけねえ」

「まて、話を聞け！」

「うるせえ！　まず謝れ、謝罪しろ！　あたしに謝るんだ！」

「なんでお前に頭下げるんだよ！」

　もうまったく意味が分からない。トリガーハッピーな猛犬女に命を狙われる男子高校生なんて、冗談としか思えない。

「謝らねえと撃つ」

「謝らなくたって撃つだろ」

「分かってるじゃねえか。あばよ」

　ぎゃー。こいつ本気だ。死ぬ。

　俺おれは必死で生き残るすべを探った。こうなったら一つしかない。

　右腕に力を込める。自分の身体からだが光に包まれたと感じた瞬間、駆けた。

「うおっ!?」

　紅あか音ねの叫び声。俺は力を加減して火球を放った。狙ねらい通り銃口を跳ね上げる。銃弾は天井に穴を開けた。

「この野郎！」

　俺は叫んだ。女にも野郎でいいのだろうか。前にもこんなことで悩んだ気がするが。

「なに考えてんだ。死ぬところだったぞ！」

「当たり前だ。あたしは殺そうとしたんだ！」

　少しは悪びれないのだろうか。堂々と殺人宣言だ。

「おめえは死ぬだけのことをしたんだ。さあ死ね。今すぐ死ね」

「そんなこと言われて死ぬやつがどこにいるんだ。勝手なことを……」

「うるせえ！」

　また銃を突きつけてきた。一難去ってまた一難だ。

　銃口が震えている。怒っているのだ。それは分かるが、どうして怒る相手が俺なのだ。

「あたしに黙ってデートした上に、キ、キスだと……」

「カレーを食べに行っただけだ。キスも……」

「事故だって言いてえのか!?」

「……」

「ぶっ殺してやる！」

「だからやめろって！」

　必死になってなだめた。こんなことでこっちも死にたくはないのだ。

　後ろから彼女をはがいじめにしてしばらく。ようやく紅音は落ち着いてきた。他の人には分からないだろうが、呼吸の間隔が広くなってきたのである。なんで俺もこんなこと判別できるようになっちまったんだろうな。

　ぐい、と紅音の頭だけが動く。

「なんでデートなんかしたんだ。ええ？」

「さっき言ったとおり……」

「会長と水み琴ことはおめえとデートできて、なんであたしはできねえんだよ！」

　そういやそうだが、知らねえよ。バリヤーでも張ってるんじゃないのか。

「別に理由はないんだけどな……」

「この能なし。理由がないですんだら、この情報化社会に生きられねえぞ」

「話を大がかりにすんなよ」

「理由がねえってことは、おめえはこだわりがないのか」

「そういうことになるな」

「じゃあ、あたしがおめえとデートしてもいいんだな」

「いいよ……え？」

　意外なことに、俺おれはうろたえた。周りが見えない猟犬みたいな女から出てくる台詞せりふとも思えない。

　手足を離し、距離を取る。幾分やわらいだとはいえ、まだ怒りが噴出している。デートの誘いって雰囲気じゃないだろ。

　紅あか音ねは口をかぱっと開けた。

「デートだよ。聞こえなかったのか」

「いや……聞こえた」

「よし。どこ行く」

「待て待て。俺はなにも言ってねえぞ」

「おめえに選択権があると思ってんのか」

　銃がこちらを向く。すみません、思っていません。怖いので、その黒光りするものを引っ込めていただけないでしょうか。

「分かったようだな。行く場所決めろ」

「突然言われてもな」

「さっさとするんだ。今から行くんだからよ」

「今からかよ！」

　もう夜だぞ。水琴もそうだったが、最近の女はなに考えてんだ。せっかちにもほどがある。

「今から出かけてあたしを楽しませるところを決めるんだ。早くしろ」

「そんなの思いつくかよ！」

　一週間の余裕があったってきちんと選べるか自信がない。こっちはデートの経験が大変薄いのだ。遊び慣れた大学生とかにやらせるべきだろ。

「できねえってのか。殺すぞ」

　また引き金に力がこもる。

「分かったよ！　えーと……」

　どうすりゃいいんだ。夜だぞ。これから明るくなるわけじゃなくて、もっと暗くなる。映画は近所にやっているところがない。駅前にあったんだが、二日前に潰つぶれたばかり。食事をしようにも腹の中はカレーで一杯。あとはカラオケくらいか。だけどこいつを一か所に閉じこめていいのかな。「狭い」とか騒ぎ出して乱射するんじゃないだろうか。

「決まったのかクズ」

「待てよ！」

　悩んでもいい案は出ない。テストと同じで、日ひ頃ごろの積み重ねがないとこういう目に遭う。

「うー……」

「あのー」

　別方向から声。ハラキリトラだった。

「なんだよ」

「そんなに悩むくらいなら、近場ですませたらどうです」

「駅前は行きたくねえぞ。あそこのスパはいい思い出がない」

「確か近所で、盆踊りをやってるはずですが」

　あー、そういえばそんなの、町内会の回覧板に書いてあったな。

　夏になると駐車場や公園を利用して盆踊りをやるってのは、この町でも脈々と受け継がれている伝統だ。小さい頃は何回か行ったことがある。俺おれは回覧板をろくに見ず隣に回しちまうから忘れていた。

「盆踊りかあ……」

　どうも考えてしまう。いくら高校生とはいえ、いい年していくものなんだろうか。小学生が仲のいい女の子を誘うなら分かるんだが。

「それくらいしかないですよ。お祭りはもっと先でしょう」

　祭りと言っても、なんかしょぼい御み輿こしがぐるぐる回るだけでたいしたことないんだけどな。

「じゃあそれでいいか。紅あか音ね、行くぞ」

「あ？　なんつった？」

　猛犬女が俺の脇わき腹ばらに銃口を押しつけた。

「僕とデートしてくださいお願いします、だろ。男が女を誘うのが筋ってもんだ」

「えっ、だってお前が俺に……」

「口答えする気か？」

　銃口をぐりぐりしてくる。

「う……お、お願いします」

「ちゃんと言え」

「僕とデートしてください。お願いします……」

「よし」

　紅あか音ねは満足そうな顔をして、銃をしまった。こうなると俺おれの意思なんか関係ない。まさにショットガンウェディングだ。違うか。

「じゃあ行くぞ。支度しろ」

「やっぱ行くのか」

「あたりめえだろ。おめえがデートに誘ったんだからな」

　いつの間にか記憶が捏ねつ造ぞうされている。俺は反論する気力を失っていた。

　やっぱり命が惜しいからな。




　盆踊りは本当に近所でやっていた。実は俺の家からでも、耳をすませばお囃はや子しが聞こえてくる。

　場所は神社の境けい内だい。なんでとの意見がありそうだが、他に場所がなかったかららしい。祭りもここでやるんだから盆踊りまでやらなくてもいいと思うのだが、土地事情は全てに優先する。

　星せい豊ほう神社という名だ。境内が結構広いのでスペースとしては十分。もっともここでやるまでは色々あったらしい。今まで使っていた場所がマンション建設のために使用できなくなり、流れ流れてたどり着いたのがここ。一安心と思いきや、宮司が強欲で使用料だなんだとふっかけてきたらしい。ひでえ話だとも思うが、町内会も契約書の金額欄を偽造して対抗したと言うんだからどっちもどっちだ。

　踊ったり遊んだりする子供に罪はないわけで、神社の中は浴衣を着たちびっ子で溢あふれていた。

「……本当に盆踊りだな」

「そうだって言ったろ」

　つまらなさそうに言う紅音に、俺は反論した。

　砂利が敷かれている境内の中に櫓やぐらがどん。その周囲を盆踊り保存会だかのおばさんたちが踊っている。あとは子供とテキ屋。

「お前、来たことなかったのかよ。別にここじゃなくてもいいけど」

「ねえよ。親が厳しかったからな。ガキはこういうところに出入りしちゃいけねえんだと」

「盆踊りくらい、どってことないんじゃねえの」

「お堅い方には通じねえの」

　彼女は手を力なくひらひらさせた。

　言葉遣いは悪いが、変身前の紅あか音ねのことでもある。ふむ、こいつはこの手の娯楽を制限されていたのか。もしかして、こんなに態度が悪くなるのはストレスの噴出なんだろうか。

「おかげで珍しいっちゃ珍しいや……だけどよ」

　猛犬女が瞳ひとみだけを動かす。

「おめえ、なに考えてんだ？」

「なにが。ちゃんと連れてきただろ」

「そうじゃねえ。格好だ格好！　なんで女のままなんだよ！」

　言われて俺おれも気づいた。そういや変身したままだった。

　どうも最近は男の自分と女の自分の区別がつけづらくなっている。さすがに慣れてきて、女でもそれほど違和感を感じなくなってきたのだ。便利と言えないこともないが、正直まずい。

「これじゃデートにならねえだろ！　おめえの頭は高野豆腐でできてんのか」

「いや女ってよく、女同士で出かけてもデートって言うじゃん」












「おめえは女じゃねえだろ！」

　はいおっしゃる通り。元来は男でございます。

「分かったよ。男に戻るから待ってくれ」

「さっさと戻るんだ」

　俺おれは辺りを見回した。人一人が隠れるくらいの物陰が欲しい。一瞬でいいので、立木でも構わない。

　と思ったが、なかなか見つからない。人の数が多いので、どこに隠れても見つかってしまいそうだ。よさそうな場所があっても、誰だれかが携帯電話をかけていたりする。

「早くしやがれ」

　また紅あか音ねの機嫌が悪くなってきた。撃たれる前に見つけないと。

　神社の社やしろが目に入った。もうあそこでいいや。

「待っててくれ。ちょっと行ってくる」

　そう言うと、俺は社の裏手まで走った。確かあそこは照明もないので、隠れるにはちょうどいい。

　裏手は「裏」というだけあって、人気もなかった。よしよし、どうせこっちは一瞬だ。すぐに戻れる。右腕に力を込めようとする。

「あれー？」

　跳び上がった。誰かいる。

　振り返る。背は高いが間抜け面の男。知ってるもなにも、東ひがし田だだった。他にも男がいるが、ありゃ覚えがある。美少女同好会の連中だ。メイドの真ま似ね事ごとをしたときに見た。

「久しぶりだねー」

　どっか行けよと思ったが、東田は近寄ってきた。

「あ……どうも」

　俺は極力悟られないように返事。こいつとは男の姿で何度も会話しているから、下手したらバレちまう。

「なになに。どうしたの。盆踊り来たんだ。楽しい？」

「一応……」

　なに言ってんだ俺は。それもこれも東田が悪い。頭悪い質問したから、こんな答えになってしまうんだ。

「じゃあ俺たちと一緒に回らない？　一人じゃ寂しいでしょ」

「そんなことは……」

　ナンパかよ。この相手が誰であれ臆おくさない性格は見事だと思うが、もう少し使いどころを考えろっての。

「連れがいるから……」

「なになに。女の子？」

「そう」

「じゃあその娘こも一緒にどう？　人数増えるのは歓迎だよ」

　そうですか。じゃあご案内いたしますが。どうなったって知らねえぞ。

　俺おれは男に戻るのを諦あきらめ、社やしろの裏手から出た。東ひがし田だたちはくっついてくる。

　紅あか音ねは元の場所にいた。ただ、足下に男が何人か転がっている。

「遅えぞ……ん？」

　ただでさえ悪い目付きが、細くなっていっそう悪くなった。

「おい、なんで元のままなんだ」

「事情があって……」

「あと後ろの連中はなんだ。どこで売ってたんだ。ジャスコか。返品してこい」

「一緒に遊びたいんだって」

　俺は正直に説明した。

　後ろの男たちはたじろいでいた。そりゃま、こんな猛犬と出会っちゃそうだよな。

「え、えーと。久しぶり」

　東田が進み出る。こんな時でも女に声をかけるの忘れないんだから、たいしたもんだ。

「……」

　紅音は返事をせずに睨にらんでいる。こえー。

「覚えてないかな。俺は東田って言って……」

「知ってる」

「そりゃよかった。よければ俺たちと一緒に」

「……」

「……その」

　紅音のイライラはどんどん値上がりしている。ただでさえ即断即決を好んで、へなへなしたナンパ野郎を嫌っているんだ。変身前ならいざ知らず、こうなると心臓を撃ち抜くこともありうる。

「あの……ここで寝っ転がってる人たちは？」

「あたしを引っかけようとした馬ば鹿かどもだ。ニワトリみてえな頭しといて、やることは鳥以下だ」

　叩たたきのめしたのか。相変わらず早はや業わざだ。

　東ひがし田だの顔が引きつる。普通はそうだ。

「ぼ、盆踊りは楽しいかな」

「楽しくねえ」

「俺おれたちもあんまり楽しくないんだ。でも一緒にいれば楽しいんじゃないかな」

　しかし東田も引かないな。そういやこいつマゾだった。この状況を楽しんでいるんだろうか。

「どうだろ、俺たちと遊ばないか」

「ふざけんな」

「……？」

「なんでおめえたちと遊ばなきゃなんねえんだ。こっちは待ち人ありなんだ。失せやがれ！」

　紅あか音ねが吠ほえた。もう限界だな。このままだと血の雨が降る。

「そんなこと言わないでくれよ。誰だれを待ってるの」

「決まってんだろ……」

　紅音はなにか言おうとして、いったん口を閉じた。それからにやりとする。

「よし。あたしの願いを聞いてくれたら遊んでやるよ」

　東田の顔が輝く。

「本当？」

「おう。あたしだけじゃねえ、この女も一緒だ。な、ナツル」

　おい。いきなりなんだよ。

「なあ、そうだろ」

「俺……わたしも？」

「いいってよ」

　紅音は俺の返事なんか聞きやしない。勝手に言った。東田たちは嬉うれしそうだ。

「いいよ、約束した。で、願いって？」

「あたしは男の瀬せ能のうナツルを待ってるんだ。あいつ、連れてきてくれ」

「ナツルいるの？」

「ああ。一緒に来たのにどっか行っちまった。探してくれねえか」

「いいとも」

　俄が然ぜん張り切る東田以下のボンクラたち。ガッツポーズしてるやつもいる。

　俺はそれどころじゃない。

「一体……」

　なに考えてんだと言おうとしたら紅あか音ねが俺おれの口を塞ふさいだ。むぐ。

　東ひがし田だはもう、おやつを前にした子供と同じだ。

「ナツル連れてきたら遊んでくれよ」

「いいとも。ホテルだろうとどこだろうと行ってやるよ」

「やった！」

　俺がびっくりしているうちに、ボンクラどもは走って行ってしまった。

「わははは」

　紅音はその姿を見てげらげら笑う。

「見ろ、あいつら必死だぞ。こんなの高校生クイズの決勝戦だってお目にかかれねえ」

「あのな！」

　俺は手を引きはがした。

「なにしてんだ！　俺が見つかるわけねえだろ」

　極力声を低くして抗議する。万が一でも東田に聞こえたら最悪だ。

　紅音はきょとんとしている。

「いいじゃねえか」

「よくねえだろ。見つかるわけがない」

「人間、必死になりゃなんだってできんだ。ナツルを連れてくるかもしれねえだろ」

「だから、俺はここにいるんだよ」

「そんなに言うんだったら、男に戻ったらどうだ」

　と紅音。

「そんで東田の前に現れりゃいいじゃねえか。丸く収まる」

「女の俺が消えるだろ」

「そこは才覚でなんとかしろ」

　どんな才覚だよ。不可能を可能にするのは才能じゃなくて、奇跡のたぐいだ。

「東田に俺のことがバレたらどうすんだ。同じ場所に二人はいないんだぞ!?」

「だからなんとかすりゃいいだろ。自分で」

「助けようという気はないのか」

「いいだろ、おめえは勝手にデートしたんだからよ」

　紅音はいかにも、すっとしたという感じだった。

「これくらいしねえと、こっちは腹の虫が収まらねえんだ」

　どうやらこいつの恨みは、マリアナ海溝よりも深いらしい。




　さてどうするのか。このまま帰るのが手っ取り早いのだが、東ひがし田だたちも気の毒といえば気の毒だ。とはいえ、あいつらが落ち込むことはないだろうけど。

　やっぱり男に戻ってなんとかするのがいいのかな。それにしても、なんで俺おれがこんな目に遭う必要があるのだ。

　紅あか音ねは心中を見透かしたように睨にらんでいる。はいはい、勝手にデートした俺のせいですよ。キスまでしちまったからな。

　紅音にバレないよう、そっと唇を撫なでてみる。感触が残って……るわけはない。だいたい雫しずくのときもそうだったが、強引だったり突然だったりするんだ。盛り上がりもなにもあったもんじゃねえ。交通事故と同じだろ。

　ここんとここんなトラブルばかりだ。トラブルってのもなんだが、沙さ倉くらさん以外の人間としたってなあ。

「……嫌味か、おい」

　紅音が睨みつけたままそう言う。

「なに唇触ってんだナルシスト。そんなに水み琴こととのキスが楽しかったか」

　ぎく。見られていた。なんて注意力だ。射撃のうまいやつは目もいいとは聞くが。

「楽しいわけじゃねえよ」

「じゃあなんだ。あたしに見せつけたとしか思えねえ」

「違うって言ってるだろ。なんでそこまで言いがかりつけるんだよ」

「言いがかりじゃねえ。あたしの怒りが収まらねえからだ」

「怒りってなんだ」

「殺すぞ。はっきり言わなきゃ分かんねえ頭してんのか」

　お前が曖あい昧まいなこと言うのがいけないと思うんだ。こいつに限らず、水琴にせよ雫にせよ、ほのめかすのが実に多い。俺はエスパーではないのだ。明日起きる時間も自分じゃ不明なんだから。

　紅音はがしがし頭を搔かいていた。なんでこう動作が荒っぽいのだ。

　色気ねえなと思っていて、我に返った。東田たちどうすんだ。

「あいつら放っておくのかよ」

「そんなに言うならよ、おめえがなんとかすればいいじゃねえか」

「あいつら俺を探してるんだぞ！　なにをどうしろってんだ！」

「男に戻らねえお前が悪い」

　駄目だ。こいつに理屈で勝てる気がしない。仮に勝っても銃弾が飛んでくる。

　俺は不条理感にまみれていた。くそ、なんか言い返してやりたい。

　不意に、頭の上の電球が光った。

「じゃあ探してくる」

「ああ？」

「東ひがし田だたちだよ。探すっていうより、見つかってくる」

「今のおめえは女だろうが」

「だからどうした」

　それ以上の言葉を待たず、俺おれは早足でこの場から離れた。

　探すふりをして、東田とも紅あか音ねとも違う場所にいく。ようはさっきの社やしろ裏。今度は誰だれもいない。念のためにもう一度確認。よし。

　白い光に包まれて、元に戻った。

　問題はこの服だ。同じ格好では、いくらなんでも不審に思われる。

　植え込みを飛び越え、神社の裏へ。確かここに、服屋があったはず。

　あった。照明がついているからまだやっている。普段ならもう閉まっているのだが、盆踊りの客を見越して開けたままなんだろう。服を買う客がいるとも思えないが、俺みたいなのが来るかもしれないし。

　適当なのを見繕って、大きめの袋に詰めてもらう。そして社の裏に戻って着替えた。忙しいな。

　そしてまた走る。

「おーい、東田！」

　遠くから呼びかけたんだが、やつは反応した。

「瀬せ能のう、探したぞ」

　こっちに駆け寄ってくる。他の美少女同好会の面子めんつも一緒だ。

「俺を探してたのか？」

「ああ、連れが探してたぞ」

　俺のとぼけた台詞せりふを、東田は疑わない。

「ふーん。連れか。どこにいるんだ？」

「こっちだよ」

　俺は素直に東田に従った。

　紅音は同じ場所で腕組みをしている。俺を見つけて、びっくりしていた。

「お、お前……！」

「連れてきたよ」

　東田にうながされ、俺はさもはじめて会ったようにした。

「あれー？　なんでここに？」

　怪け訝げんな顔をする紅あか音ね。

「なんでって……？」

「盆踊りに来たなんて知らなかった」

「……？」

　全員、なんだか分からないという顔。俺おれは構わず続ける。

「男もいないなんてさあ……まさか、見栄張って俺も一緒にいたなんて言わないよねえ」

　見栄のところを強調、紅音は「あ」という表情をした。

「てっ、てめ……」

「あー、俺を探してくれって東ひがし田だに頼んだんだ。可愛かわいいところあるね。ははは」

　肩をばんばん叩たたく。猛犬女の顔がどす黒くなっていく。

「この野郎！」

「俺は会わなくてもいいんだけどさ、どうしてもって言うなら」

　ざまみろ。東田たちは俺の言葉を聞いて「もしかして目の前の女は、かなり痛いやつでは」と思っているし、紅音は言い返せまい。俺を探すように頼んだのは事実なんだ。

　紅音の右腕が動く。場所構わずに銃を取り出すつもりだろうが、そうはいくか。

「そういえば、さっき紅音ちゃんを見たぞ」

「……なに？」

「紅音ちゃんだよ。美み嶋しま紅音。東田、知ってるよな」

　急に振られた東田は戸惑いつつ、

「図書委員の娘こだろ」

「そうそう。どうせなら一緒に遊ぼうぜ。近くにいると思うんだ」

　俺はへらへら笑いながら言う。馬ば鹿かっぽく見られるだろうが、別に構わん。

　いきなり、猛犬女に引っ張られた。

「てめえ……なんのつもりだ」

　さすがに小声である。

「なにがだよ」

「紅音はあたしだ！　あたしがあたしを探せるか!?」

「探せばいいじゃないか。見つかるかもしれないぜ」

「この野郎、復ふく讐しゆうのつもりか」

「いやー、そんな立派なものじゃありませんよ」

　俺は「じゃあみんなで探そう」と告げた。

　男数名、女一人でぞろぞろ歩く。その間中、紅あか音ねはずっと俺おれを恫どう喝かつし続けた。

「てめえ、いいかげんにしねえと、女のナツルと同一人物だってバラすぞ」

「そしたらお前も正体は美み嶋しま紅音だって言いふらす」

「そんなことして許されると思ってんのか」

「思ってねえよ。お前は？」

　立場は同等だった。今までこいつの拳けん銃じゆうに怯おびえてばかりだったが、こういう手もあった。新しい武器を手に入れた気分である。

「なあナツル、どこにいたんだ？」

　なにも知らない東ひがし田だが訊きいてくる。適当な方角を指さした。

「あっちじゃないか？」

「そういや女のナツルもいたはずなんだけど、お前知らない？」

「帰ったんじゃないかな」

　ここにいるんだが、帰ったことにすれば都合がいい。

　探したっているわけないんだが、このままうろうろしても時間の無駄だしつまらない。もう一押し、なにか必要だな。

　東田はあたりをきょろきょろしていた。

「……紅音ちゃん、どこにもいないぞ」

「いるんじゃないか、案外近くに」

　紅音がぴくっとしたみたいだが、気にしない。

「瀬せ能のうは彼女と親しいのか？　いっしょにいるの図書館で見たけど」

「親しいっちゃ親しいな。結構話もしたよ」

「あの娘こさあ……なんつーか、ちょっと大人しめだろ。どんな話をしてるんだ？」

「ヤクザ映画の話とかだな」

「なんだそりゃ」

　東田は冗談だと思ったらしい。まあ冗談なんだが、真実っぽい喋しやべり方かたをする。

「ああいう顔をして、わりと凶暴でさ。すぐ死ねとか殺すとか言い出すんだよ。ヤクザの真ま似ねして刺青いれずみ彫ろうとしてたしな」

「おいおい。女の子だぞ」

「ハートやバラのタトゥーじゃないんだ。昇り竜だぞ。あと牡ぼ丹たん。どう考えてもヤクザの姐あねさんだよな」

　紅音は無言だったが、身体からだがひくひくしている。体内に色んなものが湧わき上がっているんだろう。俺は構わず続けた。

「いくらなんでも刺青いれずみはないだろ。プールとかどうすんだ」

「そこが素人なんだよ。ある程度身体からだが熱くなると浮き上がる刺青なんだ。いくら夏でも、プールに入りゃ冷たいだろ。だからプールでは見えない」

「はー、なるほどねえ」

　東ひがし田だたちは感心している。俺おれも自分の出任せに感心した。我ながら息を吐くように噓うそが出てくる。啖たん呵か売だ。

「しかし刺青入れてんのか。ちょっと考えちゃうな」

「だろ。でも最近の女の子なんてそんなもんだぜ。指の付け根に花とか書いちゃうのと同じだよ」

「でも竜かあ……」

「待ておい！」

　たまらなくなったか、紅あか音ねが叫んだ。

「なに言ってやがる！　どこの世界に墨入れた図書委員がいるんだ!?」

「おいおい、やめてくれよ。お前じゃなくて美み嶋しま紅音ちゃんの話だよ」

　俺はさも困ったもんだという口調をした。

「紅音ちゃんとお前にどんな関係があるんだ？　紅音ちゃんの本当の姿、見たことないだろう」

「あ……あるに決まってんだろ」

　紅音が歯の間から絞り出すように喋しやべった。俺はせせら笑う。

「へー、どんな？」

「彼女はもっと……大人しくて、そんな過激なことは似合わねえんだよ」

「本当に見たことあるみたいだな」

「あるもなにも……」

「もしかして同一人物だったりしてな」

　どっと背後が笑う。「そんなことねーよ」とみんな言っていた。

　紅音の頰ほおがどんどん引きつっていった。

「あ、あまり美嶋紅音の悪口は言わない方がいいんじゃないのか」

「別に悪口じゃねえよ。前からあの娘こは、自分の真の姿を知ってもらいたいって言ってたんだぜ。こう、暴力的なところを……」

　紅音は無理矢理笑顔を作って俺に近寄ってきた。

「ナ、ナツル……そのへんにしとこうぜ」

「どした。顔色が悪いぞ」

「そんなにあたしが憎いか」

「そういうことじゃないけど、なんか女のナツルがへたするとホテルに連れて行かれそうだって言ってたから」

「あんなの冗談だろ」

「やっぱり同じ名前としては、ナツルの窮地を見逃せないんだよなあ」

　よく考えてみれば、俺おれがホテル云うん々ぬんを知ってるはずないのだが、そこは勢いというものだ。

　猛犬女は怒りの発散どころが分からなくなってきたらしい。目の端がぴくぴくしている。

「わ、悪かったよ……あたしはこう見えても女なんだ。あんまいじめんな」

「なんかか弱いみたいだな」

「か弱い……かもしれないだろ」

「あー、そういえば、お前も実は、花が風で揺れるだけでびくつく、和のスイーツ大好きな女の子だったな」

「てめっ、あたしをそんなクソ女と一緒に……」

「おい、ナツル！」

　東ひがし田だの緊迫した声がした。ん？　さっきまでとトーンが違うぞ。

　正面を見る。目つきと態度と髪型が異常な男たちが、ずらっと並んでいた。

　どう考えても尋常な雰囲気ではない。地面に唾つばを吐くことが偉い、と思っている連中である。あれあれ？　よく見たら小指のない人がいますよ？

　恰かつ幅ぷくのいい男が出てくる。東田たちもさすがにあとずさり。

「よう、姉ちゃん。さっきは若え連中が世話になったな」

「……？　なんだ？」

「ちっと声かけただけなのに、叩たたきのめしたそうじゃねえか」

　なるほど、どこかで見たと思ったら、さっき紅あか音ねの足下で伸びていたやつらだ。暴力方面に顔の利く知り合いを連れてきたらしい。

「礼をさせてもらうぞ。こっち来な」

　俺は落ち着いていた。直接の矛先が俺じゃないってこともあるが、はっきり言ってこれくらいの人数だったら、紅音は楽勝である。ケンプファーは普通の人間とは違うのだ。面白くもなさそうにしながらぶちのめして終わりである。

　だが紅音は、小さく悲鳴を上げると、俺を指さした。

「ごっ、ごめんなさい！　この人がやれって言ったんです！」

「なに!?」

　これはヤクザみたいなやつと、俺おれが思わず口にした声。

　紅あか音ねはまるで子犬みたいに震えていた。

「この人が、ナンパしてくる人を殴らないと、どうなるか分かってるだろうなって……。それにあれはあたしがやったんじゃないんです。こん畜生が……この人が、後ろから凶器で思いっきり……」

「違う！」

　さすがに否定した。噓うそつくな。知らないうちにお前が殴り飛ばしたんだろうが。俺は指一本触れてねえぞ。

　しかし、ヤクザ以下の方々は、一斉に俺の方を向いた。

「てめえか」

「よくもやりやがったな」

「違う！　おい、ちゃんと説明しろ」

　今の俺はケンプファーじゃないのだ。暴力を本職にしている人とやり合って勝てるはずがない。おまけに向こうは面子メンツがかかっているから、謝ってどうなるって話でもない。

「あ、あたし……そんなことできない」

　猛犬のはずの女は、弱々しく首を振った。

「だって、花が風で揺れるだけでびくつく、和のスイーツ大好きな女の子だから」

　これが合図になったのかどうか、ヤクザその他が一斉に俺に襲いかかってきた。




「うひ……」

　社やしろの裏手。俺は大きく息をついた。さすが夏。夜とはいえ、汗が噴き出して止まらない。

　紅音のせいで俺はまんまとヤクザその他に追いかけ回された。こっちは変身してないもんだから走って逃げるしかなく、ようやく振り切ったところだった。

「あー、疲れた」

　大の字になって寝ころびたい気分だ。服が汚れて洗濯が面倒くさいからやらない。

「よお」

　繁しげみの中から誰だれか出てくる。ぎくっとしたが、紅音だった。

　いかにも楽しそうにしている。さっきまで怒っていたのに、こいつも忙しいやつだ。

「大変だったな」

「大変だよ。マジでびびったじゃねえか！」

「そうとんがるな。あいつらはあたしが片付けておいたから」

　紅音は手の中の拳けん銃じゆうを見せた。

「おい。まさか発砲したのか」

「いいや、見せて脅してぶちのめした。ちょいと力を込めたから、もうここらに近寄らないはずだぜ」

「ああそうかい。俺おれはこんなに走ったのは生まれて初めてだよ」

「これでおあいこだろ。あたしはおめえに噓うそつかれたんだからよ。図書委員の美み嶋しまはもんもん背負ってるなんて噂うわさが流れたらどうすんだ」

「夏休み明けに否定しとくよ」

　元々そのつもりだったんだ。まだ新学期まで時間はあるけどさ。

「東ひがし田だたちはどうした」

「あたしがぶちのめすところを見物してたよ。拍手まで起こったぜ」

　意外と神経の太い連中である。この分なら大丈夫か。

「くそ。酷ひどい目にあった。そもそも俺たちはなにしに来たんだ」

「デートだろ」

　そんな気もする。でもこんなデートがあっていいのか。やっぱり猛犬女と一緒だと、ろくなことがない。

「しょうがねえだろ。これも夏の想おもい出だ」

　嫌な想い出だな、おい。

　盆踊りの音楽が小さくなった。あっちもおしまいか。とうとう踊りどころか屋台で買い物もできなかった。

「帰るぞ、紅あか音ね」

「なんだよ。もう二、三人に喧けん嘩か売らないか」

「誰だれがするか！　いいから帰るぞ。送っていくから」

　俺の台詞せりふにきょとんとする紅音。

「……送ってくれるのか」

「一応な。お前の方が強いから、途中で引き返すつもりだが」

「中途半端だな……あー、ところで」

　紅音は素っ気なく言う。

「これで帰るんなら、することがあるんじゃないのか？」

　なんだ。境けい内だいの掃除か。俺は町内会の役員でもお手伝いでもないから、そんなことする必要ないんだが。

　彼女は若干いらいらしはじめた。

「察しの悪い野郎だな。キスだよ、キス」

「え!?」

　こんなとこでキスかよ。なんで？　相手はお前なの？　俺おれは沙さ倉くらさんとしたいんだが。

「会長とも水み琴ことともしたんだろうが。次はあたしだ」

「順番の問題なのか？」

「そうだよ」

「でもなあ……」

「黙れ。おめえはあんだけ刺青いれずみとか噓うそつきやがったんだ。これくらいさせろ」

　理屈になっていない理屈を、迫力で押してくる。押し売りか。

「さっさと目をつぶれ」

「そんなことまで」

「つぶるんだよ！」

　怒鳴られて、慌ててつぶった。

　完全な暗くら闇やみとなる。夜風が頰ほおを撫なでた。遠くからは、家路に就く子供たちの笑い声。

　紅あか音ねが近づいてくるのが、気配で分かる。

「ナツル……」

　猛犬モードとは思えないほどの甘い声。すると。

「ぐぼっ！」

　思わず悲鳴を上げる俺。口の中には拳けん銃じゆうが突っ込まれていた。

「よくもやりやがったな、おめえはこれで十分だ！」

　急いで目を開けると、怒り狂った紅音がいた。

「いいか、こんどあたしにナメた真ま似ねしたら、本気で撃つ。本気じゃなくても撃つ。警告はこれで最後だ。かなり我慢したつもりだぜ」

「むが、むが」

「てめえなんざ、銃口に跪ひざまずいてキスしてりゃいいんだ」

「むががー」

　拳銃が抜かれる。俺はつい尻しり餅もちをついた。

　紅音は冷ややかに見下ろしていた。

「あたしは帰るけどな。別に送るこたあねえからな。途中でぶっ放しそうだ」

　そうしてくれ。俺は疲労とショックで腰が抜けて、当分立てそうにない。

　猛犬女は助けるつもりがないらしい。冷たいやつだ。

　紅音は背を向けようとする。その寸前、拳銃に唇を近づけて、ちゅっと音を立てた。

「……間接キス。今はな」

　そしてさっさと、帰って行った。



















第三章







　俺おれが思うに、人生というのは三つのカテゴリーに分けられる。一つ目は幸福な人生。二つ目は不幸な人生。三つ目はもっと不幸な人生だ。俺は当然一番最後。

　不幸も色々分けられて、俺は「女運が悪い」だ。そもそも男女別学の高校に通っていて、同年齢の女の子と話す機会が少ない。運良く話せても、猛犬みたいな女とカレーしか作らない女と、腹が黒い女生徒会長である。どうだ、運が悪いだろう。

　しかもこれらが、ここ数日に集中して起っている。テーマパークでひどい目にあって群ぐん馬までカレーを食って、盆踊りでヤクザに絡まれて。丁半博ばく打ちで負け続けたような人生だ。いいことなんかありゃしない。

　しかもですよ。そのあと水み琴ことに学校に連れて行かれてまたドンパチだ。これがショックなことに、あの沙さ倉くらさんがものすごく怖い顔で、戦いを挑んできた。この恐るべき出来事については詳しく触れないが、怖かった。牙きばをむき出しにする沙倉さんは魅力的ではあったけど。

　ここまで不幸が続くと、厄落としがしたくなる。神社でやってもらうかと真剣に考えたが、こないだ行ったばかりで、また顔を出す気にはなれなかった。

　かといって家に閉じこもっているのも嫌だ。そもそも家にいたおかげで水琴に引きずり出されたり、紅あか音ねがやってきたりしたのである。

　じゃあどうしたらいいのか。俺が外に出ればいいのである。我ながら天才的な考えだ。発想が素晴らしい。米グーグルあたりが雇ってくれないものか。

　そんなわけで俺は、夏の暑い盛りにろくに金もないまま、外に繰り出したのである。

（どこ行くかな……）

　照りつける直射日光に早くもまいりながら、俺はぶらぶら歩いた。

　時刻は昼過ぎ。今まで寝ていた。今日も起きぬけにカレーという悲惨さである。

　目的は特になかった。住宅街の角をいくつも曲がる。

（駅前は……止めとくか）

　別に駅に恨みはないのだが、あそこをうろうろしていると、知り合いに見つかる可能性がある。見つかってもいいんだけど、やっぱり厄落としになりそうにないじゃん。

　そうなると、あとはまったく知らない方向に向かって、どんどん歩いていくしかないのだが、道に迷ったらやだ。これが水琴だと「知らないところがいい」と言い出して、見たこともない場所に向かって突っ込んでいく。あの冒険心には感服せざるを得ない。

　俺おれが住んでいるところは、ＪＲの駅と私鉄の駅、それに地下鉄の駅からちょうど中間の場所にある。いつも駅前と言っているのは、ＪＲの駅。駅前は結構繁盛していてにぎやかだ。ここから通っている星せい鐵てつの生徒も多い。

（地下鉄の方に行くかな……）

　俺は全然利用しないので、なにがあるのかほとんど知らない。確か東ひがし田だが「店とかほとんどないぞ」と言っていたような。

　なんでもいいや、行ってみよう。ファーストフードくらいあるだろう。

　ゆっくり歩く。直射日光を避けたいが、走ると汗をかくので結局歩きになる。

　しばらくすると地下鉄のマークが現れた。思ったよりは近いな。

　さてと周囲を見回すと。

「……なにもねえや……」

　東田の言うとおりだ。ほとんど店がない。コンビニがあるのは今の日に本ほんじゃ当たり前だが、ファーストフードもありゃしない。喫茶店らしきものはあるんだが「ＣＬＯＳＥＤ」の札が下がっていた。

「この暑いのに、どうすりゃいいってんだ……」

　見回すと信号の向こう側に、新古書店が。そこをさらに進むと、ちょっとしたお金持ちが住むところになる。もちろん行ったことはない。

　ちょうどいいや、あそこに入ろう。立ち読みは禁止されていない店だし、冷房も効いているはずだ。ファーストフードよりも金の節約になる。椅い子すがないのは仕方がない。

　信号が青に変わるのを待ち、さっさと横断して自動ドアをくぐる。冷気が身体からだを包んだ。ああ気持ちいい。

　マンガでも読むか。とりあえずゴルゴ13の全巻読破に挑戦しよう。立ち読み客の多い棚へと進む。

「あら……」

「わっ」

　声が出た。見知った顔と衝突しそうになったのだ。

　その人物はきょとんとしていたが、すぐに元に戻った。

「こんなところで、珍しいわね」

「会長こそ、なんでここにいるんだ!?」

　ぶつかりそうになったのは、生徒会長三さん郷ごう雫しずくであった。私服のせいか、いつもよりずっと年上に見えた。

　雫は不思議そうにしている。

「なんでって？」

「この店は、なんつうか会長が出入りするところじゃないだろ」

「そうかしら。安いじゃない」

　安いからいるのか。当たり前と言えば当たり前だが、雫しずくならヴィレッジヴァンガードに行くべきだろう。

「近所ですむのなら、そうするわよ。手っ取り早いわ」

「そうなのか」

「そうよ。私は高校生。年相応にしないとね」

　しかし今は女優かモデルに見えるぞ。場違いだ。

「生徒会はどうしたんだ。仕事が溜たまってるんじゃなかったっけ」

「午前中で片付けてきたわ。いったん家に帰って、また出てきたところ」

　手にはなにやら難しそうな本を持っている。会計がどうとか。これ高校生が読む本なのか。

「買うの？」

「ええ。読書は落語の次に好きよ。自分が成長する感じがするわ」

　俺おれはあまりそんな気がしないなあ。マンガじゃ駄目なんだろうか。

　雫はレジへ向かった。これ幸いと俺は店を出ようとする。

「待ってなさい」

　釘くぎを刺された。

「せっかく会えたんだから、そこにいて」

　数日前に会ったばかりだし、どうせ学校がはじまれば嫌でも顔を合わせることになるんだろ。

　しかしこう言われてしまうと、どこにも行けなくなる。大人しく支払いが終わるのを待つことにした。

　やや時間がかかった。他に客はいなかったんだが、もたもたしている。

　しばらくしてから来た。

「お待たせ」

「時間かかったな」

「店員さんが、お茶がどうのって誘ってきたの。断ったわ」

「受けりゃいいじゃん」

　そうすれば俺は帰れる。

「彼氏が待っているって言ったら、諦あきらめてくれた」

「へー、どこに」

「あなたよ」

　やっぱりか。いい加減、そのヨタはどうにかならないんだろうか。

　雫しずくはどういうわけか俺おれのことを「彼氏」と呼ぶことが多い。「カレシ」って新しい食品添加物の名前みたいだが、彼女は一般的な用語で使っていた。つまり俺と雫が付き合っていることになるらしい。

　冗談じゃない。こっちは沙さ倉くらさんに操を立てているつもりなのだ。その操も、ぐらつきつつはあるけれど。罰ゲームか、苦行の一種なんだろうか。

　雫は美人でスタイルもよく、星せい鐵てつで非常に人気があるんだが、俺はまったく興味が湧わかない。だって現実味がないんだもん。ＣＧだって言われても信じるぜ。

　そんなわけで俺はなるべく距離を置こうとしているんだが、昨今のケンプファー情勢はそうもいかず、たびたび行動を共にする羽目になっていた。

　でも今はただの休み中なんだから、こんな時まで現われなくてもいいと思うんだがなあ。

　俺と雫は二人並んで店から出た。気持ちとは裏腹に、自然にこうなってしまう。

「用事はないんでしょう」

　と雫。こいつ、どうして俺に目的がないと分かったんだ。

「ないけど」

「そんな感じだったわ」

　感じで見抜かれるんだから、俺は相当暇そうにしていたんだな。

「このあたりは店もないから、うちへ来なさい」

「会長の家ねえ……えっ、この近くなの？」

「近所って言ったでしょう。あっち」

　指さしたのは、大きな家が並んでいる住宅街の方向だった。

「……いいとこ住んでんな」

「そうでもないわよ」

　そんなこと言って、うちより絶対大きいに決まっている。

「こっちよ」

　俺は行くと言ってないのに、雫はさっさと歩き出した。ついてくると思い込んでいるらしい。

　多少は迷ったが、やはりついて行くことにする。ここで帰ったら学校でひどい目に遭わされる、ということにしよう。

　通りをいくつか過ぎると、徐々に閑静な住宅街に変わっていった。

　このあたりは戦前に私鉄会社が高級住宅街として開発に着手したところらしい。肝心の鉄道が別のところを通ったので頓とん挫ざしたらしいが、それでも名残はあって、それなりの資産がないとおいそれと住めない地区になっている。

　一軒一軒がかなり大きい。都内にこれだけの家はそうそう持てねえぞ。昼間なのにかなり静かで、これは高級住宅街の特徴の一つなんだそうだ。

「そこを曲がった場所」

　指示された通りの道を行く。

「そこよ」

　三さん郷ごうと書かれたプレートが目に入る。茶色い外壁を持つ家だった。俺おれの家の倍はありそうだ。父親が見たら泣くな。

　彼女は鍵かぎを使って開けた。

「どうぞ。今は誰だれもいないの」

　一応「お邪魔します」と言った。中も綺き麗れいで、リフォームでもしたんだろうか。

「そこがリビングだから、座っていて」

　また広いリビングだった。50インチはありそうなでかいテレビが鎮座している。冷房が効いているんだが、つけっぱなしで出てきたな。電気代の無駄だぞ。

「飲み物出すから」

　雫しずくは買ってきた本を放り投げて、台所へ。区切られているわけではなく、続き間になっている。

　ソファに座り、改めて中を見回した。広いというか天井が高い。贅ぜい沢たくな造りだ。ここから直接庭に出られるようにもなっていて、そこがまた広かった。二階建てらしいが、もう俺のとことはなにからなにまで違った。これが格差社会か。革命起らねえかな。

「別に私が買ったわけじゃないわよ」

　いつの間にか、雫が来ていて、麦茶を入れていた。

「私の父は商売をやっていてね、たまたま成功したから家を建てたのよ。土地につぎ込むってあたりが、ありがちな話よね」

「お父さん、仕事中か」

「そうじゃない？　しばらく帰ってないけど。きっと愛人のマンションね」

「おい」

　俺は麦茶をこぼしそうになった。雫は平然と、

「本当よ。前に愛人だって紹介されたから。確かに美人だったわね」

「いくら何でも冗談だろ」

「違うわよ。事実」

「お母さんなにやってんだよ」

「母も実業家。ツバメはいないはずだけど、単に仕事が楽しいからじゃないかしら。東南アジアで買い付けしてるはずね」

「……じゃあ会長は、ずっと一人なのか？」

「中学に入るあたりから、こんな感じね」

　雫しずくはなんかハーブティーを冷やしたものを飲んでいた。動きにも台詞せりふにも、よどみがない。

　普通は家庭環境がこんなんじゃグレてしまうだろう。俺おれが同じ立場なら、家中のガラスを割って精神を安定させそうだ。しかし、彼女にはそんな雰囲気が微み塵じんもない。悩んだとは思うのだが、自分の中で折り合いをつけてしまったらしい。どんな精神力なんだ。それともこんな人生が、精神力の方を育てたのだろうか。

　いやでも、このひねくれたっていうか冷徹な性格になったのも、うなずける話だ。俺は冷房が急に寒く感じられた。

「なに考えているのかしら」

　雫が訊きいてきた。ぎく。

「あまりいいことじゃなさそうね」

「どうでもいいじゃねえか」

　俺はごまかした。本音を言うわけにもいかない。

「あー、そういえば会長って、小さいころは芸能界にスカウトとかされたんだろ。なんで行かなかったんだ」

「あら。行って欲しいの？」

「そっちのが向いていると思うんだが」

　なにしろ美人だしな。子供に美人もなにもないが、こんだけ顔形がいいなら、テレビ映えもするだろう。

「興味がなかったからよ。私は普通の高校生が一番いいの」

「みんなあんたのこと完かん璧ぺきだって言ってるぞ。普通じゃないだろ」

「完璧ねえ」

　なんだか興味なさそう。雫はグラスをテーブルに置いた。

「高校生の完璧なんて、たかが知れてるわよ。ちょっとスポーツができて、勉強ができるだけでしょう」

「全教科満点で運動も男顔負けなんて、そうそういねえよ」

「日に本ほんは広いわよ。いるかもしれないじゃない」

「いねえと思うけどなあ」

　目の前の女は、奇跡みたいな存在である。ケンプファーじゃなくたってびっくりなのだ。一億人に一人いれば多い方だろ。当人はそう思っていないみたいだが。

「みんなそんなこと言うのよね」

　実につまらなさそうな口調だった。

「たかが女子高生一人捕まえて、オーバーじゃないかしら」

「先生だって評価してるんだろ」

「ええ。大学は東大か京大にしろだの、いっそ海外にするかだの、そんな話ばっかり」

　そういえば雫しずくは高校三年生なのだ。普通は進路を考えるはずだ。

「私の意思は考慮しないのかしら」

　わずかにため息をついている。あまりらしくない仕草だ。

　雫は完かん璧ぺき人間だから、どんな進路になったって頂点を極めるだろう。それこそ芸能界だろうと学がく究きゆうだろうと。でも確かに、これらは彼女の意思というよりは、周りの希望だ。希望通りにするのも悪くないってのは、俺おれみたいな人間の取る道なんだろうか。

　とりあえず訊きいてみる。

「会長はどうしたいんだ」

「なにが希望だと思う？」

「質問で返すなよ……噺はなし家かか？」

「女には狭い世界なのよね」

「モデルにでもなるか」

「見られて喜ぶ欲求は、別にないわ」

「じゃあ分かんねえよ」

　自分以外のことじゃなあ。自分自身のこともよく分からんのに。

「そうね……」

　雫はふと笑った。

「お嫁さん、かな」

「……なんだそりゃ」

　意外さが先に来た。小学生低学年女子の希望じゃねえか。政治家とか独裁者とかあんだろ。

「おかしくはないでしょう。女の子の普遍的な欲求よ」

「普遍的なんて言葉を使う女に相応ふさわしいかよ」

　小さい女の子が使うから可愛かわいいのだ。雫しずくが言うと夢と現実がごっちゃになっていて、訳が分からん。

「相応ふさわしいかどうかはともかく、一度は考えるものよ」

「相手はいんのかよ」

　雫はくすりとする。

「誰だれかしらね」

「いなかったら意味はないだろ」

「そうね。じゃあ、いるわ」

「そいつによろしく言ってくれ」

　俺おれは強引に話題を終わらせた。悪い予感がしたんだよ。

　雫は苦笑して、俺のグラスに麦茶を注いでくれた。最近よく笑うようになったな。シチュエーションはともかくとしても。

「……ま、ケンプファーなんてものになったから、将来のことは不透明になったわね」

　そこは同感だ。雫だけじゃなくて、俺や紅あか音ねや水み琴ことにも、等しく来る問題だろう。それに、白のケンプファーの一団にも。

「ところで瀬せ能のう君」

「ん？」

　俺は氷をかじりながら聞き返した。

「今日はこれからも暇？」

「まあな」

　ぼんやりすることにしたんだから、暇である。旅行に行く金もない。群ぐん馬まで使った。

「テーマパークから帰ってきてから、なにもしてないの？」

「そうじゃねえよ。出かけていた」

「旅行とかするのね」

「しねえよ……群馬に行くって旅行なのか」

　なんとなく発した言葉だったが、雫は逃さなかった。

「群ぐん馬ま県けん？　親しん戚せきでもいたの」

「いない。誘われたから行った」

　それほど隠すようなことじゃないから、きちんと言う。雫は別に普通である。

「……聞いていいかしら」

「なにを」

「誰と行ったの？」

「水み琴こと」

　がちゃっと音がした。雫しずくが荒っぽくグラスを置いたのである。当人はそのつもりはなかったのかもしれないが、かなり大きく響いた。

　テーブルに液体が広がる。

「おい、こぼれたぞ」

　雫は気にしていない。もしかしたら、こぼれたことに気づいていないんじゃないだろうか。

「近こん堂どうさんとなにしたの？　泊まり？」

「なにかしたってわけじゃねえよ。日帰りだったし」

「なにもなしで帰ってくるわけないでしょう」

　どうしてこんなに食いついてくるんだ。俺おれは釣り針垂らした記憶はないんだが。

「カレーを食べに行ったんだよ。あいつ強引だから」

「カレーなんか私がいくらでも作ってあげるわ。本当にそれだけ？」

「それだけ……あ」

　記憶が一つよみがえる。カレーをしこたま食わされたときにされたこと。

「なに？」

　雫がわずかながら身体からだを乗り出している。ほとんど見ない反応だ。

「……なんでもない」

「そんなことないはずよ。答えなさい」

　まるで警察の尋問だ。有無を言わさない口調ってのはこういうことを言うんだろう。これじゃなにもしてなくても、喋しやべってしまいそうだ。冤えん罪ざいの温床である。

「答えるったって……」

「なにをしたの」

「したんじゃなくて、されたんだ。キスを……」

　ああ、言ってしまった。

　雫の顔つきは変わらない。もちろん、紅あか音ねみたいに変身したりもしない。ほんの少しだけ雰囲気が変わったようだが、すぐに元に戻った。

「ふうん……瀬せ能のう君は近堂さんとキスをしたのね」

　ソファに深く腰かけて、腕組みをしている。何な故ぜか俺が慌てた。

「いやあれは事故……じゃないかもしれないけど、そんなもんだ」

「あの娘こ、ひょっとしたらファーストキスじゃないかしら」

「そう……らしい」

「ファーストキスがナツルねえ。近こん堂どうさんはさぞかし気持ちよかったでしょうね」

　いつの間にか俺おれのことがナツルになっている。どういうこった。

　だが抗議しようとしても、言い出せない雰囲気だった。

「気持ちなんか知らねえよ」

「私はナツルとキスをしたとき、気持ちよかったわよ」

「……」

　そういえば俺のファーストキスはこいつに奪われたんだった。強ごう姦かん魔まが自慢しているのと同じじゃないのか、これ。

「あなたはどうだったの？」

　どうと言われましても。

　感想なんかないぞ。唯一あるのは、カレーの味だってことだ。水み琴ことも同じことを言っていた。食べた直後だもんな。

　雫しずくは腕組みをしたまま、俺を睨にらんでいる。おかげで麦茶に手がつけられなくなった。なんで俺が小さくならなきゃならんのだ。そもそも俺が誰だれとキスしようと勝手じゃないか。本当は沙さ倉くらさんがよかった。

「あのなあ、会長……」

「幼なじみっていいわね」

　いきなり変なことを口にする。

「そうやって簡単に距離を縮められるから。あたしもナツルの幼なじみに生まれたかったわ」

　訳分からねえよ。俺だってこんな家に住める人間になりたかったぜ。

　彼女は腕組みを崩さない。ただ、仕事をしくじった経営者のような雰囲気だった。

「……彼氏が少しくらい浮気したって、へこたれるような性格はしていないつもりだけど」

「なんだそりゃ」

「むかむかするのはどうにも止めようがないわね。嫌になっちゃう」

　謎なぞかけみたいだ。つまり雫は精神が安定していないと言うことだろうか。客船のもやい綱より太い神経してるくせに。

　よく見てみると、指は腕組みした腕をとんとん叩たたいている。モールス信号を送っているようではないから、心の動きなんだろう。足もなんだか貧乏揺すり寸前みたいだ。

「……えーと、怒っているのか」

「そういうことじゃないわ」

「むかむかするって……」

「そうね」

　わあ。なんか話が通じないぞ。

　視線が痛い。悪いことなんかしてないつもりなのに、非難に晒さらされている気分。むしろ小学校の習字の時間に、俺おれが書いたものがクラスを代表して「ここをこうして直せ」と言われているようなものだろうか。

「ナツル」

「おい。名前を呼び捨てって……」

「ナツル」

「……はい」

　迫力にやられた。こいつにかかると俺なんて、殺虫剤を前にしたハエより儚はかない。

「幼なじみだからデートしたの？」

「カレーに誘われたんだよ」

「そんなにカレー好きだった？」

　好きじゃないけど。水み琴ことは強引なんだよ。雫しずくだってそうじゃないか。

　なんかみんな俺をどっかに引っ張って行こうとするんだ。なんで？　遠くに連れて行くと賞金でも出るの？　ああいうのはデートじゃなくて誘拐だろう。












　雫しずくがふう、とため息をつく。

「……純情な幼なじみに勝つって、難しいのね」

「なんだよ勝つって。戦争じゃないんだから」

「似たようなものよ。近こん堂どうさんは強敵ね……それでおしまい？」

「終わりって言ったら終わりだけど……」

　俺おれは台詞せりふを濁し気味にしたが、雫は逃さなかった。

「まだあるんじゃないでしょうね」

「水み琴ことは……それほど……。ただ……あー、紅あか音ねちゃんとね」

「美み嶋しまさん？　あなた何人の女の子に手を出すつもり？」

「出してない！　たまたまだし、なにもしてねえよ。昨日盆踊りに行っただけだ」

「ああ、そういえば星せい豊ほう神社でやっていたわね」

「詳しいな。二人で行ってきただけ」

「なにをしたの？」

　なんか目つきが鋭くなる。一見普段と違うところはないんだが、こいつの場合は針みたいな視線が飛ぶのだ。マゾならきっと喜ぶだろう。

「なにも……」

「美嶋さんとキスしたんじゃないでしょうね」

「してねえよ。しそうにはなった」

　つい正直に喋しやべってしまった。

　雫はまた、今にも深いため息をつきそうであった。しなかったのは、やっぱり精神力が上回ったんだろう。

「本当に、嫌になっちゃう」

　俺は別に。雫に嫌われるなら、むしろ歓迎ではある。

「あなたの想像しているのとは違うわよ。立場の弱さね。自分を呪のろいたい気分」

　俺は別に、自分を呪いたくはないなあ。突発的に自分の馬ば鹿かさ加減を罵ののしりたくはなる。というか、しょっちゅうある。

「幼なじみに好みの女ね……私が一番不利じゃない」

「おい、なに言ってんだ。意味不明だぞ」

「いいのよ。理解を期待してないから」

　微妙に馬鹿にされた気がする。

「ファーストキスを奪ったくらいじゃ駄目みたい。もっと別なことが必要かしら」

　さりげなく恐ろしいことを言ってないか。今度は命を取られそうな予感がする。

　いくらなんでも雫しずくが命を取るとは思えないが、近い事例は存在する。聞いた話だが、二年前の星せい鐵てつ学院にたちの悪い教師がいたらしい。えこひいきが激しくて、女子生徒にはセクハラまがいのことをする。昨今の教師残酷物語とは、正反対の路線を突っ走っていた。

　生徒から相談を受けた雫は「ちょっと待ってて」と言ってその日は早退。翌日に件くだんの教師は辞職したという。雫がなにかしたのは確かで、噂うわさだと弱みを握っていて校長に免職を要求したらしい。辞職ですんだ見返りとして現在のような自治が確立されたというのだから凄すごい。その教師はそのままでもいずれ退職させられたんだろうが、おかげでみそがついたあげく半年後に痴漢行為で捕まったとかなんとか。

　俺おれまで同じ目に遭わされてはたまらん。やっぱセクハラの疑いとかかけられるんだろうか。

　彼女は黙ってお茶を飲んでいる。今のところ俺の命に別状はない。ほっ。

　雫がちらりと窓の外を見た。同じように見てみると、だいぶ太陽が傾いていた。もう夕方か。早いな。

　俺は目を戻したんだが、雫は眺めたままだ。

「鳥でも飛んでいるのか」

「……まずいわね」

「なにが」

「見張られているかも」

　ぎょっとした。見張られているって？

「誰だれかがこの家を監視してるってことか」

「そんな気がするわ」

「……ひょっとして、白のケンプファー？」

「かもしれないわ」

　そりゃ大変だ。今までケンプファー同士の戦闘は、相手の自宅ってのがなかった。唯一、沙さ倉くらさんのマンションがあったが、あれっきり。俺たちも襲撃する気はなくて、一種の「してはいけない暗黙のライン」みたいなのがあったんだが、そうじゃないとなると、どんどんエスカレートすることになる。果ては化学兵器か核攻撃か。

　敵はどこにいるのだ。それと、発見したはずの雫はなんで落ち着いているんだ。

「会長、だったら早いとこ紅あか音ねちゃんや水み琴ことを呼ばないと……」

「呼んでどうするのよ」

「味方が多い方がいいだろ」

「ああ。なるほどね」

　彼女は時計を見た。なんというか、緊張感がまるでない。

「そろそろ夕食の支度をしないと」

　そう言って、彼女は立ち上がる。ああ、そうか。俺おれと同じで一人暮らしだもんな。でもそんなことしてる場合か。

「白のケンプファーはいいのか」

「ナツルはなに食べたい？」

　いきなり訊きかれたよ。

「……夕食作るんなら、邪魔だろうから帰るよ」

「ナツルも食べて行きなさい」

　え。そんな当然のような言い方されても。

「悪いよ。それに敵が」

「別に手間は変わらないわよ。一人暮らし同士、いいじゃない」

「家におかずあるから」

「カレーでしょう」

　はい、その通りです。もう完全に俺のことを把握しているよな。蜘く蛛もの巣に絡まった蝶ちようみたいだ。

「材料、一緒に買いに行きましょう」

「俺も？」

「命令口調じゃなきゃ行ってくれないの？」

　そんなことないけど、雫しずくにいいように振り回されているのが気になるんだ。それに何度も言うけど白のケンプファーがだな。

　もっともそんなこと口にしたところで、どうにかなるってもんじゃない。俺は粛々と従うしかなかった。




　スーパーマーケットは近くにはなく、結構歩かなければならなかった。地下鉄とは反対方向。

「こんなに遠くにあって、不便じゃないのか？」

「ここの人たちは車を使うから」

　なるほど。俺たちはそうはいかないもんな。

　雫は外に出てから何回か周囲を見回したが、やがて止めた。敵はいなくなったんだろうか。

　スーパーは意外と大きく、住んでる人間のグレードに合わせてか、食材も高めなのが並んでいる。もっとも安いのもちゃんとあって、そのあたりは使い分けなんだろう。

　雫しずくはカートにカゴを載せた。押すのは俺おれの役。

「召使いみたいだな」

「むしろ、新婚家庭の旦だん那なさんじゃないかしら」

　怖いこと言うな。

「敵が襲ってくるかもしれないから、そのときはカゴの中身を守ってね」

　俺より食材の方が偉いみたいだな。

　野菜コーナーから肉、魚へと移動。彼女は慣れた手つきで食材をカゴに入れていく。

「よく来るのか？」

「ええ。あまり冷蔵庫には溜ためない方だから」

「遅くまで生徒会の仕事をしてるだろ。よく自炊できる暇があるなあ」

「生徒会って言ったって、たかが知れてるわよ。星せい鐵てつは生徒会の権限と生徒の権利が大きいから他校よりは忙しいでしょうけど、それでも社会人に比べればたいしたことないと思うわ」

　時々思うんだが、雫のこういったリアリズムには感心する。自分のやっていることを凄すごいとか偉いなんて、ちっとも考えてないのだ。学生という立場がよく分かってるんだろう。こんなこと言ってる俺も、実はぴんときてないというのに。

「手抜きでいいなら、料理は早くできるわよ」

「じゃあ今日も手抜きなんだ」

「それははどうかしら」

　含みのある台詞せりふである。

　雫は豚のブロック肉になんか数種類のスパイスを買っていた。あと色々。

　妙に量が多い。二人だけじゃ食べ切れねえぞ。

「ナツルは和食派だったかしら」

「そういうわけじゃないけど」

「なら、これでいいわね」

　スーパー内は子連れが多くて、やっぱり同じように食材を選んでいた。幼稚園くらいの男の子が「あのお兄ちゃんたちなに」なんて言って、母親らしき女性が「新婚さんっていうの」とか返事をしていたが、心臓に悪いから止めて欲しい。こんな若い新婚がいるか。

「……そういや会長」

「なあに？　お菓子買う？」

「小学生か。……買うけど。そうじゃなくて、敵はどうしたんだ」

「そんなのもいたわね」

「いたわね、じゃねえよ。どこで襲われるか分からないだろ」

「別に襲ってこないわよ」

「あり得るぞ」

「ないわ。だって白のケンプファーじゃないから」

　なんだって。違うのかよ。

「噓うそついたのかよ」

「噓じゃないわよ。見張られていたのは確かなんだから」

「どういうことだよ」

　雫しずくは俺おれの背後を指さした。

「ああいうこと」

　慌てて俺は振り返る。そこには見覚えのある女の子が三人、並んでいた。

「いえーい、ナツルたん」

　三人を代表して、副委員長さんがＶサインをした。




　あまりのことに俺は惚とぼけてしまったが、誰だれにも責められないと思う。自己責任の範はん疇ちゆう外だ。女子部の二年四組の三人が神出鬼没なのは知っていたが、なんでこんなスーパーにまで。

「瀬せ能のうさんは不思議に思っているようですが」

　代表して会計さんが言った。

「私の家は生徒会長の家の斜はす向むかいにあるのです」

「……へ？」

「つまり、出入りの様子がずっと見られていたと」

　俺は雫の方を向いた。

「じゃあ監視されてるみたいってのは……」

「そういうこと」

　うわあああ。俺は頭を抱えた。

　よりによってこの三人か。一難去ってまた一難どころか、去っていないのに一難が来た。数日おきに台風に直撃されているようなものだ。不幸の佃つくだ煮にである。

　一昨日群ぐん馬まで会ったばかりだぞ。もう夏休み明けまで顔を合わせることはないだろうと思っていたのに。

「会長は、会計さんの家が斜向かいだって知ってたのかよ」

「当たり前じゃない。知っていたわ」

　当然のように言われる。

「せめて教えてくれたって……」

「どうして男の瀬せ能のう君に教えるのよ」

　男、のところに若干の強調。確かに、ここではそう言っておかないとまずいよな。でも二人っきりのときに教えてくれてもいいじゃないか。

　きっと本音は「聞かれなかったから」「知っていると思った」なんて理由に違いない。あるいは俺おれが仰天しているのを楽しみたいからとか。これが一番ありそう。

　委員長さん以下三人は、俺が泡を食っているのを眺めている。

「しかし会長はともかく、瀬能さんとは驚きました」

「うんうん。ナツルたんは意外だよねー」

「これは金の匂においが」

　会計さんはすぐこれだからな。

　こうなったら、今さら逃げも隠れもできない。よっぽど「実は借金の形にとられて、会長に奴隷同然に酷使されている」と言おうとしたが止めた。信じられたらそれはそれで困る。

「やはりあの噂うわさは正しかったようですね」

　と委員長さん。念のためにおれは訊きく。

「噂ってもしかして……」

「会長が瀬能さんと付き合っているという噂です」

「いや、あれは……！」

「そうよ」

　雫しずくがあっさり認める。ぎゃー。

「会長、止めろよ！」

「隠したってしょうがないでしょう」

「隠すもなにも……」

「やはりそうでしたか」

　委員長さんは深くうなずいた。思った通りだと言いたいのだろう。

「沙さ倉くらさんから『雫ちゃんに彼氏ができた』とメールが回ったのです。大ニュースなので、夏休みなのに新聞部に問い合わせが殺到したそうです。男子の瀬能さんだと知ったら、驚く人がまた出るでしょう」

　そりゃ驚くだろうよ。立場が違ったら、俺だって腰を抜かしているだろう。

「最初は、銀行員か官僚が相手だと思ったんだけどねえ」

　副委員長さんはいかにも楽しそうだ。彼女は事態がこんがらがるのが好きだから、嬉うれしくて仕方ないのだろう。

「大穴だね。地下賭と博ばくで波乱発生だ」

　また賭かけていたのか。雫しずくの彼氏がそんなに興味深いのか。

「ところで……」

　会計さんが、俺おれたちをじろじろ見た。

「お二人は買い物なのですか」

「そうだよ」

「ほう。ここはスーパーで、扱っているのはもっぱら食材です。時間を考えると夕食の用意。ということは」

「ナツルたん、会長の家でご飯だー」

　副委員長さんがうははと笑った。「ナツルたんスケベー」とも言ってるが、そりゃ関係なかろう。

　委員長さんは感心したように、

「もうそんな仲なのですね」

「ええ」

　雫はすぐに肯定。

「私たち、どっちも一人暮らしなのよ。こういう関係になるのも必然じゃない？」

「それで会長が夕食を作るんですか」

「そういうこと」

　なにがそういうことなんだ。どんどん事態が悪い方へ進行しているぞ。ねえ、誰だれも俺の言い訳を聞いてくれないの？

「あのなあ会長」

「なあに、ナツル」

　にこやかに言われ、俺は二の句が継げなくなった。

「やはり名前で呼び合っているんですね」

「ナツルたん、嬉しそうだねー」

「瀬せ能のうさんはなんと呼んでいるんです？」

　うわ。また三人に材料与えた。このままだと、学校がはじまる前に俺の命が尽きるんじゃないのか。ここから逃げ出して気持ちを落ち着けた方がいいかもしれん。

「あなたたちも一緒に食べる？」

　雫しずくが余計なことを言いだした。委員長さんが意外そうに、

「いいのですか？　さすがにお邪魔なのでは？」

「いいわよ。どうせ斜はす向むかいからこっちを見てるつもりなんでしょう」

「さすがに家の中まではちょっと。出入りを監視してましたが」

「一緒に食べなさい。作る手間はそれほど変わらないわ」

　三人は喜んで「ぜひ」と返事していた。

　この一緒には、当然俺おれも入っているんだろうな。聞かなくたって分かるよ。




　俺は最悪な気分を四倍にしてスーパーを出た。これが沙さ倉くらさんとならこの世の天国でいつ死んでもいいと思っただろうが、今は地獄に等しい。いつ死んでもいいや。

　合計五人でぞろぞろ歩く。道すがら聞いたんだが、委員長さんたちは昨日群ぐん馬まから帰ってきて、今日は会計さんの家で反省会をしてたとか。なんの反省だよ。

　そこに俺と雫がのこのこ現われたものだからさあ大変。反省会は中止して、急きゆう遽きよ監視態勢にシフトしたとのこと。

「近こん堂どうさんと群馬に行って、すぐに会長とは瀬せ能のうさんも隅に置けませんね」

　そんなことを委員長さんは言っていた。放っておいて欲しい。

　しかし、普通こうなると女の子ってのは浮気だなんだと騒ぎそうだが、この三人はそうでもない。どうやら俺のことを虫が求愛してるくらいにしか思っていなさそうだ。ある意味助かってはいる。

　委員長さんたちはいったん会計さんの家に戻った。すぐに出てくる。

　雫の家は、三人くらい増えたところでどうってことなかった。きっと会計さんの家もこんな感じなんだろう。

「料理作るから、何人か手伝ってくれる？」

「はい」

「やるー」

「お手伝いします」

　なんと三人とも料理を作るらしい。このあたりはさすが女の子だ。日ひ頃ごろはいかがわしい食べ物を仕入れてくる会計さんも、この日だけはちゃんと働いていた。

　全員エプロンをつけた。おい、みんな似合うぞ。どうしたことだ。

　この家のキッチンは、四、五人が同時に入っても楽々動けるスペースがある。オール電化で、古ぼけたコンロが轟ごう々ごうと炎を上げるうちとは全く違った。

　あっという間に食材が切られ、鍋なべやフライパンに投じられる。俺もなにかしようと思ったが、大きいテーブルを出して皿を並べることすら女の子がやってくれるので、役立たずと化した。そしてここから逃げ出す度胸もない駄目人間。

　炊飯器がぴぴぴっと電子音を立てる。いつの間に米を研いだんだ。

「ご飯あるけど、基本は中華だから」

　雫しずくが言う。

「お味み噌そ汁しるじゃなくて、卵スープよ」

　そうか、この匂においは中華のスパイスか。

　ご飯は副委員長さんがよそった。まだ俺おれはなにもしていないんだが、よそうたびに「あちょー」とか呟つぶやくのはどうなんだ。

　テーブルの上に皿が次々に並べられる。チンジャオロースに豚の角煮、春巻き、中華風サラダ。ご飯とスープ。

　いくら人手があったとはいえ、よくこんなに作ったな。出来合いの総菜が一つもない。ちょっとしたレストラン並だ。

「ほとんど会長がやりました」

　委員長さんは感心していた。

「あの人は凄すごいですね。手つきも慣れているし、調理によどみがありません」

「だろうなあ」

「尽くしてくれそうですから、瀬せ能のうさんは楽ができますよ」

　だから付き合ってるわけじゃないっての。

　飲み物も用意された。麦茶とペットボトルのジュース。もしかしたらジューサーで作るんじゃないかと疑ったが、さすがにそれはなかった。

「さ、食べましょう」

　雫がエプロンを外す。みんな座っていただきます。

　女の子の食事は明るい。二年四組の三人は変わっていて、蛍光灯に対する古テレビのコンデンサーが火を吹いたような明るさだが、それでも場が盛り上がるには変わりない。

　唯一の男としては、小さくなりながら卵スープをすするしかないのだ。沙さ倉くらさんもいないし。

「ところで……」

　委員長さんが、春巻きを食べながら言う。

「瀬能さんは、いつ会長と付き合うことにしたんですか？」

　来たよ。女はこの手の話が大好きだ。

「いつだったかしら」

「なんで会長が答えるんだよ！」

「じゃあ、あなたが言って」

　いつだったかなあ……って、だから付き合ってないんだって。

　だが委員長さんたちは興味津々だ。俺おれが否定しても信じそうにない。

「私の推理では、期末テストよりは前なのですが」

　会計さんがなんか手帳を取り出した。

「美少女研究会、及び三さん郷ごう雫しずく様に罵ののしられる会のデータによると、文化祭よりも前に、会長が男子部二年四組を訪れています。ですがこのときは沙さ倉くら楓かえでさんと一緒だったので、まだ付き合っていない可能性が高いです」

　なんでそんなデータがあるんだ。雫の前で非合法部活動の話をしていいのか。ああもう、突っ込みどころが多すぎる。そして突っ込んでも事態は変わりそうにない。

「しかもそのころ、一年生の近こん堂どう水み琴ことさんが復学しています。今思うと、火種は十分でした」

「勝手なことを」

　火種って、江え戸どの大火みたいじゃないかよ。町火消しを呼んでこい。

「あたしの想像だと、もうちょっとあとだな」

　副委員長さんはペットボトルのコーラをラッパ飲みしていた。自分の分とか言って買い込んでいたと思ったら、こんなことするのか。

「会長の仕事が忙しくなったあたりで、男のナツルたんが疲れたところにつけ込んでってのが、ありがちな話だよ」

「ねえよそんな話！」

「最近生徒会が忙しかったのは……文化祭だ。文化祭が終わったあたりから付き合いだした。どう？」

「外れだよ。俺は会長とは付き合って……」

「惜しいわね」

　俺は最後まで言えなかった。会長の言葉がかぶさったのだ。

「そこではキスしたのよ。残念だけどそれだけだった」

　きゃあ、とか三人が騒ぐ。なに女らしい声出してんだよ。それより残念ってなんだ。

　副委員長さんが身体からだを乗り出す。

「キスだけ？　ほんとに？」

「デートはしたわよ」

「他には？　他には？」

「押し倒されたことがあったわね」

　またきゃーとか悲鳴。叫びたいのはこっちだよ。

「ナツルたん押し倒したんだ。やるう」

「強ごう姦かんですね」

　どうして会計さんは直接的なんだ。ここで俺おれは、ようやく言葉が出てきた。

「別に強引に押し倒したわけじゃない！」

「押し倒すというのは、強引さを伴うのですよ」

　会計さんが冷静に指摘する。それはそうなんだが。

「でもナツルは風ふ呂ろ上がりの私を押し倒したわ」

　と雫しずく。

「あれは襲ったのよね」

「でもなにもしなかったぞ」

「私を脱がしたわ」

　えー、と声。くそ、三人とも非難めいた口ぶりのくせに、目が輝いてやがる。

「そんなにたまっていたんですか」

「いやー、これはレイプだ」

「瀬せ能のうさんは会長の服を破ったんですね」

　おいこら。最後は違うぞ。

「びりびり破ったんじゃないぞ。会長が自分から脱いだんだ！」

「脱がないともっとひどい目に遭わせるって脅すから」

「してねえよ！」

　しかし、委員長さんたちは信じてくれなかった。と言うより、信じる気がなかったんだろう。二択だったら、よりややこしくなる方を選ぶのが彼女たちの常だ。

「瀬能さんは意外と暴力的……と」

　会計さんがメモ帳に書き込む。こら、どこかに売り込むんじゃないだろうな。

「会長はドメスティックバイオレンスの被害届を出した方がいいのでは」

「これも愛情の形態でしょう。私が矯正するから大丈夫」

　だからなんで付き合っていること前提なんだよ。

　俺は深呼吸した。四対一で俺が不利だ。真実のためにはこれまで以上の力を発揮しなければならない。

「みんな聞いてくれ。俺には特定の彼女はいない」

「特定じゃない彼女はいるんですね」

「フィギュアとか？」

　委員長さんと副委員長さんが余計なことを言う。違う。造形物に愛を注ぐ趣味はないのだ。

「混ぜっかえさないでくれ。俺おれの心の恋人は……沙さ倉くらさんなんだ」

　一応衝撃の告白のつもりなんだが、全員ぴくりともしなかった。

「だからどうしたんですか」

「ナツルたん、それはつまんないよ」

「美少女研究会の調査によると、男子部の二十二パーセントが沙倉さんになんらかの憧あこがれを抱いていると思われます。これは会長の二十四パーセントとならんで最大級であり、どちらにも憧れている人間を含めるとさらに多くなります」

　えーと、つまり普通すぎてどうでもいいってことなのか。

　しかしだな、俺はクラスで「沙倉楓かえでと三さん郷ごう雫しずく。彼女にするならどっち論争」が勃ぼつ発ぱつするたびに、沙倉さんを推していたのだ。美しさ、優しさから言っても雫を上回るのは明白な事実だ。なんか最近は、沙倉さんに呼び出されて妙なことを吹き込まれたんだが、まあそれはいい。

　とにかく俺にとって、沙倉さんへの恋心は貴重なアイデンティティなのである。いくら最近、踏みにじられてばかりだとしても。

「いまさら沙倉さんはないな」

　副委員長さんが早くも純情を挽ひきつぶした。

「あの娘こが特定の彼氏作るわけないじゃん。それより会長の彼氏になったんだから、もっと喜べば？」

「なってないの。俺は昔っから沙倉さんになあ……」

「昔といえば、近こん堂どうさんはどうしたんですか」

　横から委員長さんが口を挟んだ。

「群ぐん馬ままでデートしたのでしょう」

「あれはデートっていうか」

「キスしましたよね」

　俺はぎょっとした。こら、なんてことを。

「いや、あれは……」

「キスです」

　委員長さんは、なんか犯罪を追及する検事みたいだった。

　俺はそっと雫を確認したが、予想外に平然としていた。

「近こん堂どうさんとは幼なじみなんですよね」

「まあな」

「群ぐん馬まに行ってきたのは一昨日だというのに、もう捨てたんですか」

「捨てたわけじゃない！」

「じゃあ二ふた股またですね。呆あきれたものです」

　呆れたような感じはしない。むしろ思った通りの回答を引き出して満足そうだ。それにしても事実とは違う。

　委員長さんが自分のバッグをたぐり寄せた。

「実はさっき、こんな写真を持ってきまして」

　やめろ馬ば鹿か、と言おうとしたが遅かった。

　彼女は俺おれと水み琴ことがキスした写真を取り出していた。

「ほら会長、こんな風にばっちりと」

　雫しずくは受け取った。ひい、怒り出すんじゃないのか。

　彼女はなんの感慨もない表情で写真を見ていた。

「よく撮れているわね」

「ばっちりです。そのためにライティングまで研究しました」

　そうだったのか、座る場所まで指定されたからな。

　雫はじろじろ写真を眺めている。理系の研究者みたいな態度だ。

「舌は入っているのかしら」

「どうでしょうか」

　入っていません。

「これ、もらっていい？」

「どうぞ。いくらでもコピーできますから」

　なんでもらうんだよ。妙なコレクションをしているんじゃないだろうな。

　それにつけても冷静な態度である。さすがの委員長さんも不審に思ったらしく、

「いいんですか、その写真」

「呪のろいに使ったりはしないわよ」

「怒ったりしませんか」

「そうね。少しは嫉しつ妬ともするけど」

　雫は早くも料理を食べ終わっていた。

「多少の浮気くらい許さないとね」

　これには委員長さんたちも、正真正銘驚きよう愕がくの声を上げた。

「そこまで言ってしまうんですか」

「会長、それは男に都合のいい女だよ」

「今の発言は記録して、データベースに保存します」

　雫しずくは特にいつもと変わりない。興奮したりもしていない。

「だって近こん堂どうさんは幼なじみなのよ。向こうが有利なのは仕方ないわ。むしろナツルとキスだけで終わったんだから、よしとしないと」

「また近堂さんとキスしちゃうかもよ」

　と副委員長さん。

「別にいいわ」

「ほんと？」

「付き合っているのは私だから」

　なんだこの自信満々な台詞せりふは。

　ここまでくると神々しさまである。断言の仕方が並ではない。将来はトレーダーになったらどうだろう。絶対に損しない相場師なんていないと思うが、この態度に顧客は金を預けるぞ。

「いやー、ナツルたんモテモテだね」

　副委員長さんの台詞に、皆うなずく。

「あの三さん郷ごう雫会長がここまで言うんだから、星せい鐵てつで一番の幸せもんだよ。やったね。男子部にバレたら大変だ」

　本当に殺されるかもしれないから止めて欲しい。

　しかし、俺おれが一番不幸だろう。こんなモテ方は欲しくなかったんだが。

　そりゃ振り返ってみれば、最近は女に縁があるっていうか俺自身が女になったりもしたんだが、これはいいことなのか。むしろ毎晩枕まくらを濡ぬらす回数が増えただけだぞ。

　逆に女の子たちにとっては、格好の話題であるらしい。いつも落ち着いている会計さんですら、ときおり興奮したように喋しやべっている。

「でも、会長はなにがよかったんですか？」

　と委員長さん。

「なにが？」

「瀬せ能のうさんのことです」

「好きになるのに理由はいらないわよ」

　前にも同じようなこと言ってたな。

「でも、そうね。ナツルがよかったのはあるわね」

「どういう意味です？」

「知ってると思うけど、星せい鐵てつの人は生徒も教員も、私のことをちゃんと生徒として扱ってくれないのよ」

「そうですね」

「別に構わないんだけど、やっぱり、ちょっとね」

　でも仕方ないと思うんだが。

　何度も言っているが、雫しずくはパーフェクトソルジャーである。本人が完かん璧ぺきな上、どんなトラブルにも対処してしまうからみんな頼るのだ。生徒のことは彼女に任せておけばどうにかなる。もちろん失敗もあるが、不満を最小にして着地させる方法が実にうまいのだ。トラブルシューティングに優れている。

　これだけ実績を残しているんだから誇ってもいいはずなんだが、当人は「しょせん高校生レベル」と自慢する気配もない。そしてこの冷静さもまた、信頼されていたりする。

「私はただの高校三年生よ。なのにみんな、万能会長とか完璧人間とか、そんなのばかり。まともに喋しやべってもくれないわ。敬語ばっかりなの」

「だって三年生で一番年上なんだろ」

　つい口を出してしまった。雫は肩をすくめ、

「同学年の男子や女子もそうなの。男の子なんか私のことを『雫様』よ。神社のご神体みたい。会話をするだけで身構えるし」

　雫を崇あがめている生徒は多いからなあ。『三さん郷ごう雫様に罵ののしられる会』が有名だが、中には一日数回、雫がいる教室に向かって拝む地下部活動も存在するらしい。宗教かよ。

「ナツルと話していると、そんなことはないわ」

「いや、俺おれも身構えてるぞ」

「あなた、私を崇めてないでしょう」

「当たり前じゃないか」

「そこがいいのよ。その当たり前をしてくれない人ばかりなの」

　なんだか理解できん。俺なんか崇められたら、調子に乗って玉座にふんぞり返るぞ。

「なるほど、分かってきました」

　感心する委員長さん。会計さんはまたメモを取っている。東ひがし田だにネタを売りませんように。

「じゃあ会長と瀬せ能のうさんは、理想の関係なんですか」

「私のことを呼び捨てにして欲しいわね」

　心の中じゃしてる。いつだって雫だ。口に出すのはもちろん会長。だって会長だから。

「他に不満はないんですか？」

「そうね」

　少し考えてから、雫しずくは言った。

「キスが下手ね」

　うっ。三人よりも、俺おれが意表を衝つかれた。やべえ、頰ほおが熱い。

「あー、ナツルたん赤くなってるー」

　副委員長さんが目ざとく見つけた。

「別に赤くねえ」

「そんなに下手なんだ。練習すれば？」

「ああなるほど、近こん堂どうさんは練習台なんですね」

　委員長さんは勝手なことを言って、勝手に納得していた。

「うわー、ナツルたん人でなし」

「人間のクズですね」

　誰だれがクズだ、誰が。

　こういう思い込みはどこから出てくるのか。この三人の中では脳内ストーリーが進んでいるらしい。俺と水み琴ことが付き合っていて、練習台にして、雫とも関係を結んでいる。どんなドラマだよ。視聴率取れねえぞ。












　こんなことをいまさら叫んだところで、分かってくれるとも思えない。こうして男は泣き寝入りするしかないわけだ。立派なセクハラだろう。

　食べ物が残り少なくなっていた。俺おれはあまり食べていない。この女どものせいで喉のどを通らなかったのだ。繊細なんだよ俺は。

　雫しずくは食べ終わったし、三人も満足そうだ。食べてないのに空腹じゃなくなったのが俺。

　デザートを食べようなんて言い出している。なんでも会計さんが、家からケーキを持ってきたらしい。いつの間に。

「瀬せ能のうさんも食べますよね」

「春巻き食う」

　せめてもの抵抗というやつだ。

「ほう。つまり会長の手料理が食べたいと」

「ケーキをいただきます」

　前言撤回。隙すきを見せてはいけない。

　副委員長さんが冷蔵庫からケーキを出した。イチゴのショートケーキである。

「ナツルたんは甘いものもいけるの？」

「うん」

　酒飲みじゃないんで。

「女のナツルたんはどうだったかなあ」

「食べるんじゃないの」

　俺のことだし。食えって言われりゃ食べますよ。女の姿でいると甘いものに誘われることが多くて、胸焼けすることもあるけどな。

「そういや、女のナツルたんって、男のナツルたんのこと好きなんじゃなかった？」

「そういう噂うわさもあります」

　会計さんはまたメモ帳を確認していた。よく見ると電卓がついている。これが彼女のデータ元か。

「主に男子部を中心に流れていますね。女子部では『あんな平凡な男にナツル様がなびくはずはない』として、無視する傾向が強いようです」

「そうなんだ……」

　そのことははじめて知ったよ。そりゃまあ、女の俺は女の子の人気が高いが、男の俺が無視され気味とは思わなかった。嫌われているのか。

「しかし、星せい鐵てつ三大美女の一人が男の瀬能さんを狙ねらっているのは、会長としてもうかうかしていられないのでは」

「別に」

　雫しずくはさらりと返答。そりゃそうだよな。

「気にしてないわよ」

「それは浮気を許すという、あれですか」

「そんなとこね」

「でも女のナツルさんは美人ですよ」

「ええ。そこは私も敵かなわないわ」

　あ、薄く笑ってやがる。事情を知ってるもんだから、余裕もいいとこだよ。

　副委員長さんは指を折って数を数えていた。

「じゃあナツルたんは三み股まただ」

「別に嬉うれしくねえぞ」

　雫に水み琴ことに女の俺おれ。どこに幸せを感じろと言うのか。

「あんなに綺き麗れいなのに」

「いや俺は……彼女に興味ないから」

「三股だよ？　やり放題だよ？」

「三股とか言うな。俺は純なの」

「またまたそんなこと言ってー。モテる俺をもっと讃たたえろって感じー？」

「思ってもいない」

「どうせならもう一人くらい増やしちゃおうよ」

　どんな性格だよ。あれか、台風が来ると大喜びで外に出るタイプか。そういえば副委員長さんは、雷が鳴ると絶対に窓を開けて空を観察すると聞いた。

「タコ足配線じゃないんだからよ」

「うちの紅あか音ねちゃんと仲よくなかった？」

「……そうか？」

「話してるのをよく見るって娘こがいたよ」

　こう見えて鋭いもんだから、あなどれないよな。俺は冷静さを装う。

「ああ、図書委員の娘だろ。貸し出しカウンターで話をしたよ」

「学校の帰り道でも見たって聞いたけどなー」

　やけに目撃されてんな。もう少し慎重に行動しろというお告げだろうか。

「ほら、なんていうか……地味じゃん」

「いやー、眼鏡の下はかなり可愛かわいいよ」

　副委員長さんは不敵に笑っている。

「着替えとかで眼鏡を外すけど、かなりイケるよ。眼鏡かけてても可愛かわいいけどね」

　よく知ってるなあ。俺おれの中の副委員長さん像を訂正しないと。

「どうよ、紅あか音ねちゃんは」

「どうよと言われても」

「じゃあありなんだ」

「だからそんなこと一言も言ってないの！」

　さすがに叫んだが、雫しずくが口を挟んだ。

「でも一緒に盆踊りに行ったわよね」

　あまりのタイミングに、俺は絶句する。にやつく三人組。

「とんでもない色事師ですね」

「やっぱりー」

「女の敵ということで、新しく売り出しますか」

　うわああああ。なんでこんなにたくさんバラされてんだ。全部でっち上げだぞ。沙さ倉くらさんとの噂うわさなら、いくらでも流して欲しいのに。

　余計なこと言ったのは雫なのだが、もうケーキを食べ終えていた。俺はスポンジ回りのセロファンすら剝はがしてねえよ。

「会長は怒らないのですか」

　委員長さんも食べ終えている。女は喋しやべりながらでも食事できんのか。天才だな。

「美み嶋しまさんとのこと？」

「もちろん。四よん股またですよ」

　お前たちが勝手にそうしたんだろ。

「何度も言ったけど、気にしてないの」

　そしてさらりと言う。

「絶対私のところに戻ってくるから」

　実に悠然とした、余裕の態度だった。委員長さんたちだけではなく、俺まで感心してしまったくらいだ。たいしたもんだよな。憧あこがれる人間が多いのも分かるわ。

　雫は壁掛け時計を見た。俺もつられる。げっ、もう真夜中だよ。

「片付けましょうか」

　彼女の言葉と共に、委員長さんたちは皿を重ねはじめる。

「ナツルはケーキ食べてて」

　また役立たずだよ。俺は「はい」と返事をして、言われたとおりショートケーキを食べることに専念した。




　これだけ人数がいたせいか、後片付けも簡単に終わった。食器洗い器があるから、手間もかからない。

「では、私たちはこれで」

　委員長さんが退出を告げた。会計さんの家に泊まるんだそうだ。

「じゃあ俺おれ……」

「あら、ナツルは泊まるんでしょう」

　とんでもないことを雫しずくが言った。ええっ、なにそれ。

「お、おい！」

「あらあら。お泊まりですか」

「ひゅーひゅー」

「予想通りです」

　三人がはやし立てる。俺は仰天していた。

「会長、一人暮らしなんだろ!?」

「ナツルもそうでしょう。泊まったって、不都合ないわ」

「そうじゃなくて、男と女が二人っきりじゃないか」

「そうなるわね」

　なんで「今夜の天気は晴れです」みたいな口調なんだこいつ。

　以前沙さ倉くらさんのマンションに泊まったことがあるが、あのときは他にも女の子がいた。それに比べ、今晩は雫しかいない。これがどういう意味か分かってるんだろうか。

　分かってるんだろうな。わざとやってるとしか思えない。こうなったら誰だれだろうと助けを求める。俺はなりふり構わず懇願した。

「なあ委員長さん、泊まっていって……」

「嫌ですよ。会長に迷惑をかけてしまいます」

「ナツルたんとの仲を邪魔したくないなー」

「金を積んでも無駄ですから」

　なんて冷たいやつらだ。それでもクラスメートか。知らないだろうけど、同じ教室で学んでいるんだぞ。

　しかし、たとえ知っていたとしても、俺を一人にしただろう。そういう女たちだ。

　その後も俺は泊まっていくよう頼んだが、完全な無駄に終わった。

「ではこれで」

「頑張ってねー」

「あとで詳しいことを聞かせてください」

　玄関でわざとらしく手を振る三人。俺おれも連れて行ってくれ。

　彼女たちが出ていき、雫しずくは鍵かぎをかけた。くるりと振り向く。

「さあ、寝る用意ね」

「俺、ずっと起きてていいか」

「今晩はサッカー中継ないはずよ」

　テレビ局の馬ば鹿か。肝心なときに使えねえ。

「お風ふ呂ろのお湯、さっき張ったけど」

「入らなくていいよ」

「我慢するの？」

　実はあまり風呂を我慢したくない。入らなくてもいいっちゃいいんだが、シャワーだけでも浴びると、やっぱり違うのだ。

「……入る」

「どうぞ。バスタオルは用意してあるから」

　見透かされていたのか。

「歯ブラシも置いてあるわよ。旅行用の使い捨てだから安心して」

　手回しのいいことで。下手に断ることもできないな。

　俺は雫にバスルームまで案内してもらった。ここもずいぶん広い。うちの倍くらいあるんじゃないのか。浴槽も大きく、ジャグジー機能まであった。

「ここを押すと浴槽の中のライトが点くから」

　雫が操作すると、浴室内の明かりが落ちて、浴槽内が青く光った。

「ラブホテルみたいでしょう」

　行ったことあるのかよ。俺はないぞ。

　礼を言うと、雫には引き取ってもらった。そして更衣室の鍵をかける。

　ちょっと考えてから、カゴやらなにやらをドアの前に積み上げた。雫は鍵開けもできる。こうしないと知らないうちに入られてしまう。

　財布を洗面台において、服を脱ぐ。まさか排水溝から手が出てきて盗んだりはしないだろう。

　それから湯に浸つかった。ふう。やっぱり気持ちいいな。いくら雫の家とはいえ、風呂に罪はない。

　手早く身体からだと頭を洗って出る。ドライヤーはざっとかけるだけ。放っておけば乾く。

　積み上げたカゴは崩れていなかった。リビングに戻ると、雫しずくはオレンジジュースを飲んでいた。

「早かったのね」

「まあね」

「念のために言っておくと、覗のぞこうとは思わなかったわ。楓かえでじゃないんだから」

「……」

「それに、扉の前に細工された気がしたから」

　なんで分かるんだろう。生徒会長はテレパシーも使えなきゃならんのか。

　彼女はキッチンを指さす。

「なにか飲みたいなら、冷蔵庫にあるわよ」

「遠慮無くもらうよ」

「私もお風ふ呂ろ入るから」

　どうぞ。あなたの家です。

「覗きたいならどうぞ。鍵かぎはかけないわよ」

「見ねえよ」

「つまらない男ね」

　軽けい蔑べつしたように言われてしまった。いいのだ。沙さ倉くらさん以外の女の裸は見ない。おれはまだ固執しているのだ。ただしポルノは除く。

　と、考えたところで気がついた。

「なあ。俺おれたち、温泉で一緒に入らなかったか……？」

「そういえばそうね」

　雫も今気づいたらしい。

「じゃあ私は、もうナツルに裸を見られてるわね」

「でも女の俺だったからなあ」

　水み琴ことが言っていたが「女のナツルに見られてもあまり恥ずかしくない」らしい。それに関係しているのか、女の俺は女の裸を見てもあまり興奮しないのだ。理由は不明。ケンプファーってそういうものだと勝手に納得している。

「だったら、男のナツルにも見られた方がいいかしら」

「やだよ」

「私がこれだけ言っても？」

「やだって」

　雫は肩をすくめた。

「つまりもっと女を磨いて、ナツルが覗のぞきにくるようにならなきゃ駄目ってことね」

　そして彼女はバスルームへ行った。

　ポジティブだね、しかし。




　さすがに雫しずくは、俺おれよりは長く風ふ呂ろに入っていた。かすかにドライヤーを使う音もしたから、髪の毛も洗ったんだな。あれだけ長い髪だから大変だろう。

　出てきたときの雫は、しっとりとした雰囲気だった。水もしたたるなんとやらだ。

「上に行って」

「え？」

「私の部屋は上なの」

「じゃあ俺はここで寝る」

「フローリングで？」

　確かに床は固い。翌朝はあちこち身体からだが痛むだろうなあ。そりゃこんなところで寝たくねえよ。

「遠慮せずに部屋に来なさい」

「なあ会長、冷静に考えてくれ」

　俺はたまらず言った。

「男と女が一つ屋根の下で、しかも同じ部屋なんてまずいだろ。会長のファンが聞いたら泣くぞ」

「答えは一つよ。私は全然気にしない」

　あっさり蹴け飛とばされてしまった。まったく、この女にかかっては俺の意見なんか路傍の石より価値がない。

　そして俺は雫に二階へ連れて行かれる。引き戸を開けた。

　シックな作りの部屋だった。家具があまりない。テレビもないから、自室では見ないんだろう。服とかは全部クローゼットか。パソコンもないな。落語の本とＣＤが並んでいるのが変わっている。

　女の部屋ってどこもこんなのなんだろうか。沙さ倉くらさんの部屋は例外だとは思うが、ここまでシンプルなのもどうなんだろう。壁にクーラーしかねえぞ。

　大きめのベッドが置いてある。枕まくら元もとにぬいぐるみがいくつか。

「へえ……女の子みたいだな」

「私をなんだと思っているの」

「臓物アニマルじゃないんだな」

「いるわよ」

　慌てて見ると、隅っこにカンデンヤマネコが埋もれていた。しかしどうしたことか、喋しやべらない。

「……寝てるのか？」

「最近口数が少ないのよ」

　雫しずくは俺おれからカンデンヤマネコを引き取ると、部屋から出て行った。すぐに戻ってくる。

「別の部屋に引っ込んでてもらったわ」

　そりゃどうも。俺もこんなところを見られたくないし。

　しかし、ベッドは一つしかないのか。ホテルじゃないんだから、普通は一つなんだが、こっちは二人いる。

「なあ、会長……」

「一緒に寝るしかないわね」

　やはりそうか。

　予想をしていたというか覚悟はしていたが、緊張するよ。もっぱら俺の身が危ないということで。

「他に布団ないの？」

「残念ながら、お客さんを泊めることを考えてないから」

　そりゃ確かにしょうがないけどさ。この時俺はこの言葉を鵜う吞のみにしていた。両親が帰ったときはどうするんだと思ったのは家に帰ってからだった。

　ベッドの前でおろおろした。えと、こういうときはどうしたら。

「床で寝るから毛布貸してくれ」

「ないわよ」

「……俺がベッドを使うから、会長は廊下でゴロ寝ってのはどうだ」

「私の家で？」

　そう言われてしまうとな。

　床でクッション抱いて寝るのも寂しいというか、悲惨。いくら真夏とはいえ、クーラーつけられたら寒くて死ぬ。こうなると最後の手段は。

「……一緒に寝るしかないのか……」

「私は最初からそう言ってるわ」

　楽しそう……なんだろう。

　もはや観念するしかない。俺は着の身着のまま、ベッドにもぞもぞ入り込んだ。上掛けがいい香りを放っているんだが、多分気のせい。

　本当なら服を脱いで身軽になりたいんだが、貞操の危機なのでガードはしないと。

「電気消してくれ」

「恥ずかしいの？」

「暗くなきゃやなんだよ」

　明るいのに寝るのはフクロウだけで十分だ。

　俺おれは目をつむる。暗くなった室内に、ごそごそ音がしていた。衣きぬ擦ずれだ。げっ、雫しずくが服脱いでいるんじゃん。

　確か沙さ倉くらさんのマンションのときだったか、たくさん着て寝るのは嫌いだと言っていた。どんな格好してるんだ。

「一応教えておくと、Ｔシャツと下着だけよ」

　鎧よろいとか着て寝ようよ。

　ごそごそ物音。ベッドの上掛けがめくられ、隣に雫が入ってきた。

　沙倉さんのマンションとは違った緊張感が俺を包む。どうしよう。く、食われる。

　あまり優秀ではない脳細胞を必死に働かせた。ににんがし、にしがはち。九九やってどうすんだ。ひとよひとよにひとみごろ。違うよ。

　もう駄目だ。犯される。ただでさえファーストキスを奪われて汚れているのに、もうすぐ真っ黒になってしまいそうだ。男に生まれるんじゃなかった。

　ん？　男？

　はっとした。ここは発想の転換で難を逃れるしかない。

　右腕に力を込めた。ベッドの中が一瞬だけ白くなる。そして俺は女の身体からだに変化した。

　これでどうだ。もはや男ではなく女になったのだ。いくら色情狂の雫とはいえ、まさか女（の身体）同士なら興味は持たないだろう。やべー、俺って天才だ。

　だが、俺は自分の甘さを思い知らされることになった。

　いきなり上掛けが剝はがされ、真上に雫がのしかかってきたのだ。

「あなたが女になったからって、私には関係ないの」

　暗がりの中、雫の端整な顔がアップになっていた。

「それで逃げられると思ったの？」

「い、いや……会長、落ち着くんだ。俺たちは女同士だぞ!?」

「関係ないって言ったでしょう」

　唇がすうっと近づいた。俺が女の身体だというのに、異様に倒錯的な光景だ。しっとりと濡ぬれた薄い唇。色っぽすぎる。

　しかしその動きは寸前で止まった。

　雫しずくがいきなり俺おれの顔を、両手で摑つかんだのだ。

「ナツル、聞きたいことがあるんだけど」

　俺は仰天してしまった。声が硬い。というか、なんか怒りが混じっている気がする。なんだいきなり。

「近こん堂どうさんと群ぐん馬までなにをしたって？」

「なにって……カレーを食べに行ったんだってば。言っただろ」

「それだけですんだの？」

　すんでません。

　それをここで言うのははばかられた。なにしろ雫ときたら目が燃えているのだ。もう本当に、めらめらと。俺の周囲の女って、こんなのばっか。

「キスしたのよね。あの写真、どう見たって合成じゃないわ」

「……はい」

「自分の口で言ってみて」

「キスしたよ……」

　もう仕方ない。正直に言った。

「キスしたんだ」

　なんか怖いよ。怒っているのとは違って、いつものように冷静ではある。だけどなんというか、静かに腹を立てているとでも言うべきか。

「近堂さんとのキスはどうだったの」

「どうって……」

　カレー味だったよ。

「私よりうまかった？　下手だった？　舌は入れた？　あなたは積極的だった？」

　矢継ぎ早に言ってくる。驚いてしまった。こら、舌とか言うな。

　雫は真面目まじめだ。真面目というか真剣。なんでこんなところに本気なんだろう。

「うまいも下手も……俺は経験少ないから知らないよ」

　だいたいファーストキスがこいつなのだ。二回目もそう。

「経験少なくたって、分かることはあるでしょう」

「ないよ。水み琴ことはファーストキスだって言ったろ」

　すると、雫の顔が曇った。いかん、俺は地雷を踏んだか。

　そうではなかった。彼女はさも悔しそうに口を開いた。

「近堂さんは、ナツルにファーストキスを捧ささげたってわけね」

　そういう言い方は淫いん靡びだよ会長。

「美み嶋しまさんともなにかしたんじゃないでしょうね」

「してない。だから盆踊りに行っただけだ。本当」

　雫しずくは納得したのかしないのか、じっと俺おれを見つめていた。見つめるなんてもんじゃないな。睨にらんでいた。

　そして睨まれた俺は、まさにヘビに睨まれたカエルそのもの。視線をそらすことすらできやしない。

「えっと……会長」

「会長？　雫と呼びなさい」

「いいじゃないか。気にするなよ」

「私は気にするの」

「……雫」

「なに」

「なんで怒っているんだ？」

「怒る？　私が怒っているように見える？」

　どう考えてもご立腹だと思われますが。全身に闘気をまとわせているようにも感じられるぞ。

「怒っているのとは違うわね」

　彼女は俺が誤解しないためだろうか、はっきりと伝えた。

「嫉しつ妬としているのよ」

「……やきもち？」

「大当たり」

　突然、雫が俺に覆い被かぶさった。

　もともと被さっていたのだが、さらに一歩進んだ状態になった。具体的に言うと唇と唇がくっついたのである。

「んんー!?」

　これ俺。

　俺はんぐんぐ叫びながら、身体からだをじたばたさせた。雫はしっかりと押さえつけてきて、離れない。

　ようやく離れたときは、俺は酸欠で真っ赤だった。

「なにするんだ！」

「キスよ」

「女同士だぞ!?」

「気にしないって言ったでしょう」

　俺おれはものすごく気にするんだ。だって俺は女の姿。別に心まで女になったわけじゃないけど、第三者から見たら異常だろ。と思ったけど、今は誰だれもいないのか。

　倒錯を通り越してるぞこれ。変態だ。

「でもキスくらいじゃ、近こん堂どうさんを抜いたことにならないのよね」

「な、なんだよ……」

「私、所有欲が強いの。それに負けることも嫌い」

　いきなり俺の服に指をかけた。

　破かれる、と思ったがそうはならなかった。代わりにボタンが瞬時に外れた。どうなってんだ。奇術師かお前は。

「なにを……！」

「下も脱がせるから、覚悟しなさい」

　うえーん。誰か助けてー。

　こいつの手の動きにはためらいがない。なに。お前羞しゆう恥ち心しんとかないの。どこかに忘れてきたの。

　と、俺を脱がせようとした手つきが止まった。

　薄暗い室内で、雫しずくはしかめっ面をしていた。

「……意味ないわ」

「え……」

「男に戻りなさい」

　おお、こんなところで俺の策が成功するとは。

　つまり今は女の身体からだなので、雫とあれするには不都合になるのだ。理由はつくべきものがついてないから。女の身体同士で絡み合うのは、水み琴ことを抜くという意味にならない。

　ふはは、見たか生徒会長。俺は世が世なら不世出の軍師と呼ばれていたのだ。

　しかしそんな軍師をこの女は無視して恫どう喝かつしていた。

「女と女でなにをさせようっていうつもりなの？」

「そりゃこっちの台詞せりふだよ」

「男のナツルに戻ればいいのよ」

　なにがいいんだ。おい。

「私ははじめてなの。はじめての相手が女の子なんて、自慢にもならないしトラウマよ。男に戻って」

　雫はたまに俺をからかうこともあるんだが、今は本気である。生き真面目まじめというかなんというか。

　彼女はいったん身体からだを起こした。そこでようやく、着ているのがＴシャツにパンツだけと分かった。

「それとも、強引なのは好きじゃないの？」

　なんて返答したらいいんだ。

「あなたが上でもいいわよ。前はそうだったわよね」

　ええー、俺おれが雫しずくの上になるのかよ。なんか、その、ためらうなあ。

　と、ここでまたひらめく。軍師の俺としてはピンチをチャンスに変えるべきでは。

　雫は俺に跨またがったまま、Ｔシャツを脱ごうとしていた。

「待て、分かった」

　急いで止めた。下になにも着ていなかったんだ。焦ってしまった。

「俺は上がいい」

「あら」

「やっぱり……男に戻るんだから、そうじゃないとな」

　雫はにこりとする。

「男の子ね。いいわよ」

　俺は彼女の下から這はい出でた。ベッドから転がって落ちる。

　雫は体勢を変えて横になっていた。俺は立ち上がると、一度肩の凝りをほぐした。

「あっちで男に戻るから」

「ここでいいじゃない」

「心の準備も兼ねているんだよ」

　これ以上なにか言われる前に廊下に出る。後ろ手で扉を閉めると、一度深呼吸して腕輪に力を込める。白く光り、俺は男に戻った。

　そして光が消えるより前に、ダッシュ。

　階段を駆け下りて玄関の戸を開ける。靴は履かずに手に持って駆け出した。つまり俺は、雫の前から逃走したのだ。

　三十六計なんとやら。こういう時は逃げるに限る。はじめっからこうすりゃいいのにって？　まったくだ。遅ればせながら思いついたんだ。

　走りながら振り返る。雫の家の明かりがついた。怒っているかもしれないが、そんなの知るか。

　恐らく人生で二番目くらいに真剣に走った。一番はいずれ出てくるだろうから空けておく。本気も本気。本気の為替レートは高値ストップだ。












　俺おれは靴を持ったまま走り続け、地下鉄の駅を通りすぎたあたりでようやく止まった。さすがに息が切れたのである。

　深呼吸を何度もしてから、靴を履く。会社帰りらしきサラリーマンが怪け訝げんな顔をしていたが、どうしてこんなことしたか、理由を聞けば納得するであろう。

　とにかく、俺は人生最大の危機を脱した。これ以上のヤバイことは存在しないであろう。あとは宇宙人が地球に攻めてくることくらいだな。

　喉のどが渇いた。ちょうど目の前にコンビニがある。スポーツドリンクでも買うかと思ってポケットを探る。

「……財布がない！」

　愕がく然ぜん。雫しずくの家に忘れてきたのだ。風ふ呂ろに入ったときに置きっぱなしにしていた。

　取りに戻るか。いや、それはワニの口の中にのこのこ飛び込むようなものだ。危険というレベルですらない。

　だがあれには全財産が入っているのだ。貯金なんてものは俺の辞書には存在しない。全てがあの財布の中に。

　男として、今さらあの女の家に戻れない。それにしても、ああ。

　スポーツドリンクなんか買えるわけなかった。家で水道水だ。俺は足取りも重く、帰宅への道をたどっていく。

　雫の馬ば鹿か。心の中でそう罵ののしりながら。












第四章







　最悪の気分というものは、大抵肩を組んでやってくるものだが、俺おれも例外ではなかった。

　もっともこの場合は気分というより状況で、山奥で熊くまに襲われて逃げ出したら目の前が崖がけでした、みたいな感じだ。あるいは『八やつ墓はか村むら』に出てきた山やま崎ざき努つとむに追われた先が地雷原だったとか。よく分からんな。

　沙さ倉くらさんが邪悪になったことがまず第一。俺の人生が百八十度回ってさらに氷点下に落ちたくらいの出来事だ。あれは悪夢というか、なにか幻覚の一種ではないかとの思いは、今でも消えない。きっと沙倉さんは騙だまされているんだよ。雫しずくあたりに。

　あとその雫に襲われた。夜中に「泊まりなさい」と言われ、ベッドに引きずり込まれた。そこからあとは思い出したくない。

　俺の貞操は危機一髪だったが、代わりに大事なものを失った。財布である。少ないながら全財産が入っていたので、あれがないと本当に生活できないのだ。

　電気ガス水道は父親の口座から引き落とされるので大丈夫。だがこれは、そこから金が下ろせないことも意味している。

　仕送りまではまだ大分あった。それまで俺が保もてばいいのだが、下手すると干からびて死ぬ。それかカレーまみれになる。どちらも御免だ。

　だからと言って、自宅でうずくまっているわけにもいかぬ。夏休みなら「自宅サイコー」ですむのだが、学校がはじまるのだ。いくらなんでも高校生が一文無しって恥ずかしいだろう。

　日雇いのアルバイトとかないんだろうか。でもアルバイト雑誌買う金がない。さすがに絶望感にかられていたところ、電話が鳴った。

　受話器を上げる。途端に怒鳴り声がした。

（ナツル!!）

　びっくりして耳から離した。この声は水み琴ことだった。

「なんだよ」

（あんたあたしを馬ば鹿かにしてんの!?　逃げられると思っていたの!?）

「なんのことだ。お前を馬鹿にしてなにかいいことあんのかよ」

　そう言い返してから、案外あるかもしれないと思ったが、そんなこと口にする余裕もなかった。

（こないだのことよ。会長を押し倒したんだって!?　あたしとキスしといて、なによそれは）

「あれは操られていたんだ。俺おれの意思とは関係ない」

　というか、こいつはいつまで腹を立てるつもりだ。沙さ倉くらさんとの戦闘のあと、俺は逃げ回ってうやむやにしたと思ったのに。

（テーマパークで会長を押し倒そうとしたのよね。油断も隙すきもないわ）

「それもなにも。不可抗力で……」

（あんた不可抗力とか事故以外のいいわけないの!?）

　そりゃそうなんだが、全部本当なんだからしょうがない。俺だってもっと自分の意思でやりたいよ。沙倉さんを押し倒すとかさ。

「なんで今ごろ持ち出すんだよ」

（あれから何日もたってないじゃない。思い出したら腹立ってきたのよ！）

　だから電話をかけてきたのか。まるで時限爆弾みたいな女だ。

（あんた絶対あたしのこと、泣き寝入りするような女だと思っているんでしょう）

「話がオーバーだ。泣き寝入りの幼なじみってなんだよ」

（あたしは……ファーストキスだったんだよ。なのに……もう、頭にきた！　今からそっちに行くからね！）

　そこで俺は、急いで言った。

「いや、待て。俺から行く」

（なによ、逃げる気!?）

「そうじゃねえ。俺からお前のところに行くから」

　不意をついたせいか、電話の向こうはあきらかに狼ろう狽ばいしていた。

（えっ、あんたがあたしの……？　い、いいけど）

「すぐ行く」

（でも……あまり片付けてないから……）

「別にいい。片付けだって手伝うから」

（いっ、いいわよ！）

「遠慮すんな。その代わりお願いがある」

（なによ）

　俺はさも深刻そうに言った。

「金、貸してくれ」

（……）

「事情があって財布ごとなくなった。頼む」

（……あんた、つくづく駄目人間だね）

「あまり褒めるな。本当に一文無しなんだって」

（分かったわよ。貸すわ）

「助かる。お前の家って、小さいときと同じ場所でいいのか」

（ちょっとだけ別のところなのよ。住所は──）

　俺おれはメモはせずに記憶した。前とほとんど変わらないからなんとかなる。今はマンションに住んでいるのか。空き地だったところに建ったんだな。

「すぐに行くから」

　そう言って電話を切ると、俺は身支度をした。

　ナイスタイミングだった。いきなり怒鳴られたのには驚いたが、金を貸してくれるのならそれも甘受する。水み琴ことに料理を作ってもらうのもまあ手なんだが、どうせカレーか、よくてラーメンだからやだ。

　急いで靴を履き、家から飛び出す。当然というか、腕時計だけで手ぶら。財布がないって不安になるなあ。

　早足で進む。走ると汗が出るから。運動なんてケンプファーになったとき散々しているからいい。交差点の角を曲がる。

「きゃっ」

「うわっ」

　危うく誰だれかにぶつかりそうになった。こんなシチュエーション、前にもあったぞ。

　もしや沙さ倉くらさんか、と思ったら違った。

「あ……ナツルさん」

「紅あか音ねちゃん……？」

　つい警戒したのは、猛犬モードかもしれないと考えたからだ。そんなことはなく、眼鏡とヘアバンドの、いつもの姿だった。

「ごめん、怪け我がはない？」

「大丈夫です……」

「急いでいたの？」

「いえ。学校に行くつもりだったんです。図書委員会の集まりがあって」

　夏休みだってのに、委員会があるらしい。図書委員長が妙に真面目まじめなのと、俺と水琴が暴れて図書館を駄目にしてしまったので、リフォームの確認もあるのだそうだ。ごめんなさい。

「ナツルさんは……」

「俺おれは水み琴ことに会いに行くんだ」

「え……」

　彼女の顔が、見る見る不安なものになる。

「また……なにか約束でも……」

「近い。ちょっと会わなきゃならない用事が」

　さすがに「金借りる」なんてことは喋しやべる気になれなかった。こんなの恥にしかならない。

「じゃあ俺は……」

「あたしも行きますっ」

　予想外の強い言葉に、俺はびっくりした。

「えっ？」

「あ……あたしも行った方がいいと思うんです。ナツルさん、どんな目に遭うか分からないから……」

「別に戦うわけじゃ」

「同じようなものです。行きますっ」

　彼女の決意は固かった。図書委員会はいいんだろうか。

　仕方ないので二人で水琴のマンションまで行く。なんか妙な気分だ。

　目的地が見える。背の高いマンションだった。多分借りているんだろうが、ずいぶんと新しく、立派だ。発掘品を闇やみで売りさばいた金で住んでいるに違いない。

　正面玄関で、ばったり水琴に出会った。

「あれ、出かけてたのか」

　俺は水琴に声をかけた。彼女はコンビニのビニール袋を下げていた。

「な、なによ。早いわね」

「すぐに行くって言ったじゃねえか」

「もうちょっとかかると思って、飲み物買ってきたのよ……え、紅あか音ねちゃん？」

　紅音はぺこりと頭を下げた。

「なんで……？」

「そこで会った」

　俺は今来た道を指さす。

「ナツルだけじゃなかったの？」

「あ、あたしが頼んだんです。ナツルさんだけだと、その……心配だから」

　なんと心外な。俺が金を目当てに水琴の私物を強奪して売りさばくとでも思っているのだろうか。なかなかの誘惑だが、まだ実行したことはないぞ。

　水み琴ことの目つきが悪くなった。

「なにが心配なのよ。あたしがなにかするみたいじゃない」

「したんですよね。キスを……」

　一瞬言葉に詰まる水琴だったが、直後に開き直った。

「いいじゃない」

「不潔ですっ」

「あたしが不潔なら、会長はどうなるのよ！」

「会長はもっと不潔です。汚れてます！」

　そこはまったく同感だ。雫しずくは身体からだが汚い上に、心まで真っ黒だ。前世はきっと独裁者だぜ。

　水琴と紅あか音ねはあまり友好的ではない視線を交わしあった。しかし仲が良かったり悪かったりと、忙しい二人だな。

「まあいいわよ」

　先に話を進ませようとしたのは水琴であった。

「とりあえずナツルは上がりなさいよ。そのために来たんでしょ」

　あいよ、と言おうとしたら、横よこ槍やりが入った。












「ナツルさんは、これから学校に行くんですっ」

　ええっと聞き返したのは俺おれと水み琴こと。紅あか音ねちゃんはどうしたことか真剣だった。

「あたしと学校に行く途中なんです……その方が、危険は少ないから……」

「だからなんであたしといることは危険前提なのよ」

「近こん堂どうさんは、会長の次に危ない人です」

「紅音ちゃんだって危ないじゃん。学校でなにをするのよ」

「図書委員会に出れば安心ですっ」

　まて、置き去りにしないでくれ。

　なんか俺が学校に行かなきゃいけない流れだが、どうしてそんなことを。図書委員会なんて、知ってる人間いないぞ。なんかいいことあるのか。

　それにしても紅音は頑固だ。水琴相手に一歩も引かない。最近こんな技を覚えてきたんだよな。

「とにかく、ナツルさんはあたしと行くんです」

「理由になってないわよ。あたしんちでいいじゃない」

「学校の方が涼しいです。水琴のさんの家は……ジャングルっぽくてカバとかいそうじゃないですか」

「アフリカの大自然を馬ば鹿かにする気!?」

　おい。カバいるのか。

　どうしたことか、二人はヒートアップしていく。おーい、ここ、炎天下で暑いんだけどなあ。

「ナツルはあたしに用があって来たのよ！」

「じゃあもう会ったからいいじゃないですか」

「これからなのよ！」

　水琴が俺を向いて「ね」と言う。確かにこれからではあるんだよな。

　紅音が訊きいてきた。

「ナツルさん……どんな用事なんですか」

「金借りようと思って」

「……はい？」

「金。文無しなんだ」

　照れ笑いをする。なるべくみっともなくないようにしたつもりだ。

　だが紅音の顔は、寸前までの興奮が消え、絶望感に彩られていた。

「お金……。ナツルさん、最低です……」

「まあ、改めて聞くと、こいつ本当に駄目人間だね」

　水み琴ことまで同調した。お前はそれでも幼なじみか。

「水琴さん、それで貸すんですか」

「仕方ないじゃない」

「あまり許すと、たかられますよ……」

「紅あか音ねちゃんもわりとひどいこと言うわね」

　俺おれもそう思うんだが、水琴はむしろ同意する気配があった。

　なんかこの二人の喧けん嘩かは収まっていた。毒気を抜かれた状態とでもいうのだろうか。

「やっぱ貸さない方がいいのかしら」

　水琴が腕組みをする。紅音はうなずいた。

「それより家に上げない方がいいかも……」

「そうね。どこかに売り飛ばされたら困るもんね」

「ネットで、とか……」

「あー、下着とか売られたらやだなあ」

　なに勝手なこと言ってんだよ、お前らはよ。

　しかし、下着を売るなんて手段は考えたことなかった。インターネット社会ってすげえな。俺のでもいいんだろうか。

　なおも二人はひそひそ話しあう。なにしてんだ。水琴がこっちを見た。

「ナツル、学校に行くことにしたわよ」

「金は」

「心底最低ね。ちゃんと貸すから。学校行ってから」

「なんでだよ」

「何人か証人立てて貸すことにしたのよ。紅音ちゃんとあたしで割ることにしたから」

「おい、大がかりになってきたぞ」

「我慢しなさいよ。貸し手が二人になったんだから。額も上乗せするわよ」

「そりゃ助かるが」

　わざわざそこまでしなくてもいいのに。どういう風の吹き回しなんだろうか。

　水琴は大きく息を吐いていた。

「あたしも紅音ちゃんも、断り切れないのが駄目なのよ」

　紅音もうなずいて、

「……いずれナツルさんのために、横領とかしちゃいそうですね」

　なんてことを口にするのであった。




　結局三人で星せい鐵てつ学院まで行くことになった。ただ財布を忘れただけなのに、なんでこんなことに。

　学校は静かだ。沙さ倉くらさんがいたらどうしよう。あんな凶暴になった女性に襲われたら身を守る自信がない。それに俺おれのブロークンハートはどうすれば。

　あとで紅あか音ねが靴箱を確かめてくれたんだが、幸い沙倉さんはいない模様。ほっとする。考えてみりゃ夏休みなんだからそうそう登校してないよな。

　となると、また学校にやってきた俺は、とんでもないアホと言うことになる。東ひがし田だでもここまでじゃねえぞ。

「で、紅音ちゃんは図書委員会に出るんでしょ」

　校門近くで水み琴ことが訊きいた。

「あたしらはどうすりゃいいのよ」

「ええっと、お金を貸すんですよね。仲のいい図書委員の娘こに、証人になってくれないか訊いてみます」

「じゃあ待ってるわよ。図書館がいいのかしら。あそこ、まだ修理中じゃなかった？」

「一階の一部だけ使えるようになっています」

　全面使用禁止はさすがに不便なので、業者にそこだけを集中的にやってもらったんだそうだ。気の回る人間がいたものである。

　そんなわけで図書館に行き、俺と水琴は仮設のベンチに座っていた。日ひ頃ごろは男女関係に目を光らせている高校だが、さすがに夏休みは監視の目も弛ゆるむ。運動系の部活動では、ここぞとばかりに男女交際がスタートすることもあるらしい。

　俺たちは特にすることはない。奥に張られているビニールシートでも眺めるしかなかった。

「……あのさあ」

　最初に口を開いたのは水琴だった。

「なんだ？」

「二人だけだから訊くんだけど……群ぐん馬まのこと」

　カレーの旅か。テレビ東とう京きようのグルメ番組みたいだったな。

　こいつにしては珍しく言葉が濁っている。なんだろう。

「あ、あんた……なにもないの？」

「ん？　なんのこった？」

「だってほら……あんなことになったじゃない。あ、あたし実は、会うの恥ずかしかったんだけど……」

　うつむいている。見ると、うなじが赤くなっていた。

　なんて純情なんだ。俺おれは気恥ずかしくなる前に感心してしまった。雫しずくなんかキスした直後でもけろっとしてやがったぞ。おかげで俺も感覚が鈍くなったわけだが。

　これが普通の反応なんだろうか。秘境での生活が長いから、同じ年とし頃ごろの相手とのコミュニケーションが難しくなった……わけじゃないよな。

　水み琴ことは口を閉じてしまった。仕方ないので俺が喋しやべる。

「あのあと、みんなで学校に来たじゃねえか」

「そうだけど」

「沙さ倉くらさんと戦ったせいで、そんなこと気にならなくなった」

「ひどい！　そんなことってなによ！」

「怒るなよ。意識したってしょうがないだろ」

　水琴はきっとしてこっちを向いた。

「あ、あたしは気にすんのよ。思い切って誘ったんだから」

「カレーが……？」

「あの日だけは、デートが主でカレーが従だったのよ」

「丘の上でもカレー食ったことばっかり覚えてるぞ」

「食べ過ぎよ」

「お前が仕組んだんだろ！」

「しょうがないじゃない、ああしないと、あんたなんにもしてくれないから」

　なにかしなきゃいけないって、俺は営業職に回されたサラリーマンかよ。

　どうも積極性がないといけないような話なんだが、どうしてそこまで俺に求める。そりゃ俺だって沙倉さん相手ならしてもよかったんだが、あんなことがあったんでもはや難しい。

　水琴は珍しいことに、ぶつぶつ呟つぶやいていた。

「だって……」

「なにがだってだよ」

「あんた鈍いから……」

　なに。危機を察知する能力はペルシャ猫よりも鋭いと言われている俺を侮ぶ蔑べつするつもりか。今考えたフレーズだが。

「写真も撮っちゃったし……」

「あれで俺を強ゆ請する気かよ」

「別にそんなつもりはないわよ。誰だれにも見せるつもりはないから……えっと」

　妙に真剣な口調だ。その割には判然としない。喉のどになにか詰まっているのか。

「なんだ」

「あたしとね……」

　こっちを見つめる水み琴こと。珍しく真面目まじめ。なにかはじまるんだ。第三次世界大戦か。

　不意に、視界に影が差した。

「写真ってこれのこと？」

　ぬっと、デジカメ用の印画紙が差し出された。俺おれと水琴は跳び上がった。そこにはあのキスシーンがばっちり写っていたのだ。

　しかしそれよりも、これを持っているのは雫しずくであった。

「かっ、会長……」

　生徒会長様は制服姿で、俺と水琴を見下ろしていた。

「二人とも私服ね。校内にいるのは好ましくないわ」

「なっ、なんで……」

「生徒会長が学校にいるのはおかしいことかしら。生徒会はこの建物の上よ」

「そうじゃなくて、計ったように……」

「話し声がしたから」

　そんな大きい声で話してなかったぞ。どれだけ地獄耳なんだ。

　俺は仰天したままだったが、水琴は激げつ昂こうしていた。

「なんで会長がそれ持ってんのよ！」

「もらったの。二年四組の女の子から」

　そういやそうだったな。

「なんとなく受け取ったけど、もしかしたら瀬せ能のう君を強ゆ請する材料にするつもりだったのかしらね」

「珍しい出土品もつけたのに……！」

　怒り方が変わっているが、委員長さんたちはそういう性格だ。事態をややこしくする方向に転がす。

　雫は写真をひらひらさせている。

「よく撮れてるわ」

「そ、そうよ。あたしだってナツルとキスしたんだから。ファーストキスを捧ささげたのよ」

　その神社の供物みたいな言い方を改めてもらえないか。俺は御利益ないぞ。

「それはちょっと悔しいわね」

「でしょ。だから会長は諦あきらめて……」

「そうそう。ナツル、これ」

　いきなり俺おれを名前で呼び出したと思ったら、雫しずくはポケットからなにか取り出した。

　うわっ、俺の財布だ。

「慌て者ね」

「……なっ、なんで会長がナツルの財布を!?」

　驚きよう愕がくする水み琴こと。そりゃ俺に金を貸そうとしていたからな。

「忘れていったの。私の家に」

「家!?」

「ええ。私の家にいたのよ。夜まで」

　私の家ってところを、雫は強調していた。そして水琴は見事にヒートアップしていた。

「こらナツル！　なんで会長の家にいんのよ！」

「いや、それは……」

「私の家でご飯食べたわよね。カレーじゃなくて」

「嫌味？　カレーはおいしいからいいのよ！」

　嫌いじゃないけどさ。料理のテクニックは雫の方が上なのも事実だよな。












　水み琴ことは見るからに機嫌が悪い。雫しずくは涼しい顔をしているが、心中は不明。

「ふん。料理食べさせたくらいなによ。ナツルはあたしとキスして……」

「彼は私の家でシャワーを浴びたわよ」

「え!?」

　意表を衝つかれたのは俺おれも同じだ。

「でなきゃ財布を忘れたりしないわよ。服を脱ぐ時じゃないと手元から離さないでしょう」

「でっ、でも、そんなのトイレを借りるのと同じじゃない」

「ナツルは私とベッドを共にしたわ」

　水琴は座ったまま跳び上がった。もし「椅い子すジャンプ選手権」があったら、世界記録だろう。

　俺も笑ってはいられなかった。同じように跳び上がったからだ。しかも水琴より高く。世界記録更新。

「ベ……ベッドって……」

「一緒に寝たのよ。決まってるじゃない」

　どうしてこいつは平気な顔で言うのだ。俺はショックで口もきけないのだが。

「付き合ってるんだから、それくらいしても不思議じゃないでしょう。高校生だから駄目というのは、偏見に過ぎないわね」

「ナ……ナツルが……ついに……」

　水琴は目を回す寸前だった。なんとか踏みとどまっているのは、ジャングルで密猟組織と死闘を繰り返してきたたまものだろうか。

　我が幼なじみ殿は、目を充血させて俺を睨にらんでいた。

「なに考えてんのよ!?　あんた、あたしとキスしといてそれは……」

「馬ば鹿か、落ちつけ」

「財布まで忘れといて、落ちつけってなによ!?」

「理由があるんだ。あれは……」

「ナツルさん、なにしたんですか!?」

　真後ろから水琴に負けない大声が上がる。振り向くと、紅あか音ねが立っていた。

　眼鏡の奥をやっぱり充血させて、身体からだが震えている。またかよ。なんでこんな女の子ばかりなんだ。

「い、今聞いたら会長とベッドなんて……！」

「だから聞いてくれ。ていうか、なんで紅音ちゃんここに」

「会議中だったんだけど、私が呼んだの」

　雫しずくが説明した。

「聞いて欲しいと思ったから。やっぱり私とナツルの仲は隠しておけないでしょう」

　不敵な笑みを浮かべている。てめえ、企たくらみやがったな。

「いや、隠せよ」

「あら。じゃあ私との仲は認めるのね」

「そうじゃねえ」

「ナツル！　この裏切り者！」

　水み琴ことの手が伸びる。俺おれの首に巻き付こうとしていた。

「あたしとあれだけ情熱的なキスをしておいて……」

　情熱ってのはカレーのことか。スパイスは効いていたが、情熱とは遠いぞ。

　いかん、そんなこと言ってる場合ではない。このままだと殺されてしまう。

「やっぱりキスしたのは本当だったんですね！」

　紅あか音ねが叫ぶ。ああ、またややこしいのが。

「待つんだ。あれにも事情があってだな」

「証拠はここにあるわよ」

　雫がもう一度写真を見せる。紅音の瞳ひとみにぶわっと涙が溢あふれた。

「ひどい……会長だけじゃなくて、近こん堂どうさんまで……」

「俺の意思はあんまりないんだけどな」

「こ、これじゃあたしだけ除のけ者ものじゃないですか」

　除け者ってなによ。だいたい雫を除け者にしたいのに、いなくなってくれねえんだもん。

「いや、よく聞いてくれ。会長の家に行ったのは本当だけど、なにかしたわけじゃないんだよ」

「お風ふ呂ろ入ったじゃないですか。もしかしたら一緒に……」

「そんなことねえよ！　天地神明に誓って、指一本触れてない！」

　冷静に聞くとかなり情けない台詞せりふだが、身の潔白を証明するにはそれしかなかった。

「でもベッド……」

「やばかったけど、逃げ出したの！　そのとき財布忘れたんだって！」

　雫がほんの少しだけ、苦い表情を作る。水琴と紅音は半分だけほっとしたようにしていた。

「ナツル、それ本当？」

「本当なんですか……？」

「噓うそじゃねえよ」

　水み琴ことは今度こそ安心して胸を撫なで下おろしていた。俺おれも命の危機がなくなってほっとする。

　そして紅あか音ねは、なにかを決意したような顔をしていた。

「じゃ、じゃあ。近こん堂どうさんと会長とは、キスしただけなんですね」

「まあ、そうだけど」

「あたしと、あまり差はないですよね」

「……？　うん……？」

　差ってなんのことだろう。そう聞こうとした瞬間。

　目の前が紅音の顔で一杯になった。

　唇が唇で塞ふさがれる。小刻みに震えた皮膚が、俺に伝わってきた。

　紅音にキスされたと思い至るまでしばらく時間が必要だった。ようやく頭が回ったころになって、彼女は俺から離れた。

　変身すると猛犬になる女の子だったが、今は全身が紅潮していた。

「こっ……これで条件は同じです」

　彼女は俺を直視せず、真下を向いている。

「あ、あたしもファーストキスです。ナツルさんにあげちゃいました」

「え……」

　間抜けな返事をする俺。しかし他に言いようがない。水琴だってエサを欲しがる鯉こいよりも口を開けて啞あ然ぜんとしているし、雫しずくもどうしたことか身じろぎひとつしていない。

「そっ、それにナツルさんはあたしのことが好みのタイプだって言ってたんですから、これで有利に……」

「……なによそれは！」

　最初に叫んだの水琴であった。

「紅音ちゃんなにしてんの!?　勝手なことしないで！」

「してないですっ。あ、あたしとナツルさんはこうなるってことが決まっていたんです」

「どこのノストラダムスよ。決まってるわけないじゃん！」

「だってプールで彼女にしてくれる約束しました！」

　そんな馬ば鹿かな。プールで告白云うん々ぬんってことはあったが、ありゃ確か東ひがし田だの罰ゲームだろ。紅音ちゃんは可愛かわいいけど、いきなり彼女ってなんだ。

　眼鏡の紅音は弱気なはずなのに、今日はやたらと強気だった。

「もうキスだってしちゃいました。キスは上書きされるんです。だからナツルさんはあたしと付き合います！」

「あら、そうなの」

　いきなり雫しずくが喋しやべったかと思うと、俺おれの顎あごを摑つかんだ。

「……んー！」

　また唇が塞ふさがれる。雫がキスしたのだ。ぎゃー、舌が、舌が。

　たっぷりこねくり回されたあとになって、ようやく離れていった。

「これで上書きされたわね」

　平然と恐ろしいことを言ったぞこの女。見ろ、紅あか音ねが卒倒しそうになっている。水み琴ことは目がまん丸。

「私のものね」

「会長まで……じゃああたしも！」

「待てよおい！」

　俺をなんだと思っているんだ。逃げだそうと立ち上がるが、駆け出そうとした瞬間に水琴に抱きつかれた。

「あたしが上書きしてやる！」

　水琴が口づけした。カレーの味はしない。

　なんじゃこりゃと思っているうちに、こわごわと舌がやってくる。雫みたいに思い切りはよくないが、俺の歯の間を舐なめ回まわした。ひゃー。

　水琴は抱きついたまま、顔だけを離した。

「どうだ。これでキスしたのはあたしが最後なんだからね」

「そうとも限らないわよ」

　雫が手を伸ばし、俺を強引に横向かせるとまたキスをした。

「はい、これで私が最後ね」

「あ……あたしだっています！」

　今度は反対方向から紅音の手が伸びた。おどおどしているもんだから逆に力の加減がなくて、首を必要以上に曲げられた。

「いていていて……むぐ」

「ナツルさん……」

　ちゅ。さっきよりも臆おく病びようではないが、やっぱり震えるような接せつ吻ぷんだ。

「もうあたしのものです……」

「勝手なこと言わないでよ！」

　また水琴が叫び、紅音を引きはがすと唇を押しつけた。痛いよ、おい。

　なんかこんなことが、何度も繰り返された。この三人、一歩も引きゃしない。俺からしてみりゃ口づけのわんこそばだが、身体からだがもたん。

　改めて感じたんだが、水み琴ことの口づけは情熱的というか暴力的だ。なんか熱心。雫しずくも暴力的なんだけど、こいつはタイミングややり方を心得ている。ちょっと気持ちいいのも事実。びくびくしているのが紅あか音ねで、初々しさがある。新鮮とも言える。もっとも俺おれだって経験がないのと同様だから、彼女たちに「びびっている」とか思われているかもしれない。

　そんな解説はどうでもいいのだ。こんなこと繰り返していると、首が折れてしまう。

「ぷは」

　さすがに俺は、息が荒くなった。

「なにすんだよもう！」

「キスよ。分からないなんて、あんた狂った？」

　水琴が当たり前のような口をきく。

「そうじゃねえ、俺をなんだと思ってるんだ！」

「だからキスしてるのよ」

「ぐるぐる三人で回しやがって、俺の意思は……」

「……まあ、確かにつまらないかも知れないわね。いつまでたっても勝負つかないし」

「勝負なのかよ……」

「じゃあ、こんなのどうだ」

　水琴はまだ俺に抱きついていた。俺の手を取ると、自分の腰に持っていく。しかもそのまま下へと運んだ。

「おいおい!?」

　なだらかな曲線が、俺の手に触れる。

「あー……」

　水琴の顔は、赤くなりながらも、いたずらをした少女そのものだった。

「お尻しり触られちゃった。あたし、痴漢にも遭ったことないのに」

「おっ、お前……！」

「こういうのなんていうの？　でもナツルもはじめてだったりして」

　なに茶目っ気出してんだよ。おまけにそりゃ正解だよ。俺は全身くまなくピュアなんだよ。高校生はそれでいいんだよ。

　勝ち誇る表情をする水琴。ただでさえがさつで態度が悪いのに、大胆不敵さまで備えやがった。

「これで一歩リードしたもんね。いくら会長でも……」

　最後まで言わせず、雫は俺に歩み寄った。

　ぐいと腕を引っ張り、自分の胸に押しつける。うわっ、おっぱいが。雫のおっぱいが。おまけに指に手を搦からめて、強引に揉もませることまでした。

「これでいいかしら」

　けろっとしてやがる。なんか赤くなっているのは俺おれの方だよ。

「念のために言うと、ナツルはこれがはじめてじゃないわよ。何度か私の胸を触っているわ」

　水み琴ことは口をぱくぱくさせる。紅あか音ねも同じ仕草だった。金魚が二匹だ。俺はというと、そろそろ酸欠で死ぬ。

「はしたないじゃない！」

　怒鳴る水琴。

「近こん堂どうさんに言われたくないわね」

「お尻しりなら間違いってこともあるけど、胸なんてわざとじゃないとできないわよ」

「近堂さんがお尻を触らせたのは、わざとでしょう？」

「あたしははじめてだからいいのよ！」

「私だって、男の人に触られたのははじめてよ」

　とんでもないことで口論がはじまった。

　もう駄目だ。こいつらなんでこんなことで揉めているんだ。天国じゃないかなんて言うやつは、俺の身になってみろって言うんだ。地獄以外のなにものでもねえぞ。ほとんど野武士に襲われた無抵抗の農村だよ。

「会長！　いい加減引き下がってよ！」

「嫌よ。近堂さんが諦あきらめれば？」

「あたしは幼なじみなの！」

「私はナツルのファーストキスの相手よ」

「なんで呼び捨てにしてんのよ」

「近堂さんだってしてるじゃない」

「だからあたしは幼なじみで……」

　なんだこの堂々巡りは。

　もはやどうしてこんな言い合いをしているのか分からない。俺の理解の範はん疇ちゆうを飛びだして大気圏外に達してしまった。いずれ月の軌道に乗って着陸するだろう。

　雫しずくと水琴はなおもやいのやいの言っている。紅音は取り残されたようになっているが、なにを決意したのか真顔だった。

「ナツルさん……」

「なに？」

「手を貸してください」

　言われたので、つい左手を出してしまう。

「あ、あたし……恥ずかしくないですから！」

　叫ぶように言うと、いきなり自分のスカートの中に導こうとした。

　俺おれは悲鳴を上げて引っ込める。

「紅あか音ねちゃん、まずい、それはまずい！」

「いいんです。恥ずかしくありません！」

「いくらなんでもやばすぎる！」

　雫しずくと水み琴ことも、言い争いを中止してこっちを見ていた。当たり前だ。下手したら警察呼ばれてもおかしくない。他にギャラリーがいなくて本当によかった。

　水琴がなだめるように、

「紅音ちゃん、ここは学校だよ」

　むすっとしている紅音。

「近こん堂どうさんも会長もしたじゃないですか」

「あれはまあ……でも、もっと自分を大事にしようよ」

「納得できないです。あたしだけ不利じゃないですか……」

　むすっとしたまま、しかも悲しそうだった。気の毒な気がしないでもないが、でもスカートの中は、さすがに引くわ。

「紅音ちゃん、やっぱり限度があるじゃない」

「近堂さんが最初にやったんです」

「さすがのあたしもあれ以上は……」

「私はどれだけ限度を越えても構わないけど」

「会長、余計なこと言わないでよ！」

　水琴が雫の口を塞ふさごうとしていた。

「こんな……えと、身体からだの勝負になったら、会長が有利じゃん！」

「それはナツルに聞かないとねえ」

「そんだけスタイルがよくて美人だったら、会長になびくわよ」

「う……あ、あたしが一番不利です……」

　紅音がずぶずぶ沈み込んでいく。俺は女同士の諍いさかいにあてられてしまい、なにも言えないままだった。

　雫はとにかく平然としていた。下ネタっていうか、色っぽい方向にシフトしているのに、なんで顔色一つ変えないんだ。

「ナツルにならなにされたって、構わないけど」

　恐ろしい発言に、水み琴ことは突っかかりながらも反論する。

「あ、あたしだって、こっ、この身体からだを、清いままとっておいたんだから、ナツルにあげたっていいわ」

「近こん堂どうさんの初体験はブラジル人だったって噂うわさがあったけど」

「どんな噂よ！　イタリアの色男に口説かれたときだってなびかなかったんだから！」

　そんなことがあったのか。世界中を回っていると違うな。

　水琴は手を自分の胸にあてる。

「あたしは純粋まるっきり処女よ！」

「私だってバージンよ」

　なんで君たちはそういうことをさらりと発言するの。男の俺おれが聞いているんだぞ。大和撫子なでしこという伝統ある文化はそんなんじゃない。

「うわ、会長みたいな美人が処女だなんて腹立つ。掃除機とかとやってよ」

「あなた、意外と凄すごいことを言うのね」

「だって腹立つんだもん。紅あか音ねちゃんは……」

　水琴が目線を動かした。

「……聞かなくても分かるわ」

「なんですかそれは……経験……ないですけど……」

　それは俺も分かっていた。変身前の紅音は、もう一目見てそうだと分かるオーラが出ているのだ。

「でっ、でも、はじめてがナツルさんだったらいいです」

「紅音ちゃんはナツルとしたの、キスだけだよね」

「だから、あたしは……」

　また俺の手を取る。次になにをするか予想がついたので、俺は引っ込めた。水琴も急いで割って入る。

「分かったわよ。本気なのは理解できたわ」

「あたしだけ不利です……」

　またしょんぼりする紅音。水琴はやれやれと言わんばかりの息を吐いた。

　雫しずくがゆっくり言う。

「ナツル、触ってあげたら？」

「……え？」

　久しぶりに喋しやべった台詞せりふがこんなのだった。

「触ってあげなさい。美み嶋しまさん、このままだと自殺しそうな勢いよ」

　確かにそうだ。目を離したらナイフで喉のどを突くか、図書館の上からダイブしそうな雰囲気だった。

「いや、でもなあ……」

「あの……あたしのこと嫌なんですか……？」

　紅あか音ねが潤んだ瞳ひとみで聞いてくる。

「そんなことないけど」

　好みのタイプではある。

「じゃあ……そ、その、触って……ください……」

「……いいの……？」

「はい……」

　軽く目をつぶって、胸を突き出す。隣で水み琴ことが苦々しい目つきで見ていたが、なにも言わなかった。

　俺おれはゆっくり手を伸ばして、遠慮しながら胸を触った。

　む、大きさが……控えめだ。変身するとまた変わるんだろうが、雫しずくとは全然違う。あいつはとにかく弾力があるんだが、紅音は……って、なに言ってんだ俺。

　あまり触るのもなんなので、すぐに離した。紅音は顔を真っ赤にしていた。












「これで対等でしょう」

　と雫しずく。そうかもしれないが、お前なに考えてんだ。

　水み琴ことが渋い顔のままうなずく。

「まあ、みんなとキスしたし身体からだも触られたってことで。確かに対等よね。ようやく本番かしら」

「なあ、俺おれはショックで死にそうなんだが」

「黙んなさいよ。あんたがぐずぐずして決めないから、こんなことになってんだから」

　人のせいにするのはよくない。お前たちは俺の腕を摑つかんで振り回してるも同然なんだ。目が回るだけで決定できるわけないだろ。

「いっそあんたが誰だれと付き合うか決める？　手っ取り早くていいわ」

「えー……」

「それはなしね」

　雫が言った。

「自由競争にしましょう。私がナツルと付き合うから」

「会長！　抜け駆けすんの!?」

「協定を決めた記憶はないわね」

「ハンディつけなさいよ。会長が有利すぎる！」

「なんで自分の有利を放棄しないとならないの。近こん堂どうさんこそ幼なじみじゃなくなってくれるかしら」

「あの……あたしは……」

　またいさかいだ。今度は三人だからもう滅茶苦茶。俺は動くに動けず、スコップがあったら穴を掘って脱出したいくらいだった。こないだレンタルで観た「大だい脱だつ走そう」のテーマが鳴り響いたくらいだ。

　なんでこんな目に、と思っていたら、どこかで風を切るような音。なんだ？

　雫が真っ先に反応した。喋しやべるのを止めると瞬時に変身して武器を出す。

「散って！」

「いいですよ、そのままで」

　図書館の入り口に誰かいる。

　沙さ倉くらさんだった。俺の憧あこがれのあの人ではなく、刃やいばを交えたときと同じ、得体の知れない恐ろしさをまとっている。

「仲がいいんですね。全部聞いちゃいました」

「……なんの用？」

「あら、わたしは生徒会のお手伝いさんじゃない。だから遊ぼうと思ったんだけど」

　くすりと笑う。

「取り込み中みたいね」

「戦うなら、相手になるわよ」

　雫しずくが短剣を構えながら、油断なく喋しやべる。それに対し沙さ倉くらさんは、なにも武器を持っていない。

「ここでやるつもりはないわ。あとにしましょう。わたし、もう少し夏休みを堪たん能のうしたいの」

「楓かえで、あなたどういうつもりなの。ただ私たちの邪魔をしたかっただけ？」

「そうよ。だって」

　沙倉さんはちろっと舌を出した。

「ナツルさんは、わたしのことを好きでいてくれたんだもの」

　それだけ言うと、沙倉さんは身を翻した。

　追うことはかなわない。足音はすぐに遠ざかっていった。

「ふう……」

　雫が変身を解いて元に戻る。

「油断してたわね。こんな近くにいたなんて」

「なんで出てきたのかしら」

　水み琴ことが日に本ほん刀とうを消した。いつの間にか、こいつも変身していた。

「なにかの警告かしらね。でもあの娘こ、やろうと思ったらいつだって不意をつけたはずよ。本気でこられたら危なかったわ」

「やっぱりこいつのせいだな」

　紅あか音ねが言った。こいつまで猛犬モードだ。変身してないの俺おれだけか。

　銃身が俺の脇わき腹ばらをつつく。

「いつまでたっても女を決めねえからこのざまだ。おかげで冷や冷やしたぜ」

　それはそうなんだろう。俺を中心に事態が動いているのは否めない。愚痴ってばかりいないで、自分でもなにかしなきゃいけないんだろうな。

　それこそ、女の子を決めることも。

「……なあ、紅音」

「なんだ」

「俺まだ、沙倉さんに未練があるな」

　敵に回っても、あの人は格好いい。

　紅音は返事をしなかった。ただ無言で、俺のことをひっぱたいた。





あとがき







　築つき地じです。けんぷファーの最新刊をお送りします。⑧巻の次ですが本編の内容はちょっとお休み状態なので⑧巻。誤字ではありません。私は誤字をたくさんするので校正者泣かせだと言われたことがあるのですが、表紙のデザインまではやったことがないので、間違えようがないです。

　今回は箸はし休め的な短編集です。時間の流れとしては、第一章と第二章が、⑧巻でテーマパークから帰った直後。第三章と第四章が⑧巻で沙さ倉くらさんと戦った直後になります。




　さてこの本、実は自宅で書いていません。だからなんだって気もするのですが、マンガ喫茶で書いています。

　以前までは自宅以外で原稿が書けない人間で、外に出るとキーボードすら触らなかったのですが、猫が執筆の邪魔ばっかりするので外で仕事をすることにしたのです。

　外に出て原稿を書く作家は多いのですが、大半は喫茶店かファミレスに行きます。あるいはバーとか。その方がはかどる人は多いです。ですが私の場合、周囲に人間がいるのが駄目。こっちを見ていなくても、気になって仕方ありません。

　さてどうするか。仕事用のレンタルスペースを借りる手段もあるのですが、ああいう場所は月契約なので行かない日の料金がもったいない。静かでパーソナルスペースがあって料金がそこそこ。自宅の近くにあるとなお良し。そんな場所あるわけねえよと諦あきらめていたのですが、「マンガ喫茶でいいじゃん」と思い至ったのでした。

　マンガ喫茶のいいところは、静かでパーソナルスペースがあるだけではなく、フリードリンクのところです。私が利用しているところはアイスクリームも食べ放題なので、夏場は天国でした。原稿が進む進む。毎日「今日は何枚書いた」とカウントしていた数値が、いきなり増大しました。




　余談ですが、私は原稿の分量を「原稿用紙××枚分」と表現します。これ、普通のことだろうと思っていたのですが、私よりもあとからデビューした人たちは「（自分の書いているレーベルの）文庫のページ数××枚」とカウントする人が非常に多いです。私の場合、雑誌連載を持っているのと書くレーベルごとにフォーマットが違うので、原稿用紙で換算してもらわないと感覚的に分からないため、最初は話が合わず苦労しました。私より前の年代になると原稿用紙で数える人が多いのですが、これも時代なのでしょう。




　余談終わり。飲み物とアイスだけでも十分なのですが、マンガ喫茶にはなんといってもマンガがあります。というか、そっちが本当の姿です。原稿の合間合間にマンガが読める。眠たくなったら毛布があるので寝られる。おまけにシャワーまであると、まるで天国です。駄目人間的な生活ですが、利用できるものはなんでも利用しなければ。おかげで買ったきり使い道のなかったもノートパソコンが大活躍。唯一、フルキーボードでないと書きづらかったのですが、ＵＳＢケーブルのキーボード自体を持ち歩くことで無事解決。一分の隙すきもありません。

　本当に切羽詰まるとホテルに缶詰になったりもします。ルームサービスで食事を頼めば部屋から一歩も出る必要がありません。非常に便利です。部屋の掃除までしてくれます。ただしその時だけは追い出されます。

　ただしホテルのネックは料金です。ピンキリではあるのですが、総じてマンガ喫茶より高いです。そして意外と環境が悪かったりします。特に机が狭く、椅い子すが悪いと致命的です。マンガ喫茶はこのあたりもクリアしている、偉大な作業環境なのです。

　……このことを知り合いに自慢げに話したところ、「自分ちに飲み物買ってきて、猫が寝ているうちに書けばいいんじゃない？」と言われました。正しいことを言う人間は嫌いです。




　とまあ、こんな環境で書かれているけんぷファー。次巻からはクライマックスに突入します。お楽しみに。





二〇〇八年九月




築つき地じ俊とし彦ひこ

























　著者

　築地俊彦（つきじ・としひこ）

　　３月生まれ。東京都出身。テープルトークＲＰＧ、メイルゲーム制作会社を経て専業作家に。メジャーデビューは『ガルハド戦記』（ログアウト誌掲載）。著作に『ライトセイバーズ』シリーズ、『まぶらほ』シリーズ（以上富士見ファンタジア文庫）、『ときむすび』『戦嬢の交響曲』シリーズ（以上ファミ通文庫）、『神曲奏界ポリフォニカ　ぶるう』シリーズ（ＧＡ文庫）、等多数。




　イラストレーター

　せんむ

　　「ＤＳのクイズマジックアカデミーが面白くて

　　ちょっと困っています」

　　東京都にお住まいのＰＮせんむさんから

　　お便りをいただきました。

　　ＵＳＢのＷｉ－Ｆｉコネクタを買ったのが原因だと思います！

　　学問がくると工業高校卒パワーをフルに発揮して

　　１回戦落ちします。楽しいですね。
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